















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初めて校門をくぐった日の春の風を、僕はまだ覚えている。

　そよそよと髪の毛をくすぐる感触を、微かすかに混じる花の香りを、命の息吹いぶきに満ちた暖かさを覚えている。そして、あの風が運んで来た出会いを、僕は覚えている。

　あの日からいくつの風が吹いただろう。

　激しく吹き荒れる夏の風、物悲しさを誘う秋の風、肌を切るような冬の風、また訪れる春の風。いくつもの風がいくつもの出会いを運び、また秋の寂さびしさが巡めぐる頃、僕は一人の愛に応こたえた。

「あなたに会えて良かった。ありがとう」

　選ばれなかった一人は、そう言って泣いた。

「わたしをふるなんていい度胸ね。絶対に後悔させてやるんだから」

　ある一人は、そう言って笑った。

「これで日本に未練はなくなったよ。次に会うのは十年後かな？」

　またある一人はそう嘯うそぶいて歩き出し、

「あーあ。バカですよねー。私は二番でも良かったのに。そーゆーの上う手まくやれないところがホントに………バカですよ」

　ある一人はそう言って僕の胸を小突き、

「あ、やっぱり？　そうだよね？　わかってたわかってた。元からダメだと思ってたし。てか、冗談だし。真に受けないでよ、やだなー。あ、ヤバ、目痒かゆっ。花粉かなー」

　ある一人は懸けん命めいに空を見上げて瞬まばたきを堪こらえた。

　そして、また一人は、

「こらー！　朝やでー、はよ起おきー！　起きて起きて起きて！　いつまで寝てんの、遅刻すんで、ほんま。おーきーろー！」




　………まだ家にいたりする。




　これがゲームやアニメなら今頃はエンディングテーマがかかり、スタッフロールが流れ始めていることだろう。もちろん現実にはそんなものは出現しない。日常は日常のまま続いて行く。




　この物語は「fin」の後のお話です。
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「起おきぃ！」




　テーブルクロスを引き抜くようにズバッと掛かけ布団ぶとんが剝はがされた。

　シャッシャッとカーテンレールを滑すべる音が耳を突き、差し込んだ朝の光が眠りの膜まくを溶かす。

「起きぃ、ゆーてるやろー。こら～～」

　無遠慮な夢の乱入者はそれでもまだ手を緩ゆるめず、ガタガタとベッドを揺らし始めた。聴覚と視覚と触覚と関西弁、四方面から効率よく起こしにくる。

　目を開けなくてもわかる、真ま形がた兎と和わだ。

　揺らすのに飽あきた兎和はきっと腰に手を当てたお姉ちゃんポーズで僕を見下ろしているんだろう。男であればロングヘアー、女であればショートヘアーに分類される長さの髪の毛を艶つやめかせ、小さな唇くちびるを大きな眼鏡めがねの下でキュッと結んでいることだろう。僕より頭一つ低い身長を少しでも大きく見せるため、精一杯胸を張っているに違いない。

「あ、やっと起きたし」

　瞼まぶたを開くと想像と寸分違たがわぬ幼おさな馴な染じみの姿が見えた。

「もー、小学生ちゃうねんから。一回くらい自分で起きーや。ご飯できてるから早く降りてくんねんで」

　うっかり新妻と見み紛まがうようなエプロン姿で人差し指を突き立てると、兎和は制服のプリーツスカートをヒラつかせて部屋から出ていった。

　ややあって、軽やかな足音がトントンと階段を下って行き、




「あー！　お味み噌そ汁しる噴いてるー！　あっつー！」




　入れ替わりに元気な悲鳴が上がってきた。

　朝から声出てんなぁ。

　生まれた時からお隣となりさん。姉弟きようだい同然で育った兎和が親の仕事の都合でうちの家で暮らし始めてそろそろ一年になるだろうか。毎日のように繰り返されるこのドタバタも、もはや朝の恒例行事だ。




　………って、あれ？　これって繰り返されていいんだっけ？




「はい、お味噌汁。今、マグマやから気ぃつけるんやよ」

「ああ、うん……いただきます」

　リビングルームに降りて行くと、いつも通り父さんも母さんもとっくに仕事に出かけた後だったので、僕達はいつも通り二人きりで食卓につき、いつも通り兎和の作った朝食に手を合わせた。

　料理が得意な兎和は、『普段お世話になってるんやから』と、誰に言われるでもなく朝食と弁当を作るようになった。メニューはいつも和食。シェフ曰いわく簡単に作れるものということらしいけれど、それまで食パンを焼きもせずに齧かじっていた僕からすると革命的な食生活の変化だった。洋から和への転換に戸と惑まどいを感じたのは最初だけ、一週間もすれば食卓に漂ただよう味噌の香りがすっかり日常の一部になっていた。

　そう、今日という日は何もかもいつも通りなのだ。

「今日の出だ汁し巻まきはヤバいよ。道みち場ば六ろく三さぶ郎ろう百人は降臨してるから。言うなれば百ひやく三さぶ郎ろうやから。お弁当にも入れてるし、楽しみにしてるんやよ」

「ああ…………うん」

　兎和の大げさな自画自賛もいつも通りなら、両親譲りの関西弁もいつも通り。ご飯が少しやわらかいのも、和食に牛乳を合わせてくるところもいつも通りで、

「なっちゃん、ほっぺにご飯ついてるよ。ほんま子供やねんから。はい、ジッとして」

　二か月早く生まれただけでお姉ちゃん面づらするところも完かん璧ぺきにいつも通りの日常風景なので───。




「ちょちょ、ちょ、ちょっと待って。一回待って！」




　僕は堪たまらずに悲鳴を上げて立ち上がった。

「びっくりしたぁ。どしたん、なっちゃん？」

　相あい生おい夏なつという僕の名前をなっちゃんと呼ぶのは兎和だけだ。何の屈くつ託たくもなくその愛称を使う兎和を見ていると記憶が混乱しそうになる。おかしいだろう。こんないつも通りの日常が、いつも通りに続行していいはずがない。だって僕らは一昨日おととい───。

「どしたん、なっちゃん。ボーッとして」

「……いや、あのさあ、兎和。ちょっと確認したいことがあるんだけども」

「ご飯の後にしいさ」

「……いやあの、兎和ってさあ」

「ほら、お味噌汁冷めるよ。食べて食べて」




「…………一昨日、僕にフラれたよな？」




「それは言わんとってえええええええええええええええ」

　見えない何かに引ひっ叩ぱたかれたかのように、兎和が椅い子すから転げ落ちた。そのまま勢いでゴロゴロと床を転げ回る。

「あああああ、言われたー！　早速言われてもうーたー！　せっかくなかったことにしてたのにー！　せっかく記憶を封じ込めてたのにー！」

「そ、そんなことしてたのか………」

　なんか、ごめん。

　でもまあとりあえず、僕の記憶に誤りはなかったらしい。そりゃそうだろう。なにせつい二日前の出来事だ。忘れようとしても忘れようがない。僕は修学旅行先で同居人の幼馴染みに愛を告白され、




「地獄やああああああああああ！」




　即レスでお断りを入れたのだった。







　伝説の告白スポットなんてフィクションだけの存在だと思っていた。

　だから行きしなの新幹線で、宿泊先のホテルの裏に片想いの男女御ご用よう達たしの告白パワースポットがあると聞かされた時正直笑った。その笑いはホテルに向かうバスの中で告白スポットが木彫りの阿あ修しゆ羅ら像ぞうだと知らされて困惑に変わり、二日目の夜に他ほかでもない阿修羅像の前に呼び出す手紙を見つけて驚きよう愕がくへと移行し、阿修羅像の前に複数の女子達が待ち構えているのを見つけるに至って頭ず蓋がい骨こつが破裂した。

　いや、噓うそだよ、こんなの。

　正直、悪友達のイタズラだと思っていた。「はーい、だーまさーれたー。今の気持ちをどうぞー」なんつって動画を撮られるものだと覚悟していた。しかし、予想に反して阿修羅像の前に立っていたのは、恋する乙女おとめの表情を浮かべた複数の女子達。

　そして───。

「なっちゃん。ちゃんと手紙に書いた通り誰にも内緒で来てくれた？」

　妙に深刻な面持ちの幼馴染み。

　手紙の主は兎和だった。

　どうやら僕の与あずかり知らないところで僕に思いを寄せる女子達が学年やクラスを跨またいでかなりギスギスとやりあっていたらしく、その空気を案じたクラス委員兼生徒会書記の兎和が解決に乗り出したという流れらしい。誰が選ばれても恨みっこなし、後あと腐くされなしという条件で密ひそかにみんなを集め、こうして告白大会を設定してくれたのだという。

　いや、噓だって、ほんとに。

　あり得ないだろ。まさか女っ気のほとんどなかった僕の人生にこんなイベントが起きるなんて。

　しかもそのメンバーがまたあり得ない。

　確かに一人だけ仲が良いと呼べる子はいたけれど、居並ぶ女子の中には会う度たびいつも怒られる怖い女子や、隙すきあらばからかってくるウザい後輩、さらに男子なら誰もが憧れる高たか嶺ねの花のモデルの卵の先輩まで混じっていたのだから。

　二年生はまだしも、先輩と一年生はどうやって旅行先までやってきたんだよ。




「じゃあ、あんまり時間もないから。そろそろ始めよっか」

　兎和に促され、女子達は順番に胸の内を明かしてくれた。怖かっただろう。恥ずかしかっただろう。それでも彼女達は懸命に僕への気持ちを伝えてくれた。何度も言葉に詰まりながら、時に涙を浮かべながら。

　あの時の僕の気持ちは二晩越えた今でもよく定まっていない。ただ逃げてはいけないと、それだけを思いながら彼女達の言葉を受け止めていた。

　そして、全員の告白が終わった後、僕が答えを発しようとしたその瞬間、

「ごめん………わたしにも時間をくれないかな」

　兎和が一歩前に出た。

　他の女子達の反応から察するに兎和のこの言葉は当初の予定になかったものなのだろう。何より、兎和本人の表情が強くそれを物語っていた。

　幼馴染みでもお姉ちゃんでもお隣さんでもない、初めて見る女性としての兎和の顔。

「みんな本当にごめんね、勝手なことして。でも、わたしももう自分の気持ちに噓がつけないの。なっちゃん、待たせてごめん。うちもなっちゃんが好き。ずっとずっと大好きやった。だから…………結婚しよ？」




「やめろぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　超音波にも似た絶叫が僕の回想をブチ破った。

「なっちゃん、今思い出してたやろ！　うちの告白思い返してたやろ？　やめろや、本人を前に死し体たい蹴げりとか！」

「あ、いやいや、思い出してなんか……ないよ。うん……な、ない、全然……」

「噓ヘタか！　やっぱり思い出してたんやんか！　うちの出来たての黒歴史掘り返してたんやんか！　あああああ、恥ずかしい！　もういやや！　もう死ぬ、もう殺して！」

「死ぬな死ぬな。大丈夫だから。よくあることじゃん、こんなこと」

「あってたまるか、人類初の珍事件じゃ！　だってやぁ、だってやぁ、偉そうに女子達招集しといてやぁ、最後の最後に割りこんどいてやぁ、けけけ、結婚しようって………あああああ、アカン！　この流れでフラれたらアカン！　これはもう死ぬしかない！　満場一致で死ぬしかない！」

「僕は反対してるぞ。死ぬの反対！」

「うっうっうっ………めっちゃ慰なぐさめられてん。あの後、フラれ組の残念会でめっちゃ慰められてん。みんなフラれたはずやのに、うちだけめっちゃ………うっうっうっ」

　なに、そんな地獄みたいな会合。

「はぁ、時間を戻したい。なんで告っちゃったんやろ。こんなはずじゃなかったのに」

　女の子座りでへたり込み、フローリングの木目を指でくすぐる兎和。

「うちさ、可愛かわいい女の子大好きやねん。知ってるやろ？　ドルオタやし」

「え？　ああ、うん、知ってるけど………」

「恋してる女の子ってやっぱり最高に可愛いよね。みんながズンズン告白していくのを見てたら………もうなんか、きゅんきゅんきちゃって。この子達本当になっちゃんのこと好きなんやろうなって、本気でなっちゃんに恋してるんやなって思ったら、うちもなっちゃんを好きな気持ちが止めれんくて……それでそれで……」

「あ、あの、兎和……この話止やめないか。なんかすごく恥ずかしくなってきたわ……」

「おい、なめんな！　絶対うちの方が恥ずかしいわ！　だから二晩かけて記憶に蓋ふたをしたのに。なっちゃんが一撃で掘り起こすから！」

「ごめんって、そんなつもりじゃなかったんだよ」

　そうか、朝から過剰なまでにいつも通りの空気を押し付けてくると思ったら、アレそういうことだったのか。

　なかったことにする気だったんだ。とんでもないこと考えたな。

「そーでもせんとマジ無理やから。マジ発火するから。お願い、なっちゃんも協力して」

　眼鏡の奥の眼をうるうると潤うるませながら、兎和はチョップでもするように合わせた手をつき出してくる。

「いや、協力って。何すれば………」

「忘れてくれたらいいの。全部なかったことにしてくれたらいいの。ね？　今から手叩くから、そしたら今までのことぜーんぶなし。告白などしなかった世界線に一緒に飛ぶのよ。ＯＫ？　行けるね？」

「無理無理無理、そんなジャンプ力僕にはない」

「うっさい、やるしかないねん！　はい、せーの！」

　──ぱんっ。

　と、乾かわいた音がリビングルームにこだました。小さな掌てのひらと不ふ釣つり合あいなほどの大きな音が鼓膜を突き、




「なっちゃん、何ぼーっとしてるの。早くご飯食べないと遅刻するよ。まったくもう、世話のかかる弟な・ん・だ・か・ら☆」




　そして、この切り替えである。すごいな、この人。

「ほらほら、ぐずぐずしてるからお味噌汁冷めちゃったじゃん。はい、かして。熱いのと取り換えてあ・げ・る」

「いや、いいよ。別に」

「いいからかして──あっ」

　味噌汁椀わんを取り合って空中で互いの手が触れ合った。細くて冷たい兎和の指。

「……………やだ（テレっ）」

「赤くなるなよ！　やっぱ全然リセットできてないじゃん！」

「あばばばばばば！　ごめん、今のなし。もっかいやらせて」

「まだやんのかよ」

「はい、スタート！　なっちゃん、どうしたの？　またボーッとして。まあ大変！　もしかして熱でもあ・る・の・か・な☆」

　お前だろ、熱があるのは。

　もう怖いんだけど、この人。人格いくつ持ってんだ。

「しんどくてもご飯食べた方がいいよ。お味噌汁だけでも飲・ん・だ・ら？」

「わ、わかった。食べるわ」

　語尾をスタッカートさせないと喋しやべれないんだろうか。兎和の謎の迫力に圧倒され、僕も茶番の片棒を担かつぐ。

「わ、わー。うーまーい。きょ、今日の玉子焼きー、ホントにー、う、うまーいよー」

　演技力がプランについてこないのは、この際目を瞑つむってもらおう。

「そうでしょー。うちも自慢のデキなのー」

「うーん、うまいわー。す、すげー、うまいわー。と、兎和はきっとー、いいお嫁さんになるよー」

「え…………………………やだ（テレっ）」

「だから！　赤くなるなって！」

「いや、今のはあんたやろ！　完全にあんたやろ！」

「ごめん、今のは完全に僕だった」

　プロポーズ断っといて言うセリフか。くそう、難しい。忘れたいけど忘れたら地雷を踏む。なんだ、この無理ゲーは。

　つーか、もう恥ずかしくてしょうがないんですけど。いたたまれないんですけど。

　ここはいったいどこなんだ？　先週までの平和な食卓はどこへいった。内臓を内側から撫なでまわされるようなムズ痒がゆさが収まらない。兎和と二人でいることが恥ずかしくて仕方ない。

　冷静に考えてみたら、この状況って一体なんだ。

　なんで家族でもない男女が朝から二人っきりで食卓に並んでんだ？　なんで家族でもない女子の手料理を毎日食べてるんだ？　なんでこんな異常な状況を今まですんなり受け入れていたんだ？

　一度意識してしまうともう止まらなかった。なんだか同じ空気を吸うのも気恥ずかしくてまともに幼馴染みの顔が見られない。それは向こうも同じなようで、不安げな二組の視線が当てもなくテーブルの上をさまよっていた。

「ね、ねえ、なっちゃん…………」

「何……？」

「なんか………喋ってよ」

「あ、う、うん。えっと………」

「うん……」

「えっと………えっと………」

「うん」

「えっと………………………」

「……もう」

　びっくりするほど言葉が何も出てこなかった。

　……良くないな。

　このままでは絶対にいけない。兎和との同居生活は少なくとも高校卒業までのあと一年半は続くんだ。それまでずっと内臓がムズ痒いままなんて耐えられない。なんとかして先週までの穏おだやかな日常を取り戻さないと。

　そのためにはやっぱり会話だ。会話で笑顔を取り戻すんだ。

　そしてそれは僕の役目だ。ここで一歩を踏み出すのは僕の役目だ。兎和はもう充分すぎるほど勇気を振り絞ったんだから。充分すぎるほど傷ついたんだから。

　意を決して視線を上げた。

「兎和っっっ！」

「びっくりしたぁ。何？」

「うまいよっっっ！　この玉子焼きっっっ！」

「声デカっ。なに？　玉子焼き？　どうも、ありがと」

「玉子焼きだけじゃないから、言っとくけど！　ほら、味噌汁もうまいっっ！」

「……そっすか」

「ご飯もうまいしー、漬物もうまいしー、なんと、牛乳もうまい！」

「牛乳を褒められてもちょっと………」

「ああ、そっか。じゃあ、それは牛に言っといて」

「牛に？　うちが？」

「いや、違うか。僕が言っとくわ。ガツンと言っとくから、牛に。安心して」

「ごめん、さっきからずっと何言ってんの？」

　ごめん、僕にもさっぱりです。

　くそう、もうぐちゃぐちゃだ。食卓に笑顔を取り戻すつもりがさらなる迷宮に迷い込んでしまった。わからない。先週までの僕らっていったいどんな話してたの？　もうわかんないんですけどぉぉ。

「ちょっと、なんちゅう顔してんのよ、なっちゃん」

「なにー？　顔も違うのー？　わかんないよー。もう、わかんないよー」

「怖い怖い！　なんなんよ、あんたは。ヘタやな、色々。怖いって、ホンマ……ふふふ」

　言葉とは裏腹に兎和の口からは笑みが零こぼれていた。どうやらグダグダなりに喋った甲か斐いはあったようだ。朝からずっとぎこちなかった兎和の顔に、初めて浮かんだ自然な微笑ほほえみ。

「はははは！　ヤバい、なんかその顔ツボった。あははははは、ぶすぅー！　この十七年で一番のブス顔出てるやん。あーっはっはっはっは！」

　結局顔かい。悪かったな、ブス顔で。これでも精一杯悩んでんだよ、こっちはよ。

「あー、お腹なか痛い。ごめんごめん、全部うちのせいやわ。うちが変な告白してもーたのがそもそもやもんな。失敗したー。なるべく自然な感じで元の生活に戻りたくてさ、強引に何もない体ていで進めてみたんやけど、余よ計けいおかしなふうになってもうたっていう、そーゆーお話でした。すまんかった」

「いや、兎和が頭下げんなよ、僕だって、ごめん」

「大丈夫やで。うちはもうなっちゃんのこと吹っ切ったから」

「え？」

　顔を上げると、兎和はまだ笑っていた。

「知っとったもん。なっちゃんがうちのことを女として見てないってこと。だから、始めからＯＫしてもらえると思ってなかったし。むしろフラれに行ったみたいなとこあるからさ。記念告白っていうか気持ちを整理したかったみたいな。言ってることわかる？」

「え？　う………うん。わ……かる」

「ホンマにヘタやな、噓つくの。まあ、とにかくさ、うちはもう大丈夫やから。変に気ぃ遣つかわれる方がキツイし。いつものうちらに戻ろ？　優秀で何でもできるお姉ちゃんと、どんくさい弟の関係にさ」

「……うん、わかった。そうしよう」

「──ププッ」

「ん？　あ、いや、ふざけんな。そんな関係なかったわ！」

「おっそ！　気づくの遅いねん、ばーか」

　ぺしりとデコを叩たたかれた。

「いてぇ！　急に何すんだよ」

「あははは。ええ音すんなあ、あんたのデコは。で、ホンマにご飯どうすんの？　いらんねやったら片付けるで」

「食うよ！　食うに決まってるだろ」

「お味噌汁は？　あっためる？」

「別にいい」

「ちょっと待っとき」

「いいって、ばか！」

　ばか、なんて言葉を自然に僕に吐かせてしまうあたり、悔くやしいがやはり兎和はお姉ちゃんなのかもしれない。さっきまでどんなに探しても欠片かけらも見つからなかった日常を、兎和はいともたやすく食卓に戻してみせた。

「はい、マグマにしといたで」

「またかよ！」

　年上面をして世話を焼く兎和と、それに反発する僕。やっぱり僕達はこれでいい。この関係がしっくりくる。このまま日常に洗われていけば、いつかあの告白も笑って話せる日が来るだろう。それまでこの当たり前の生活を積み重ねていけばいい。




「ごちそうさま！　お先に！」

「あ、待ちーや！　うちが先やぞ」

　朝食を終えると、毎朝恒例の洗面台の奪い合いに突入した。狭い洗面台に我先にとなだれ込む。

「邪魔だよ、どけよ」

「あんたやろ、邪魔なんわ。レディファースト知らんのか」

「足出てるって！　ここが真ん中だぞ。引っ込めろよ」

「そっちこそ肘ひじ入って来てんねん！　どけー」

　蛇口を境界線にして押し合いへし合い罵ののしり合あう。

　これも僕らの日常だ。肩と肩、肘と肘、腰と腰をくっ付けてガチンコでぎゅーぎゅーと………ぎゅーぎゅーと…………ってあれ、兎和の体ってこんなに華きや奢しやだったっけ？

　なんか、全部が柔らかい。肩も肘も腰も腕も、触れ合う場所が全部柔らかくて、細くて小さくて…………って、ばか。何を意識してんだよ。ついさっきリセットしたばっかりだろ。ちゃんと日常に集中しろ。兎和だってしっかり吹っ切れてるからこそこうして全力で押して来てくれてるわけであって、

「ふぅっ………んん………ふっ……ふぃぃ……」

　なんか変な声出してんなあ！　やめろよ、顔真っ赤じゃん。こっちまで体が熱くなってくるわ。

「は、はい、終わり！」

　沸騰しそうな顔面をとにもかくにも洗い終え、二人同時に壁のタオルに手を伸ばした。これもいつものルーティンだ。男女を意識しないからこそ一歩も譲らない僕達は、一枚のタオルの端と端を引っつかんで競うように同時に顔を埋うずめる。

　大丈夫、日常だから。

　一見するとありえないような絵面だけど、これはいつものことだから大丈夫。お互い同性同士の感覚だからこそ、何も気にせずこういうことができるのだ。

　たとえ耳と耳が触れ合っても気にしない。濡ぬれた髪が頰ほおをくすぐってきても気にならない。布を伝わって熱い息が混じりあっても気にならないし、肘がノーブラの胸にずぶずぶめり込んでも──。




「──って、これは無理っっ！」




　間に爆発でも起きたかのように、僕らはお互いに飛とび退のいた。

　やっぱり無理だ。こんなの意識しないなんて不可能だ。おい、何て顔してるんだよ、兎和。もう取とり繕つくろうこともできていないじゃないか。汗だくで耳まで真っ赤で目がグルグルで、絵に描かいたような動揺面。まるで鏡だ。きっと僕も同じような有様なんだろう。

「なに……これ？　僕達って毎朝こんなことしてたの？」

「うん、してた」

　慣れとは恐ろしい。あんな密着を無自覚に繰り返していたなんて。

「あ、あのさあ、僕がこんなこと聞くのもアレだけど、兎和って、そのー、僕にアレだったわけだよな？」

「アレ？　ああ、そうね………ずっとバリバリ、アレだったねえ」

「毎朝どんな気持ちで密着してたん？」

[image: ]

「どんなって、まあ………………………至福？」

　だめだ、こいつ。全然吹っ切れてねえわ。

「なっちゃん………顔真っ赤やで」

「お前もな」

「ドキドキしてくれてるん？」

「は？」

「……うちでドキドキしてくれてるん？」

　洗面所の扉に背を預あずけながら、兎和は己の体を抱き締めるようにグッと組んだ肘を握り締めた。全てが小作りな兎和の体で唯一平均を遥はるかに上回るボリューム、胸の肉付きが一段と強調される。肘に残る感触がボワリと生々しく熱を持った。

「なあ、もしかして、もしかしてやで？　うちがもうちょっと早く告白してたら………」

　止めろ。何を言う気だ。

　わかってるのか。それ以上言ってしまったら、聞いてしまったら、もう二度と僕らの平和な日常は帰ってこないんだぞ。




「………なっちゃんはうちのこと、女として見てくれてた？」




　躊躇ためらいもなく兎和は日常を破壊した。

　いや、あるいはそんなものはもうとっくに壊れていたのかもしれない。砕け散った水槽を頼りないセロハンテープで繫つなぎ合あわせていただけなのかもしれない。だくだくと漏れる水から目を逸そらして。

「なっちゃん、うち──」




　──ピンポーン。




　兎和は何を言おうとしたのだろう。何がしかの決意を伴ともなって開かれた唇を止めたのは、無機質なインターホンのチャイムだった。

　僕らはしばし無言で見つめ合い、どちらからともなく洗面所を出た。

　平日の早朝、宅配やセールスのはずがない。心当たりはただ一人しかいなかった。朝はスマホを見る時間がないからインターホンを鳴らしてそのまま入って来てくれと伝えてある。

　ややあって、玄関の扉が遠慮がちにほんの少しだけ開き、




「あの、来た………」




　恐る恐るというふうに、細い指と弱々しい声だけが家の中に入ってきた。

「おう、姫ひめ乃の……か？　姫乃だよな？」

「…………」

「もしもし？」

「…………まむ」

　ああ、姫乃だ。姫乃が迎えに来てくれたんだ。

「ごめん、まだ準備できてないんだ。ちょっとだけ待ってくれるか？」

「………」

「それとも中で待つか？」

「………」

「外でいいのか。じゃあお地蔵さんとこで待ってて。秒で行くから」

「………」

「あ、待って」

　引っ込みそうな指の気配を感じとり、慌てて言葉を投げつけた。

「お前ほんとに姫乃なんだよな？」

「…………」

　閉じかけた扉が五センチの間かん隔かくを保って停止する。それから深呼吸一つの間を空あけて、




「……わたし、です」




　一昨日からの僕の恋人、亀かめ島しま姫乃がひょっこりと顔を現した。

　長い髪の毛が重力に従ってサラリと流れ、朝日を浴びてキラキラと輝く。長い睫まつ毛げと伏し目がちな姿勢に幾分は削けずり取とられているけれど、大きな瞳ひとみはそんな朝日よりもさらに輝いて見えた。緊張しているのだろうか、硬いものを何一つ齧ったことのないような細い顎あごを扉の陰に隠したまま、姫乃は形の良い唇を顕微鏡レベルで微かすかに動かすと、

「………まむ」

　謎の暗号を残して扉の向こうに引っ込んだ。外で待っていると言ったのだろう………多分。

　今日も今日とて姫乃のコミュ障は絶好調のようだ。

　誰もが二度見する面めん貌ぼうと極端に少ない口数、乏とぼしい表情、転校生、様々な要素が相まって姫乃は驚異的な速度で『近寄りがたい女』という印象を学内に確立した。

　美人転校生と噂うわさされた一年生の頃が懐なつかしい。今となっては姫乃に親密な感情を抱く男は恐らく彼氏の僕一人。




「はぁぁぁぁ～～～。姫しゃま、可愛いぃぃぃ～～～～」




　………あと女子だと兎和。

　何の因果だろう。可愛い女子が大好きでお姉ちゃん願望の強い兎和の庇ひ護ご欲よくに、つんけんした姫乃の態度がまんまとブッ刺さるらしく、兎和は姫乃の顔を見る度にずぶずぶと床にへたり込んでしまう。

「はばばばぁぁ～～～。抱っこしたひ～～。よひよひひはぁ～～ひ」

　あと、無限に涎よだれを吐き出してしまう。

「おい、兎和。しっかりしろ。ヨダレヨダレ！　マーライオンみたいになってんぞ」

「姫ちゃま～～～べろべろべ～～～」

「兎和って！」

「ぶぇ？　…………うわ、汚っ！　ひぃぃ、またやってもうだー」

　二度名前を呼ばれてようやく自分の有様に気づく兎和、口元を拭ぬぐいながらバタバタと洗面所に駆け込んで行った。

「なっちゃん！」

　なんだよ、うるさいな。駆け込んでろよ、そのまま。

　今しがた飛び込んだ洗面所から首だけズボッと帰ってくる兎和は、真っ赤な顔に目玉をぐるんぐるんに回しながら、




「テッテレー♪　さ、さっきのはドッキリでしたー！　洗面所でのドキドキする？　みたいなやりとりはもう全部ドッキリでしたー！　うちはもう完全に吹っ切れてるんやもーん。や、やーい、騙だまされたー。ばーかばーか」




　……えー。

　聞いてるこっちが恥ずかしくなるような言い訳を大声でまくしたてて、また引っ込んだ。

　ややあって、

「あほか、うちー！　頭冷やせー。忘れるって決めたやろ！　応援するって決めたやろ！　煩ぼん悩のうをー、洗い流せー！　未練をー、洗い流せー！　これでもかー！　これでもかー！」

　滝行に挑む行者のような、激しい洗顔の音が聞こえて来る。

　……なんだろう、やっぱり僕達は世界線を飛んでしまったのかもしれない。

　一昨日の夜、阿修羅像の前で。平和な日常が永遠に失われた世界へと。




　とりあえず、明日からは絶対に洗顔は別々にしようと固く心に誓った。





　　　　※






「お待たせ、姫乃」




　シャワーを浴び直してから行くという兎和を家に残し、僕は一人で玄関を出た。

　姫乃はもう一体の石像のように微動だにせずお地蔵様の横に立っている。彼氏の欲目だろうか、清浄な朝の光を浴びる姫乃は小さな石仏よりも神々しく見えた。

　ヤバい。可愛いな、この子。

　恋人の約束を交わしたのは一昨日の夜。何だか気恥ずかしくて、その夜はそのまま互いの部屋に別れ、修学旅行最終日も周りの目が気になってろくに言葉も交かわせなかった。

　つまり、実質的には今日が恋人として過ごす最初の日。

「おはよう」

　地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつの見守る前で、僕達は恋人になって初めての朝の挨あい拶さつを交わした。

「…………」

　いや、正確に言うと交わしてはいない。僕が一方的に発しただけ。姫乃は無言でパックのレモンティーのストローを咥くわえたままだ。

「えっと、じゃあ……行く？　学校？」

「…………」

　姫乃はやはり無言のまま。しかし、下げた視線で僕の歩き出す気配を窺うかがっているあたり、出発することに異存はないらしい。

「やー、いい天気だね、今日は」

「…………」

「今日はあったかそうだし弁当も中庭とかで食べてもいいかもな？」

「…………」

「いや、やっぱりクラスメートに見られてもアレだから、やめとこうか」

「…………」

　集団登校する小学生や自転車通学の中学生とすれ違いながら、僕は饒じよう舌ぜつに、姫乃は黙々と並んで歩く。一見するとたまたま目的地と歩調が同じなだけの別々の二人のように思えるかもしれないけれど、これが僕と姫乃の距離感だ。

　繰り返しになるが、姫乃は極端に口数が少ない。

　基本的に必要なこと以外は一切喋らない。てゆーか、必要なことも喋らない。表情もあまり変わらないし、もちろんボディランゲージだってほとんど取らない。だいたい棒立ちでレモンティーを飲んでいるのが基本姿勢だ。大別すると動物より植物に近いのかもしれない。

　……よく仲良くなれたな、僕ら。

　両親に感謝ということでいいのだろうか。こんな姫乃と僕が毎朝一緒に登校するまでに仲良くなれたのは、姫乃の特殊な性癖が原因だった。あの日──姫乃の性癖と僕の体がマッチして以来、僕達は毎日必ず一度は二人だけで会うようになった。

　最初は学校の昼休みに数分だけ、それから週に何度か放課後に誘いのメールが来るようになり、月に何度か通学路で待ち合わせるようになり───そうやって、少しずつ少しずつ、氷河をライターで溶かすように僕達は打ち解けて行った。一年かけて氷の中から溶け出てきた姫乃の本心は、決して冷たくも無愛想でもなく、むしろ感情豊かな女の子に見えた。今となっては理解できる。この子は無口なのではなく、ただ単に目立つことが嫌いなだけなのだ。その証拠にクラスメート達がいない状況で僕と二人になると、姫乃は驚くほどよく喋る。彼女はそういう女子なのだ。

　つまりまあ、今は異常事態ということだ。

　僕と二人きりなのに、うんともすんとも言わないのだから。ええー、なになにー、どしたんどしたん？　怖いんだけどー。

「あのー、姫乃さん？　どうしたの、元気ないみたいだけど？」

「…………」

「……怒ってる？」




　──ずずずっ。




　と、レモンティーのパックが音を立てた。

　なるほど、怒ってるな。

　え、なんで？　なんかしたか、僕。するわけがない、だって会ってまだ一分だぞ。わざと怒らせにかかったとしても時間が足りない。心当たりがなさすぎる。

　──ずずずっ。

　はい、噓つきました。ありますあります。ばりばりにあります、心当たり。

　兎和だろう。

　それしかありえないだろう。そりゃあ、初めてできた彼氏が他の女と一つ屋根の下で暮らしていたら面白くないに決まっている。僕が逆の立場だったら発狂している自信がある。二人揃そろって朝から玄関でお出迎えなんてされた日にゃ、口も利きたくなくなるってもんだ。

「あ、あのさあ、姫乃。言っておくけど違うからね！」

　ここは一つ、早急に誤解を解いておかねば。

「兎和とのことは、僕と兎和の関係は姫乃が思ってるようなのとは絶対に違うから！」

「…………」

「あいつとは生まれた時から知り合いで家族みたいな感じなんだよ。しかも姉とか妹ってより男の兄弟って感覚？　そう、そうなんだ！　だから一緒に住んでるからって変なことなんて全然起きて──」

　ない、よな？　洗面所でのぎゅーぎゅーとかずぶずぶとかはルーティンだからセーフのはずだ。

「と、とにかく姫乃が心配することは全然何も！」

「………夏、聞かせて」

「え？」

　僕の必死の説得をそよ風のように受け流し、姫乃は言葉を差し込んだ。

「ごめん、今、なんて？」

「……聞かせて」

「うぇっ、ここで？」

「……今ここで」

「いや、そんなこと言われてもさすがに野外じゃあ──」

「我慢できない、入れて………」

「うおー、待って待って、まだそれは出さないで。わかった！　こっち、近道しよう！」

　なんてこった、このタイミングで性癖の発ほつ作さかよ。今にもおっ始めようとする姫乃を、引きずり込むようにして狭い路地へと誘った。

「よ、よし、ここならいいぞ。時間ないから手早く──」

「………夏、早く入れて」

　急せかすまでもなく姫乃の準備は完了していた。

　もう一秒たりとも我慢できないといった顔。唇をキュッと嚙かみしめ、目を爛らん々らんと輝かせ、耳には鞄かばんから取り出した『それ』の両端を突っ込み、もう片方をずずいと押し出してくる。一見吸盤に見えるその部分の名称は『チェストピース』と言うそうな。健康診断や病院で誰もが一度は目にしたことがあるであろう、聴診器の先っぽである。

「これでいいか？」

「……喋らないで」

　姫乃から受け取った聴診器の先をシャツの中に入れ、自分の心臓にあてがう。姫乃はまるで音楽でも聞くように目を閉じて、

「……はあ」

　うっとりとした声で溜ため息いきを漏らした。

「沁しみる………落ち着く……」

　満足してもらえているようで何よりだ。

　何よりだけど、まさか野外でこれをやる日が来るとは思わなかった。室内でもそこそこ恥ずかしいというのに、こんなところご近所さんに目撃されたらどんな誤解を受けることやら。

　そう、心臓の音を聞きたがる。これが姫乃の性癖である。

　どういう精神の作用か知らないが、姫乃は心音を聞くと心が落ち着くらしい。それまでは自分の心音を聞いていたが、たまたま聞いた僕の音がいたく気に入ったようで、それからは何かストレスを感じる度に姫乃は僕の心音を聞き、心の平穏を保たもとうとするようになった。ちなみに、『性癖＝エロい趣味』じゃないからね。ただの『癖くせ』って意味だから。それいわゆる間違った日本語ってやつですから。ちゃんと辞書を引いてください。

「……夏」

「うん？」

「綺き麗れいな音……」

「おお、ありがとう」

　で、いいのだろか。一年前、初めて僕の心音を聞いた時も姫乃は確かそう言った。僕の心音に耳を傾ける時、姫乃はいつも子供のような顔をする。とても可愛いけれど、やはりすこし恥ずかしい。




「……もう、大丈夫。ありがとう」

　目を閉じること約三分、満足したのか姫乃は耳から聴診器の管くだを抜き、

「………疑ってなんかいないから」

　髪の毛に手て櫛ぐしを通しながら物のついでのようにそう言った。

「え、疑う……って？」

「夏のことは、信じてるから………兎和ちゃんの事情もわかってるし、今さらそこは………疑ってないよ……」

「ああ……そのことか。じゃあ、怒ってないの？」

　こくりと姫乃が頷うなずいた。

「マジで？」

「…………」

　もう一度首を縦に振る。

「ああ、そう。ならいいんだけど。にしては、こう、なんか………今日は静かすぎない？」

「……まむ」

　いや、まむではなく。

「わたしはいつも通りよ…………兎和ちゃんと楽しく過ごした後だから、そう感じるんだと………思うけど」

　やっぱ怒ってないですかね、姫乃さん！　言葉の棘とげが半はん端ぱないんですけども。

「……怒ってはいないけど、なんか扉の方から聞こえては来た……『てってれー』とか、『洗面所でドキドキする？』……とか楽しそうな声……」

「ぐぇええ、違うんだよ、それは！　それはもう完全に違うんですよ、姫乃さん」

「何も言わなくていい…………信じてるから」

「いや、でも──」

「夏」

　服の上から、ヒタリと胸に聴診器をあてがわれた。

「……信じてるから」

　もう怖いわ。そのセリフは心臓に物を突きつけながら言うべきじゃない。

　一方的に言い捨てて路地の奥へと歩を進める姫乃。なんだろう、この緊迫感の漂う後ろ姿は。恋人としての初登校の日だっていうのに圧しか感じないんだけど。こんな調子でこれから大丈夫かよ、僕ら。

「……夏、早く来て。本当に遅刻しちゃう」

「お、おう」

　多分大丈夫なのだろう。こんな時ですら、振り返る姫乃の顔を可愛いと感じてときめいてしまう僕なのだから。




「………………」

「………………」

　背中合わせの家屋の隙すき間まを並んで歩く。

　大通りを一本離れただけで路地は別世界のように静かだった。

　二人の足音だけが薄暗い道を埋めていく。なぜだろう、相変わらず一言の会話もない僕達だけど、ここでは不思議といつも以上に姫乃との繫がりを実感することが出来た。

　静かすぎる空気が逆に互いの存在を意識させるのか。それとも壁に響く足音が二人の鼓動を急かすせいなのか。

「……………………」

　それともやはり、実際に手が触れているからなのだろうか。

　路地は狭い。並んで歩くとどうやったって手の甲がチラチラと触れてしまう。

　どうしよう。姫乃は特に気にしている様子はないけれど、ここは僕が気を利かせて前か後ろにズレた方がいいのかな。

　ってなんでだよ。なんで離れる必要がある。むしろしっかりと繫いでたっていいくらいじゃないか。いいよな？　うん、いいに決まっている。今日は僕と姫乃の新しいスタートの日なんだ。ここは是ぜ非ひとも今までとは違う確かな二人の証が欲しい。

「なあ、姫乃………手とか、繫いでいい？」

　──だって僕達は、恋人同士なのだから。

「………なんでそんなこと聞くの？」

「え？」

「わたしがそういうの恥ずかしいの知ってるでしょ？」

「あ、えっと……」

「………知ってるでしょ？」

「は、はい」

「じゃあ、バカなこと聞かないで」

「……すみません」

　全然だめでした

　怖っ！　こーわぁー！　なんてこった、徹底拒否じゃないか。こういうの断られることあるんだ。普通に謝っちゃったんだけど。

　え、なんで？　そんな怒られるようなこと言ったか、僕。そりゃあ、姫乃が極度の恥ずかしがり屋だってことは知ってるけどさ。でも、いいじゃん。手くらい繫いでくれたって！　僕達恋人同士なんだから！　好き合っているんだから！

「…………………」

　実際、手の甲はまだチラチラと触れているのだから。

　何これ。あんなに強く拒絶しておきながら、姫乃は僕の隣から離れようとしない。一息に手が繫げてしまう距離を崩そうとしない。この事実を、どう解釈すればいいのだろう。

「………あんなこと聞いて本気で許可が出ると思ったの？」

　これ、ワンチャン、待ってる説あるんじゃね？　『男なら許可なんて求めずに黙って奪ってよ』説あるんじゃね？

「……人に見られたら、恥ずかしいでしょ」

　それはつまり、誰にも見られなかったらいいってことなんじゃね？

　この路地の間だけなら、薄暗い別世界の間だけなら。

　路地はもうすぐ終わる。あと少しで僕らは夢のような暗がりから常識のまかり通った大通りに出てしまう。それまでに一瞬だけ。

　そう、あの角を曲がる前に。

　暗がりから出る前に。

「ちょちょちょ、ちょーっとごめんやよー、ごめんやよー。ちょーっと、ちょっーと、はいはいは～～い」




　……眼鏡をかけた関西人が後ろから割り込んでくる前に。




「ひい、兎和ちゃん！」

「うわ、兎和っ!?　なんだ、お前」

「ああああ、ごめん。ごごごごごご、ごめんごめんごめん。ちゃ、ちゃうねん、どうしよ。邪魔する気はなかってん。ただその、と、と、と、通すだけ通してもらえませんかね？　マジで生徒会の仕事に遅刻するから。生徒会委員が遅刻はマズいから。通るだけ、ね？　ね？」

　バタバタと足踏みをしながら拝むように手を合わせる兎和。

　……ああ、しまった。

　そりゃあ、そうなるか。

　ただでさえ寝坊して遅刻寸前だった僕を先に行かせたんだ。後発した兎和は当然近道を通ろうとするだろう。吞のん気きに心音なんて聞いてたら追いつかれるに決まっている。引き返して迂う回かいする余裕がないとすれば、遅刻の許されないクラス委員の通る道は………。

「ごめんやよ？　ごめんやよ？　空気通りまーす。空気が通りまーす。そよそよ～～」




　……僕と姫乃の間しかない。




「ご、ご協力ありがとうございました～～。ほな、後は若い二人でごゆっくりとゆーことでね。はい、イチャイチャタイム再開っ！」

　下手くそか！　そんなふうに手を叩かれて仕切り直せるメンタル持った日本人がこの世にいるか。

　煮えたぎるような思いで走り去って行く幼馴染みを睨にらみつけていると、

　──後はしっかり決めるんやで！

　とばかりに、恩着せがましいウィンクが飛んで来た。




　………あの女、喋ってなくてもマジうるせえ。
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「……………」

「あれ、もう行くの、姫ひめ乃の？　じゃあ、また昼休みにな」




　校門付近で唐突に会話を打ち切って、姫乃がすっと僕の側そばから離れた。

　どうやらどこかにクラスメートを発見したようだ。普段に似合わぬ俊しゆん敏びんさで小走りに駆けて行く姫乃。一秒でも早く学友達と朝の挨あい拶さつを交かわすため──ではもちろんなく、見つからないように身を隠すためだ。

　人見知りの人間にとって学校という耐久レースはクラスメートに見つかった瞬間から始まるものらしく、そのスタートを少しでも遅らせるため姫乃は毎朝教室ギリギリまで知り合いに会うことを避さけようとする。

　人影から人影へ、忍者のように身を隠しながら校門を突破して行く姫乃。そのまま一気に昇降口に消えていき……………あれ、出て来たぞ。消えたばかりの昇降口からずひゅんとＵターンで戻って来たぞ。どうしたんだろう、乱れてもいない前髪を熱心に直しつつ下駄箱の様子を横目で窺うかがい………おお、行った行った。また影のように中に消えていった。下駄箱にいた顔見知りをやりすごしていたのだろうか。朝から大変だなあ、人見知りって。




　隣となりのクラスの事情なので詳くわしいことはよくわからないが、姫乃は教室で浮いてこそいるものの、特に誰かに苛いじめられているとか、嫌われているとかそういったことはないらしい。それでも姫乃は同級生との触れ合いを異常に嫌う。恐れていると言ってもいいほどだ。

　学校での姫乃は教室で過ごす時間を可能な限り削けずることに腐心しており、休み時間の度たびにせっせと教室を出ていっては、開始のチャイムギリギリに戻って来る。そんなことを繰り返していたら、いつしか姫乃は『予よ鈴れい』と呼ばれるようになった。

　だからなんだというのだろう。姫乃には姫乃の事情があるんだ。

　ＳＮＳのフォロワーの多た寡かが人生の豊かさの指標にはならないし、友達がいなくたってまともに育った人間は一杯いる。わざわざ価値観の違う集団に飛び込んで精神をすり減らすくらいなら、その時間と労力を心ときめくことに費ついやした方が遥はるかに有意義じゃないか。凡人の価値観に当てはめないでほしい、姫乃は姫乃のやり方で学生生活を謳おう歌かしているのだ。

　なーんて。

　それらしいことはいくらでも言えるけれど、やっぱり彼氏としては彼女がぼっちだと果てしなく心配だ。なんだよ、予鈴って。人の彼女の動向を便利に利用してるんじゃないよ。友達百人とは言わないまでも、せめて一人でも笑顔で話ができる級友ができたら嬉うれしいのだけど。




「あははは！　ちょっとやめてよ。知らんし、そんなん。マジでウケる。あはははは！」

　教室に入るとすぐに兎と和わの大きな笑い声が聞こえて来た。こちらは姫乃と正反対で、いつも話題の中心にいる。

「あははは、マジで知らんし。エルサルバドルの外務大臣なんて」

　どういう話題なのかはわからないが、とにかく教室での兎和はいつも楽しそうだ。

「あ、なっちゃん」

　人気者は目ざとく僕の姿を見つけると、机から飛び降りてパタパタと寄って来た。

「なっちゃんなっちゃん。さっきはごめんな、邪魔してもうて。あの後どうやった？　ちゃんとイチャイチャできた？」

　言い方よ。

「ほんまに邪魔する気はなかってんで。今のうちは完全に二人の応援ガールと化してるから、安心して」

「おう、そうか。ありがとよ」

「ででで、どどどど、どうだった？　ちゅちゅちゅ、ちゅー的なことは、ししししはったのかしらー？」

「やめろやめろ、してねーわ」

　さもいかがわしいふうに口元に手を立てて、耳に顔を寄せて来る兎和。

「お、夫婦がイチャイチャ内緒話してるぞー」

「おいおい、そーゆーことは家ですませてこいよ、夫婦ー」

　そんな僕らを見み咎とがめて、クラスメートからの野次が飛んだ。

　──夫婦。

　もちろん彼らに悪意はない。僕と兎和が幼おさな馴な染じみで一緒に暮らしていることを知っているから言うだけだ。定型文というか、挨拶代わりというか、お決まりのいつものからかいセリフ………なのだけど。

「──夫っっ！」

「──婦っっ！」

　そんな冗談が今の僕らには効いてしまう。言葉の矢がズッポリと突き刺さってしまう。

「あれ、どうした夫婦。いつもみたいに夫婦めおと漫まん才ざいやってくれよ」

「夫婦喧げん嘩かか？　さては夫婦善ぜん哉ざい用ようの夫婦茶碗、夫婦石で割っちゃったか？」

　うおー、矢の雨だ。壇だんノの浦うらぐらい降って来る。日本語ってこんなに夫婦にまつわる単語があったのか。

　大丈夫か？　そんな視線を兎和に送ると、

「はいはーい、みんな聞いて聞いてー。発表がありまーす」

　クラス一の人気者は素早く行動で返してきた。ぱんぱんと手を叩たたき、

「なんとー、相あい生おい夏なつくんに彼女ができましたー！」

　噓うそだろ、いきなり公表すんのかよ？　慌てて兎和の肩を引くが、笑顔のウィンクが返って来るばかり。どうせいつかバレるなら、『早いうちに、自分達から、爽さわやかに』ってわけか。

「お、やっとカミングアウトかー？」

「知ってた知ってたー」

「おせーよ、式はいつー？」

　クラスメートはみんな良いやつらだ。自分に恋人もいないのに祝福ムード満開で冷やかしの言葉を投げてくれる。兎和はそんな仲間に向かい、覚悟を決めるように息を吸い込むと、
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「その彼女の名前はー！」

「兎和、やっぱ僕が言うわ。三組の亀かめ島しま姫乃……さんです」

「いよっ、亀島さんやでー。はい、みんな拍手─！」




「………お、おー」




　パチ、パチ、パチパチパチパチパチパチ…………パチ？

　疑問符で終わる拍手を初めて聞いた。

　……すまん、みんな。無理させて。

　期待と異ことなっていたことは明らかだった。頭上に盛大にクエスチョンマークを浮かべながら、それでも拍手だけはくれるクラスメート達は本当に良いやつらだ。決して口には出さないが顔でわかる。一番多い疑問は、

　──誰それ？

　である。クラスとフルネームを読み上げたうえでの誰それは彼氏としてちょっと悲しいけれど、まあ無理もない。姫乃は転校生だし、無口だし。そして二番目に多い疑問は、




「え、夏って委員長と付き合ってんじゃねーの？」




　であるけど、何か口から出てきてんなあ！　デリカシーはどこいったよ。

　決して口に出してはいけないはずのセリフを軽々と口にしたのは鳩はと田だ雄ゆう一いち郎ろう、通称ぽっぽ。山や羊ぎ座ざＢ型バレー部所属。長所は細かいことを気にしないこと。

「え？　え？　もしかしてお前ら別れたん？　委員長フラれたんか？　イカちーなー！」

　短所は細かいことに気が回らないこと。

「ちょちょ。待てよ、ぽっぽ。わ、別れるとか何言ってんだよ。僕達付き合ってたことなんて一回もないし。なあ、兎和？」

「そそそそそうやでー、ななななな何を言ってんのよー。うううううううちはー、なななな夏のことなんかあっあっあっあっ………」

　うわー、死ぬ死ぬ。兎和が死ぬ。効きまくっちゃってるよ、どうしよう。

「ねえ、あたしも兎和と相生は付き合ってるって思ってたんだけど。違ったの？」

　一人が一線を越えたらもういいやという思いだろうか。さっきまで空気を読んでいた貝かい原ばら汐しお里り（獅し子し座ざＯ型ソフトボール部所属）までが真正面から疑問をぶつけてきた。

「いやだから違うって、マジで。僕達は──」

「ごめん、相生。あたし兎和に聞いてんだわ。どうなの？」

　掌てのひらでぴしゃりと僕をシャットアウトして兎和に向き合う貝原。

「え、ええ、えええー。し、しおりんまで何よ。なんでうちがこんな兄弟のなりそこないみたいなんと付き合わなあかんのよ、きしょいなあ。う、ううううちにはちゃんと好きな人がいてるねんから」

「いや、噓じゃん」

「う、噓ちゃうし！　ホンマにいっし！　も、もうかなりいい感じのとこまで攻略進んでっし！」

「誰よ、それ？」

「ええ？　それ聞く？」

「聞くでしょ。マズいの？」

「マズくはないけどー、それはー、そのー、なんやったかなー」

「今もしかして好きな人の名前思い出してる？　そんなことある？」

　やべえ、しおりん追及厳しい。心なしか、少し怒っているようにも見える。

「まままま待ってよ。だだだだだだからそれはそのー……」

「……三年の柏かしわ崎ざきさん」

「そう、三年の！　柏崎パイセンよ！」

　昇天寸前の幼馴染みに耳打ちで助け舟を出した。我ながらナイスパスだと思う。こういう時は取りあえず誰もが知るイケメン先輩の名前を挙あげていれば間違いないはずだ。

「柏崎さん、彼女いるじゃん」

　ごめん、大間違いだったわ。

「あ、ああああれ？　そそそそうやったっけ？」

「うん、女子大生の彼女。ちょっと前から付き合い出したって噂うわさになってたじゃん」

「あー、はいはい。あったなーそんな噂。聞いた聞いた」

「噂を聞いてたのに攻略中なの？　で、かなりいいとこまでいってんの？　どゆこと？」

　ああ、もう泥沼だ。すまん兎和、時間を稼かせいでくれ。今度こそ僕がナイスな言い訳を思い付くから、ほんの一瞬。

「いや、だからー、それはどういうことかと言うとー。つまりー、逆にどういうことやと思う？」

「え、あたしに聞く？」

「聞くよ。聞いたげる。なんでも言ってみ？」

「えーっと………略りやく奪だつ狙ねらってるってこと？」

「はい、正解！」

　え、正解なの？　教室が一瞬静寂に包まれて、




「マジでかああああああああ───っっ！」




　僕の恋人発表より遥かに大きな歓声が爆発した。

「マジか！　マジか！　いいんちょー！　略奪狙ってんのか？　マジいかちーわ！」

「え？　え？　マジで言ってんの、兎和？　いいの、そんなん？」

「うぇ？　いやー、ど、どどどどうなんやろー？　ええのかな？　あかんのかな？」

「いいだろ！　そんだけそいつのことが好きってことじゃん。奪っちまえよ。結婚してんじゃねーんだからさ、俺は断然いいんちょー応援するわ！　夏もそうだよな？」

「ぐぅぇ、僕？　僕が応援するのはおかしくないかな………立場上」

「なんでだよ、いいんちょーがこんなに恋してんだぞ！　幼馴染みなら応援してやれや！」

　バシッと肩を叩かれた。鳩田雄一郎の長所一つ追加………意外と熱血漢。

「うん、そうね。あたしも応援するわ。頑張れ、兎和。年増になんか負けんな！」

「そうだそうだー！　頑張れ、委員長！」

「行け行け、兎和ちゃん！　寝取ったれー！　巨乳の出番だー！」

「ＮＴＲ！　ＮＴＲ！　ＮＴＲ！　ＮＴＲ！」

　どういうコールだよ。

　さすが人気者のいいんちょーは違う。人の恋人を奪う話でここまで教室を一つにできるなんて。

　結果的に言いだしっぺという形になってしまった兎和は退ひくことかなわず、

「う、うん。わ、わかったー。うち頑張るわー、好きな人に彼女がいても絶対諦めへんからー！　絶対奪い返すからー！」

　汗をダラダラかきながら支援者達に拳こぶしを突き上げてみせるのだった。




　………僕はいったいどんな顔で兎和の寝取り宣言を聞いていればいいのだろう。





　　　　※






「ごめんごめんごめんごめん、なっちゃんごめん。あれは違うから。あの宣言はあくまであの場を乗り切るためだけのフェイクであってうちは決して………」

「わかってるわかってるって！」




　わかってるから耳打ちはやめてくれ。

　朝のＳＨＲ明け、血相を変えて飛んできた兎和を視線で制した。まったく、あんな騒ぎになったのに、まだ懲こりてないのかよ。

　あの後、教室の狂乱はＳＨＲのために担任がやって来るまで続いたのだった。ＮＴＲコールこそ担任の一いつ喝かつで収まったが、余熱はまだチラチラと燻くすぶっている。下手なことをするとまたどんな冷やかしの矢が飛んで来るかわからない。

　貝原を始めとする女子の軍団の皆様も一度は応援すると言ったものの、やはり兎和の宣言を完全には信用していないようで、僕達が接触を図はかるとチラチラと探るような視線が飛んで来た。

　あんな騒ぎはもうたくさんだ。取りあえず今日のところは余計な誤解を生まないよう、コミュニケーションは必要最小限に留とどめよう。そんな取り決めを交わして、僕達はお互いの席に分かれた。




「なっちゃん、なっちゃん」

　いや、取り決め！　必要最小限だっつってんだろ。

　一時間目終了後、早速寄って来た兎和に牽けん制せいの視線を送ると、空気を読んだ幼馴染みはごめんごめんと頭を摩さすりつついったん身を引き、




「なっちゃん、なっちゃん」

　次の休み時間にやって来た。

　そうじゃない。そうじゃないんだ、兎和。絶対にまだ早いから。女子達が全員見てるから。そんな思いを視線に乗せれば、兎和はまたぺしっとおでこを叩いて後あと退ずさり、




「なっちゃん、なっちゃん」

　次の休み時間にやって来る。取り決めとは！

「なっちゃん、なっちゃん」

「だから、取り決めぇ！」




　そんなこんなで休み時間の度に襲来する兎和を回避していたら、いつの間にか昼休みになっていた。今日の教室に長居は無用だ。鞄を引っつかみそそくさと席を立つ。

「なっちゃん、なっちゃん」

　後ろからまたぞろ誰かの声が聞こえた気がしたけれど、あくまで気がしただけなのでそのまま教室を後にした。







　学食に殺到する生徒達の流れから一人離れて渡り廊下へ出る。

　特殊教室棟へと繫つながる廊下にはひとっこ一人歩いてはいなかった。無人の渡り廊下を足早に通過して階段を下る。

　……いや、待てよ。

　気が変わって、そのまま二階のトイレに入った。尿意はないが手を洗って、口を濯すすいで、鏡に向かって髪型を直してみる。

「どうかな、今日の僕？」

　お世せ辞じにもイケメンとは言えないけれど、特別悪いってわけでもないだろう。『まあまあだよ』、そんな答えが返ってきた。

　念のため、もう一度口を濯いでから高鳴る胸を押さえてトイレを出た。

　階段を下ると、中庭に面した一階東側に目当ての家庭科室はあった。キョロキョロと辺りを気にしつつ扉に手を伸ばすと、

　──ガコン。

　と手が弾はじかれた。鍵かぎがかかっている。まだ来ていないのだろうか。珍しい。いつもなら瞬間移動でもしているのかって速さで中にいるのに。

「迎えに行ってみよっかな……」

「……まむ」

　そう思って振り返ると、レモンティーのストローを咥くわえた姫乃と目が合った。




「……入って」

「おう」

　家庭科室の扉を開くと、姫乃は定位置の窓際の椅い子すに座り、僕のために隣の椅子を引いてくれた。家庭科部の唯一の部員である姫乃は自由に鍵を持ち出せるので、休み時間は毎日ここで過ごしている。もはや家庭科室の備品のような姫乃だが、

「今日は遅かったんだな？　いつも僕より早いのに」

「……うん、ちょっと。人に捕まってた」

「へえ、珍しいね。クラスメート？」

「……さあ、知らない人」

「そんなわけないだろう。絶対向こうは知ってるつもりで話しかけてるぞ」

「……そうかな？　本当にまったく知らない人だったけど」

　ストローを齧かじりながら首を傾かしげる姫乃。人の顔を覚えない、そもそも他人自体に興味のないこの性格がある限り、コミュ障克服は難しそうだ。お気に入りの窓辺で日を浴びてレモンティーを啜すする姫乃は、光合成をする巨大な植物のように見えた。

「………何？」

「いや、別に。なんか姫乃って花みたいだなーって」

「………そういうの、止めて欲しいって言ったでしょ」

「あ、違う。今のはそんな意味じゃないから」

　恥ずかしがり屋の姫乃は僕が可愛かわいいと言うと怒る。もちろん、綺き麗れいとか素敵とか『可愛い』に準じる言葉も禁止だ。僕の彼女は禁止事項が多い。

「あ、それで朝も言ったけど姫乃の写真撮らせて欲しいって話………」

「……ダメに決まってるでしょ」

　これもダメか。彼氏なんだから彼女の写真の一枚くらい欲しいところなんだけど……。

「……手なら撮っていいよ」

　手かい。

「……右と左どっちがいい？」

　どっちでもいいわ。

「……撮ったら見せて」

　チェックする意味あるのか、これ。首を傾げつつスマホを渡すと、

「……ん」

　画面に指を滑らせる姫乃の眉まゆが微かすかに動いた。

「どうした、姫乃？」

「……ごめんなさい、夏。別の写真見ちゃった」

　そう言って姫乃が見せた画面には、兎和と母さんのツーショットがデカデカと。

「ぐぇっ、そ、それは、その………」

　兎和のやつ、今度はこんなとこから出てきやがったか。

「これ、お母さん？　魔女のカッコしてる。兎和ちゃんは……ゾンビ？」

「あ、ああ、うん。母さんの誕生パーティーの写真なんだ。昔から仮装するの好きだったらしくて……じゃあ誕生祝もコスプレしようって兎和が言い出して……」

「若いね、お母さん。それに楽しそう。夏の写真はないの？」

「え？　な、ななな、ないよ……全然」

「……あったけど」

　なんで捲めくるんだよぉー。ないって言ったのにー。

　スライドさせた指を画面の角で固定したまま、じっとスマホを見つめる姫乃。

「夏の仮装はミイラ？」

「……う、うん。一応」

「包帯はトイレットペーパー……？」

「……は、はい、そうです」

「………似合ってるね」

　怖い怖い！　なんで僕の仮装の質問ばっかりなんだよ。なんでそこしか触れないんだよ。その写真は…………僕と兎和のツーショット写真のはずなのに。

　恐る恐る、姫乃の顔を盗み見る。相変わらず能面顔で感情は何も読み取れないけれど。

「………やっぱり兎和ちゃんがいると楽しそうだね」

「ごめんなさい、今すぐ消します。メモリーカードごと消去します」

「だめよ、お母さんの思い出なんだから。残しておいて………わたしは気にしないから」

　本当かなぁ、それ。すっごい気にしてそうなんだけど。

「わたしの手だけ消しておく………そぐわないから」

　やっぱ気にしてんじゃん！　絶対気にしてんじゃんよ！　くそう、兎和のやつめ。いてもいなくても邪魔ばっかりしやがって。

「はい、消した。ごめんね、勝手に見ちゃって。その代わり………これ」

　姫乃の鞄から出てきたのはお馴染みの聴診器。いつものように吸盤側を手に取ろうとすると、

「……違う、こっち」

　姫乃は耳に入れる側を差し出してきた。

「……スマホ見ちゃったお詫わびに今日はわたしの音……聞かせてあげる」

「マジで？」

　こくりと頷く姫乃。

　驚いた。それが何のお詫びになるのかは置いといて、とにかくめっちゃ驚いた。この一年ずっと聞かせるばっかりで、姫乃の音を聞くのはこれが初めてだったから。

「……ふぅっ」

　左手でシャツの襟えりを摑つかみながら右手に摑んだチェストピースを突っ込む姫乃、ヒタリとした冷たさに肩をぶるっと震わせた。

「……はい、どうぞ」

　なんか、エロっ！　え、聞くの、僕。手も繫いだことないのに？　抱き合ったこともないのに？　何より先に心音聞き合うカップルで順番あってんのか、これ。

　色々腑ふに落ちないことは多いけれど何やら姫乃が真剣そうだったので、とりあえずＹ字形に分かれた管くだを手に取った。

「……まむっ」

　姫乃が恥ずかしそうにキュッと唇くちびるを嚙む。その瞬間を捉とらえるように聴診器を耳に差すと、




「はい、お邪魔すんでー！」




　家庭科室の扉が、どばーんと寸法一杯まで開かれる音が元気よく耳に飛び込んで来た。

「うわあっ、兎和？　お前いい加減にしろよ、こんなところまで何しに来たんだよ！」

「それはこっちのセリフなんですー！　なんでうちがこんなとこまで来なあかんのでしょうかー！」

　しかも、めっちゃキレてるし。

　なんで？　なんでこの状況で僕よりキレてんの、この人？

　ブチ切れ状態の兎和はタイルを踏み割る勢いで家庭科室に入り込んでくると、

「はい、こちらー！　必要最小限のものですー！」

　見慣れた黒い弁当包みを僕の眼前に突き出した。

「あ、あれ、この弁当箱ってもしかして………僕のやつ？」

「当たり前やろ！　なんでうちがうちのお弁当をわざわざ見せびらかしにくんねん。正真正銘、なっちゃんが家に忘れて来た弁当箱じゃ！」

「え、噓？　忘れてたっけ？」

「え、忘れてたっけ………ちゃうわ、ボケ！　ボケとったら前歯と奥歯引き抜いて入れ替えんぞ！」

「ご、ごめん。でも忘れてたんならもっと早く渡してくれたらよかったのに……」

「渡そうとしましたけどねー、何度も何度も！　その度にねー！　寄ってくんなみたいにねー！　誰かさんにメンチ切られましたんでねー！」

「おー！　あれ、そういうことだったのか」

「あっげっくっ、どっか行きよるしっ！　空からっぽの鞄持ってどっか走って行きよるし！　なんやあの背中、スタンドバイミーか！　鞄に夢だけ詰め込んどんのか！　見たことないから知らんけどっ！」

「うわー、ごめん！　マジでごめん！」

　そうか、休み時間の度にやって来ると思ったら。アレ、弁当箱を届けに来てくれてたのか。やってしまった、そりゃあブチ切れるのも無理はない。どうしよう、こうなった兎和を鎮しずめられる人間なんて恐らく地球上に一人しか存在しない。

「……あ、あの、兎和ちゃん」

「あぁ～ん、姫しゃま～～～。やっぱり可愛いねー。ごめんねぇ、お邪魔してぇ」

　その一人が、たまたま同室にいて助かった。

　兎和は僕の肩越しに姫乃を見つけると、百点満点の笑顔で手を振り、

「あれ、姫しゃまもお弁当ないやん。忘れたん？」

　目ざとく、姫乃が手ぶらで座っていることに気が付いた。

「あ……えっと、忘れたわけじゃない……けど」

「そうなん？　じゃあ、もう食べたん？　姫しゃまって早弁とかする感じの子なんや。意外ー」

「いや、そうじゃなくて……食べないから……お昼ご飯」

「は？」

　ぎらりと兎和の眼鏡めがねが光った。

　あ、マズい。これ、入っちゃったかもしれない。

「え？　え？　どーゆーこと？　食べないってどーゆーこと？　ダイエット？　せんでええよ、そんな薄いのに！」

　ああ、やっぱり。入っちゃったよ、兎和の世話焼きスイッチが。

　姫乃は極端な偏食家な上、極端な少食家だ。出会って一年程になるけれどレモンティー以外の物を口にしているところを見たことがない。本人曰いわく、基本的に一日一食で夜しか食べず、その代わり日中はずーっとレモンティーを飲んでいるのだという。

「いや、アカンアカン！　何その生活、病気になんで！」

　そして、根っからのお姉ちゃん気質である兎和がそんな壊滅的な食生活を許すはずがなかった。

「ちょっとでもいいから無理してでも食べんと！　あんた彼氏やのに何やってんのよ。ほら、どいて」

　兎和は有無を言わせず僕を押しのけると、手早く弁当箱の包みを解き、

「はい、食べて」

　戸惑う姫乃の口元に玉子焼きをずいと突き出した。

「……え？　ちょ」

「遠慮せんでええんやよ。どうせなっちゃんのやし。この百ひやく三さぶ郎ろうはかなりやるよ、めっちゃ美お味いしいから。はい、食べて。はい」

「百三郎……？　玉子焼き……え？」

「おい、兎和。無理矢理は止めろって、混乱してんじゃん」

「はい、あーん」

「………まむっ」

　あ、食べた。

「どう？　美味しいやろ？」

　兎和の顔に満面の笑みが浮かぶ。

「……うん、美味しい……すごく」

　その笑顔につられるように、姫乃はこくりと玉子焼きを飲み下した。

　えー、食べた。噓だろ、姫乃が食べたよ。すごいな、本当に物食えたんだ。ちょっとした衝撃映像なんですけど。恐るべし、兎和の世話焼きモード。

「ちょっと、なっちゃん。何、その顔。食事中におもろい顔せんといて」

「悪かったな、変な顔で。いや、驚くって。姫乃がご飯を食べるところ初めて見たよ」

「そうなんや。もしかして、うちが初めてもらっちゃった感じ？　まーねー、自信作やしねー。姫しゃまもう一個食べる？」

「う、うん………このお弁当って兎和ちゃんが作ったの？」

「せやでー。朝ご飯と昼ご飯はうちの担当です。居い候そうろうやし。気ィ遣つかってんねん」

「そう……」

　誇ほこらしげに眼鏡を指で押し上げる兎和、その横で姫乃のレモンティーがパックの中でぶくぶくと音を立てた。

　おっと………これは。今度は姫乃がマズいかもしれない。

　レモンティーは姫乃にとって猫のシッポである。全く仕事をしない表情筋に代わってシンプルに感情を表してくれる。

　レモンティーがぐいぐい減る時、姫乃は喜んでいる。パックの縁ふちを人差し指で擦する時、姫乃は何かに迷っている。そして、レモンティーがブクブクと泡を立てる時は猫がシッポを左右に振る時と同じ、すなわち姫乃は機嫌を害している。

　多分、弁当だ。

　姫乃は兎和の作る手作り弁当を気にしていらっしゃる。

　そりゃあそうだ。自分の彼氏が他の女の作る弁当を毎日のように食べているという状況が、面白いはずがない。

「あ、あのさ、でも、別に毎日ってわけじゃないよな。ほら、僕が作ろうとした時もあったじゃん？　な？」

「あー、はいはい。あったなー。それで失敗しまくって結局うちと一緒に作ることになったんよなー」

「……そう、なんだ。一緒に作った………ふーん。ぶくぶくぶくぶく」

　やばい、状況が悪化した。余計なこと喋しやべるんじゃなかった、ちくしょうめ。

「あれ以来、なっちゃん完全にお弁当作るの諦めたよな。感謝しーや。なっちゃんの体の半分くらいはうちの料理で出来てんねんで」

「……ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく」

　勘かん弁べんしてください、兎和さん！

　レモンティーが煮立ってます。感謝してますので、これ以上はもう勘弁してください。

「あ、そうや。明々後日しあさつて、おじさんもおばさんも遅いらしいからうちが晩ご飯作るけど、なっちゃん何か食べたいもんある？」

　それ今聞く必要ありますか？　今じゃないと思います！　今ここで一緒に住んでる感を強調するのは絶対に違うと思います！

　もう限界だ。早急に兎和を離脱させないと誰のためにもならない。

「と、と、兎和、そろそろ教室に帰った方がいいんじゃない？　友達も待ってるだろうしさ」

「えー、でもー。百三郎、もう一個食べてもらわんと」

「僕が食べさせる！　僕が責任もって食べさせるから！　なっ？　早く行こ」

「めっちゃ急かすやん。お腹なか空いてんねやったら、なっちゃんもお弁当食べたらええのに」

「いやいやいや、無理だから！　………姫乃の前で手作り弁当はマズいから」

「──あっ」

　言葉の後半は小声で耳打ちした。

　ようやく状況を察したのか、兎和の瞼まぶたがばちーんと大きく見開かれる。

「あ、あー！　そっかそっか！　いや、違う違う違う！　違うよ、姫しゃま。これは別に愛妻弁当とかじゃないから！　あくまで姉弟として義務的に作る………そう、愛姉弟弁当やから！」

　そして、素早く傷口を広げにかかった。

「……ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく！」

「お、おおおおい、兎和？　何言ってんだよ、ほんとにお前」

「あわわわわ、ホンマに違うから。うち料理が好きやから趣味の一環みたいな感じ？　なっちゃん一杯食べてくれるから作り甲が斐いがあるって言うか、嬉しいって言うか、食べてる顔が可愛いって言うか……」

　兎和さーん、ちょっと落ち着こうか！　いったん深呼吸しとこうか！　どさくさに紛まぎれてなんか出て来てるから。出しちゃいけない感情が出て来てるから。

「──ぶくっ」

　あ、止まった。ぶくぶく止まった。今、姫乃どうなってんの？　ヤバい、怖い、振り向けない。

「……がじがじがじがじがじがじ」

　めっちゃストロー嚙み出した！　見たことないパターン出て来たぞ。これ、どういう感情？　どうしてくれんだよ、兎和！

「じゃあ……うち帰りますー」

　ここでかよっっっっ！

　こっこっでっかっよっっ！

　待って、帰らないで、お姉ちゃん。今はだめだ。事情が変わった。こんな状態で二人にしないでくれ。

「ほ、ほなねー。百三郎だけ置いとくから。仲良く食べるんやよー。ほなねー」

　し、信じらねー、本当に帰りやがった。

　かき乱すだけかき乱して本当にお帰りになっちゃったよ、あの女。




「…………………………………」




　そして、この沈黙である。

　バッキバキに尖とがった表現力に満ちた静寂が家庭科室に満ちて行く。恐る恐る振り返ってみると、

「あ、あの、姫乃……？　と、兎和のさっきの発言についてなんだけど……」

「だ、大丈夫……がじかじ……夏のことは……ぶくぶくぶく……信じてるから……がじぶくがじぶくがじぶくがじ……」

　あー、無理してる。めっちゃめちゃ無理してるよ。

「ほんと、ごめん！　なんかもう兎和が。朝に続いて色々と」

「……夏が謝らないで。わたしは本当に大丈夫………それより、お昼休み終わっちゃうから早く食べちゃって。えっと………愛姉弟弁当だっけ？」

「げぶふっ──いや、今日はいいや、弁当。なんかお腹いっぱいだし」

「噓……ごめん。こんなこと言うつもりじゃなかったの。食べて」

「いやいやいや。これはもう、いやいやいや」

「本当に怒ってないから食べて、もったいない。本当に美味しかったから………こんなに美味しい玉子焼き初めて食べた」

　姫乃はそう言って、蓋ふたの上に残された黄金色の玉子焼きを見つめながらちゅうとストローを鳴らした。

「……すごいよね、兎和ちゃんは。明るくて人気者で可愛くて、料理もできる……一緒に暮らしてても楽しいでしょ？」

「あ？　あー、いやー、どうだろうなー。ずっといるとうるさいけどなー」

「……そう」

　どう答えていいのかわからないので正直に返答すると、姫乃は言葉を咀そ嚼しやくするような顔で僕を見つめ、

「玉子焼き……どうしよ。兎和ちゃんお箸はし持って行っちゃった……」

　またきゅっと唇を嚙みしめて百三郎に視線を戻した。

「え？　ああ、そうだな。いいよ、置いといて。僕食べるし」

「ううん、わたしが食べたい」

「そんなに気に入ったんだ」

「…………うん、まあ」

　さっと赤みの差した顔を恥ずかしそうに俯うつむける姫乃。

　別に照れることもないだろうに。よく食べる子は健康的で美しい。自分の箸で玉子焼きを摘つまみ上あげ、そのままついさっき兎和がやったように姫乃の口元へとひょいと運んだ。

「──ええっ！」

　ら、姫乃の顔の赤みが爆発した。

「どうした、姫乃？」

「ど、どうしたって………夏こそ、な、何をするの、急に」

「え？　え？　だって姫乃が食べたいって言うから……」

「……だからって、そんな形は……」

「形？」

「その……あーん、みたいなのは………無理……恥ずかしい……」

　んなバカな。ついさっきやってたじゃん、兎和と。

「……そ、それは女子同士だからであって！　………そんな……恋人みたいなことは……」

「ええっとー……あのー……僕らの関係は……そのー」

「そ、そうだけど………恋人同士だけど……うぅぅ、恥ずかしいよう」

　えー、心音は聞くくせにー。心音ＯＫのあーんＮＧとか、基準がよくわかんないんだけど。

「つーか、他に食べようがなくないか？」

「……そ、それはそうだけど」

「やっぱり食べるの止めとく？」

「ううん、食べる」

　姫乃は指の隙間から上目遣いで僕の顔を見上げると、

「………じゃあ」

　観念したようにゆっくりと手を下ろして口を開いた。

「…………………………………………」

「…………………………………………」

「…………………………………………」

「……………………………………あの」

「え？」

「……待ってるんですけど」

「おお、ごめんつい」

　つい、姫乃のあーん顔に見とれてしまった。

　こんなにぱかんと口を開けるんだな。

　なんだろう、この感じ。無防備というか、危なげというか、思わず舌の上に硬貨でも乗せたくなるというか、とにかくじっと見つめていると胸がザワザワする。

「夏？　まだ？　……恥ずかしい」

「ああ、ごめんごめん。なんか緊張しちゃって」

「やめて、なんで緊張なんか……」

　そう言って眉を顰ひそめる姫乃も多分緊張しているのだろう、唇が微かに震えている。

「てゆーか、姫乃ってアレだね、目ぇ瞑つむるんだね。あーんする時」

「……開けた方がいい？」

「どっちでもいいけど」

「じゃあ、瞑る」

「そうか。じゃあ、行くよ」

「……うん」

　バカみたいだ、どうしてこんなに手が震えてしまうのだろう。僕は大暴れする心臓の音が聞こえないよう慎重にそうっとそうっと玉子焼きを、姫乃の鼻に運んだ。

「冷たっ！」

「ごめん、手が震えすぎた！」

「もうっ。ちゃんとやって」

「ごめんごめん。やるから、ちゃんと。僕がこうするしか、食べる方法がないんだもんな」

「……そうだよ」

「わかった、任せてくれ。今度こそ」

　もちろん、食べるだけでいいのなら箸ごと渡してしまえばすむ話だ。

　それ以前にここは家庭科室なので、そこら辺の引出を引けば箸でもフォークでもスプーンでも売るほど出てくる。家庭科部の姫乃は、そんなことに気づかないほど動揺しているのだろうか。いや、それとも。

『……恋人みたい』

　姫乃が言った言葉通りのことなのだろうか。姫乃はそういうつもりで口を開いているのだろうか。

　もう一度玉子を箸で摘まみ上げた。兎和の作る玉子焼きはふるふるで柔らかくてしっとりと艶つやめいている。

「いくよ」

「……んっ」

　ふるりとした黄色い玉子焼きが、姫乃の薄い唇に触れた。

「もう少し口開いて」

「……無理」

「頑張って」

「………んんっ」

　今にも破裂しそうな顔を必死に上向ける姫乃、頰以上に赤い唇がゆっくりと開いた。
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「ごっめーん！　うちお箸持って行っちゃってたわー！」




　ついでに扉もどばーんと開いた。




「ごめんごめん、凡ミスやったー。箸なしにどうやって食べろっちゅーねんなあ？　大丈夫よ。うち、こういう時のために割り箸ごっそりストックしてるねん。よかったら一本使───わんでもいいみたいやね、これは。ホンマにやってしまいましたー、ごっめーん」

　そして一方的な関西弁をまくしたて、またどばーんと音を立てて扉は閉まる。

　衝撃で玉子焼きが床に落ちるほど強く。




　……だから。

　……声とか動きとか。

　……色々でけーんだよ、お前は。




　本当に、わざとやってんじゃないだろうな。
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　………抗議しようと思う。




　兎と和わに。正式に。

　兎和に悪意がないことはわかっている。あいつは噓うそをつくような女じゃない。僕と姫ひめ乃のの仲を応援すると言った以上、その言葉に二心はないだろうし、いい所で割り込んで来たのも本当にたまたまだったのだろう。

　そういった兎和の心根の部分を疑う気持ちは全くない。兎和には家族ぐるみで感謝しているのだ。一方的な家庭の事情による居い候そうろうを本人は申し訳なく思っているようだが、我が家は兎和が来てくれて本当に助かっている。

　毎日の朝食や弁当はもちろんのこと、持ち前の明るさと明あけ透すけさがもたらずポジティブな気分など、相あい生おい家けの生活はもはや兎和抜きには成り立たないと言っていいほどだ。

　でもだからって、酷ひどくない？

　三回だよ、三回？　三回割り込んで来たんだよ？

　正直に白状すると、僕はこの三回のどこかで………キスができると思っていた。

　いや、さすがにそれは無理か。あの鉄壁の恥ずかしがり屋に初日にそこまでの許容を求めるのは現実的じゃない。何より僕にその度胸がない。

　でもそれに準ずる何か！　生まれて初めて出来た恋人との初日を永遠に飾るにふさわしい特別な何かを僕は明確に期待していたのだ！

　しかも、イケそうだったくない？　雰囲気的にさ。結構悪くなかったくない？　それをあの野郎……。

　だからやっぱり文句言う。

　兎和にビシッと、気持ちの表明をする。二人を代表して。いいよな、言っても？　うん、いい。僕彼氏だし。法的根拠は充分にある。よし、言おう。

　てな感じで、午後一杯検討に検討を重ねた結果、僕は兎和にクレームを入れる事に決めた。

　て、なげーわ。考えるの。

　もう授業どころか掃除時間も終わっている。

　だめだな。やっぱり、今日の僕は兎和に気を遣つかいすぎている。昨日までだったら文句なんて気になった瞬間にいくらでも言えていたのに。

　よくないぞ。こんな気遣いは兎和だって望んでいないに違いない。リセットだ。気持ちをリセットしなくては。

　兎和は家族！　兎和は兄弟！　なにも気を遣う必要なんてないんだよ！

「そうだよな、ぽっぽ！」

「そうだぞ！」

「ありがとう！」

　さすがぽっぽ。質問も聞かずにここまで強い返事ができるなんてただ者じゃない。頼もしい掃除仲間と下駄箱で別れ、昇降口を出た。




　早朝に姫乃と二人で歩いた道を一人で逆戻って家に帰る。

　部活に所属していない兎和は生徒会の用事がない日は大抵寄り道をせずに真まっ直すぐ帰る。今なら家にいるはずだ。言ってしまおう、この勢いで。

「ただいまっ！」

　沓脱たたきに兎和の靴を確認して階段を上る。兎和の部屋は二階の奥、一年前まで親父おやじの書斎（実質物置）として使われていた洋間に足音も高らかに突進した。

　ノックなどいらない。兎和だって二度も不意打ちで僕と姫乃の愛の巣（家庭科室）に飛び込んで来たのだから。何より兎和は兄弟だから。家族が家族の部屋に入るのになんの遠慮がいるもんか。

「兎和、いるか！」

　そう叫んで引きちぎる勢いで扉を開くと、




「………え」




　下着姿の兎和と目が合った。

「あ………」

　なるほど、着替え中だったか。

　なるほどなるほど。学校から帰ったらな、着替えるわな。制服から部屋着に。そりゃあ、そうだ。わかるわかる。

「兎和よ」

「……はい」

「やっぱいるな……………………ノックは」

「同感じゃ、ボケぇ！」




　硬直の切れた兎和から、皮膚がちぎれ飛ぶような大だい喝かつが飛んで来た。
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　　　　※






　………抗議ができなくなってしまった。




　どうしよう。むしろ抗議を受ける側になってしまった。全力を出されれば、逮捕まで行かれてしまうかもしれない。

「どちくしょう！」

　ベッドの中で悶もん絶ぜつした。悔くやしいのは文句を言えなかったからだけじゃない。何度頭を搔かき毟むしってみてもあの光景が瞼まぶたに焼き付いて剝はがれないからだ。

　兎和はやっぱり女だった。それはもう、どうしようもないくらいに女だった。物心ついて以来の付き合いだ。幼い頃は裸を見たことだって何度もある。それでも下着姿を目撃したのはこれが初めてだった。

　なんてことだ。全裸より薄布一枚纏まとった姿の方に女を感じてしまうなんて。ああ、胸の内側がゾワゾワする。もう嫌だよ、この感覚。僕はいつまでこの感覚と闘わなくてはいけないんだ。

「なっちゃん」

「はい、すいませんしたあ！」

　突然扉の外から話しかけられ、反射的に敬語の謝罪が飛び出した。

「覗のぞきぶっかましといて被害者ヅラとかマジ舐なめてました！　マジすんません！　忘れますから！　白の下着のことはマジ忘れますから許してください！」

「し、下着？　あ、ああ、それはもうええよ。よくはないけど、まあええよ」

「ほんと、ほんっっとすまんせんした！　白地に赤のラインがアクセントになったレースとリボンのふわふわ下着のことはマジ忘れますからすんません！」

「よう見とんなあ、おい！　忘れる気あるんか。もういいから。それより………うちこそごめんな」

「え、なんで兎和が謝んの？」

　土下座の姿勢を少し崩し、ちらりと扉を見上げてみる。

「なんでって、それは、その………取りあえず、入ってもいいかな？」

「ああ、いいけど」

　特に断る理由もないのでそう言うと、

「……お邪魔します」

　恐る恐るというふうに兎和が半身で部屋に滑り込んで来た。




「え、なんでなっちゃんベッドで正座してんの？」

「いや、なんとなく………」

「ほな、うちも」

　いや、なんでだよ。茶室に入る茶人のように、正座の姿勢で布団の上をにじり寄って来る兎和。なんだ、この構図は。ベッドの上で正座で向き合う幼おさな馴な染じみ。僕は制服、兎和はいつもの部屋着。目を瞑つむったって思い出せる上下グレーのスエット姿だ。まあ、今目を瞑ると出てくるのは下着姿なんだけど。

「ねえ、なっちゃん………」

「はい！　すいません！　思い出してなんかいません、白の下着の方は全然！」

「もうええってその話は！　それより、今日はうちもごめんね。その……色々邪魔しちゃって」

「おお、邪魔っていう感覚はあったんだ」

「……怒ってる？」

　やっぱり兎和も兎和なりに気になってはいたようだ。上目遣いで額ひたいと眼鏡めがねの間から僕の目を覗き込んでくる。この眼をされると僕は弱い。これは兎和が心底反省している時の顔だからだ。

「いや………怒ってはいないけど」

　着替えを覗いた罪悪感も手伝って、ついついそんな答えが出てしまう。

「ほんまに？　ほんまに？」

「ほんとだって。怒ってないよ、全然」

　全然怒ってないし、全然気にしてないし、抗議をする気も全然ない。

「全然は噓やろ」

「よくわかるな」

「ごめんごめんごめんごめん！」

「いや、そこまで謝らなくてもいいよ。兎和に悪気がないのはわかってるしさ」

「そうなんです！　悪気はないんです。その一点だけでも信じてもらえたらと思います」

「信じてるって。後あの、僕のこと吹っ切ったっていうのもさ、ちゃんと信じてるから、それも──」

「あ、そっちの方については、まだ大丈夫です」

「……は？　大丈夫？」

「あ、あの今日お部屋にお邪魔したのはですね、実はそのことについてなんですよ……」

　兎和はそこで一端視線を外すと、唇をツンと突き出すようにして歯を嚙みしめた。

　この顔も知っている。

　これは兎和が何か言いにくいことを口にしようとしている時の顔だ。兎和は膝ひざに乗せた拳こぶしでしばしごしごしと太ふと腿ももを擦ると、




「やっぱり………無理でした」




　赤い顔を俯うつむけたままそう言った。

「え……？　無理っていうのは……え？」

「今もやっぱり………めちゃくちゃ好きです」

「うぉぉい！　お前何言い出してんだ、今さら！」

「しゃーないやんかっっ！　そんなもんっっ！」

　ええー、怒られたー。僕より強くー。

「好きなもんは好きやねんもん！　めちゃくちゃ大好きやねんもん！」

　怒りながら告られたー。なにこの新しいタイプの逆ギレ。

「うちかてびっくりしてんねん！　うちってもっとサバサバした女やと思ってたのに、こんなんなってまうなんて。あー、どうしよう、めっちゃ好き！　なんやったら告る前よりめっちゃ好き。ああー、好きぃー。さっきも怒ってたのにいいよって言ってくれたー。優しー。好きー」

「ちょ、ちょっと落ち着け、兎和。下に親いるんだぞ」

「イタタタタ、好きすぎて足つった」

　どういう体してるんだよ。

「イタイイタイ、ちょっと待って、なっちゃん。落ち着いて！　大きな声出さないで！　あんまいっぱい言わんとって！」

「全部お前の話だろ。足かせよ」

「え、なに？　やだ、なんで足触るの？　イタイイタイ、やんやん、足開かないで」

「いいからじっとしてろ」

　こむら返りの対処を知らない者は意外に多い。僕は悶もん絶ぜつする兎和の足を摑つかむとスエットの裾すそをシャッと膝まで押し上げた。

「ふぃっ……」

「変な声だすなよ」

　そのまま爪つま先さきを握り体重をかけて押し込んでいく。

「ふぇぇ……ううっ…うっ……痛い」

「すぐ終わるから我慢しろ。もっと押し込むぞ」

「あうぅぅ」

「まだ痛いか？」

「……恥ずかしい」

「赤くなるなよ、こんな時に」

「しゃーないやん。なっちゃんも大好きな人にベッドでのしかかられて素足まさぐられてみーや。絶対赤くなるもん」

「のしかかるとか言うな！　まさぐるとか言うな！」

　あと大好きとかもっ！　言うんじゃないよっっ！

　このまま二人して赤面していたら目も当てられない。雑念を排して医療行為として兎和の足を押す。兎和の白くて細くて引き締まった足を摑み、痛みに汗ばんだ小さな足の裏を握る………確かに素足をムキ出しにする必要は全然なかったかもしれないな。なんでこんなことしちゃったんだろう。だからって、今さら戻すのも意識してるみたいで恥ずかしいし………。

「あの、なっちゃん」

「な、なに？　なんも考えてないぞ、別に。これは医療行為だし」

「……もうええよ。痛くなくなったから」

「お、おう、そうか。わかった」

　手を離すと、兎和はすぐさま裾を直した。そして、思い出したようにふくらはぎを摩さすって僕を見る。

「ありがとうね。ちょっと痛かったけど………なっちゃんが必死になって、してくれたから……嬉うれしかったで」

　なんだよ、その言葉のチョイスは。ベッドの上で変なこと言うんじゃないよ。

「なっちゃん……シャワー浴びてくる？」

　はい、アウトー！　はい、ふざけたー。確信犯の証拠捕まえましたー。叩たたきまーす。

「ち、ちが、変な意味じゃなくて！　その、手を洗って欲しいの！　すぐに！」

「手……？」

「あ、だめ！　ぜ、絶対、その手………かがんといてや」

「かぐかあ！　お前、めちゃめちゃアホなのか！　もう帰れよ」

「ああ、待って、怒らんといて。ちゃうねん、まだ話は終わってないから！　てゆーか、こっちが本題やから！」

「引っ張んなって、また足つるぞ」

「うちなうちな、何か色々言っちゃったけど、二人の仲を応援するって気持ちはホンマやから！　それだけは信じて欲しいねん！」

　無茶を言うな。

「いや、マジで！　これはもうガチ中のガチやから！　うちなっちゃんのこと好きやけど、姫しゃまのことも好きやねん。知ってるやろ？」

「ああ、それはまあ……」

　小さい頃からアイドル好きだった兎和は、今でも可愛かわいい女子に目がない。学校にも何人かのお気に入りがいて、中でも姫乃はその筆頭に位置しているらしいが。

「うちな、考えてん。好きななっちゃんと好きな姫しゃま。好きな二人がくっついてくれるならそれが一番ええのかなって」

　右の人差し指と左の人差し指、それぞれピンと立て、バッテンのようにくっつけてみせる兎和。

「いや、まあよくはないねんで。全然嫌やねんけど。でも、イヤ界の中では一番いい結末かなって思う。姫しゃまがしょーもないチャラ男に喰くわれたり、なっちゃんがあざとい女子アナみたいな女に喰われたりするよりは、大好きな二人が純愛でくっついてくれるのが一番いい」

「兎和……」

　イヤ界ってなんだ。

「だからうちは二人のことはちゃんと応援したいねん。全力応援ガール！　それだけは本気やから。ね？」

　くっつけた人差し指をＷピースに変えて兎和は笑った。

　お前はどうして、そんな笑顔ができるんだ。何の屈くつ託たくもない向日葵ひまわりのような笑顔。言ってることは一見辻つじ褄つまが合っているように思えるけれど。でもそれって、言い換えれば大好きな人を二人同時に失っていることにはならないのか。

「なっちゃんを好きな気持ちもさ、二人を応援してる内にまた徐々に家族愛っていうか友情っていうか、そういうのにシフトして行けると思う。幾いく星せい霜そうの時を経へて」

「何年のスパンで計画立ててんだよ」

「えへへへ。急には無理やと思う。でも、うち頑張るから。そこはなっちゃんも協力っていうか、我慢してくれへん？　うち今んとこまだまだメロメロやから急に変なこと言い出すかもしれんけど、そこは怒らずにまた発作が出たなーくらいで、温かい目でスルーして欲しいと思います。ええかな？」

「さっきのこむら返りの時みたいに？」

「そうそう」

「………わかった」

「ありがとう。なっちゃんならそう言ってくれると思ってた」

　それ以外、どういう返事が出来ただろう。

　兎和も兎和なりに苦しんで出した結論なのだから。やはり壊れた水槽はもう元には戻らない。それならば新しい水槽を作るしかない。新しい環境、新しい水圧に適した水槽を一から慎重に構築する以外にない。

「よし、ほな無事和解ということで、仲直りの握手………は、せん方がええか？」

「うん、しない方がいい」

　そう。あくまで慎重に。

「じゃあ、早速で悪いんやけどね、なっちゃん」

　兎和は別段気を悪くした様子もなく、出しかけた手を引っ込めると、再びベッドの上で正座の姿勢を取り直し、

「……協力して欲しいことがあるんやけど」




　急に真ま面じ目めな顔でそう言った。





　　　　※






　くどいようだが、僕と兎和は幼馴染みのお隣さんだ。

　母親二人の異常に発達したコミュ力のおかげで、僕らの両親は僕らが生まれる前からお互い家の浄水器のフィルターのストックの位置を把は握あくし合うぐらいに濃密な交流を作り上げていた。

　それこそ父親や母親、家の壁や風呂釜と同レベルの当たり前さで、僕の生活の中に兎和はいた。多分兎和にとっても同じだろう。だからこそ高校生の娘を三年間預あずけるなんていう、傍はたから見ればめちゃくちゃなレンタル移籍もすんなり成立してしまうのだ。

　しかし、親密であるが故ゆえの弊害ももちろんある。兎和にとって僕の両親は第二の親も同然、だからこそ踏み込まれたくない一線がある。「クラスメートっていう距離感だからこそ言えることってあるでしょ？」兎和は深刻な顔でそう言った。よくわかる。母親は太陽だ。暖かく滋養に満ちているけれど、直接触れば手が燃える。そういうことだろう。

　以上を一言で要約すると、「親バレはキツイ」ということだ。




「いや、これだけはありえへんからマジで。マジで！　マっジっでっっ！」

　ベッドの上で兎和は火の出るような勢いで布団を叩いた。

「こんなんバレたら地獄でしかないから。一生秘密にしたいねん。一生協力して。お願い、なっちゃん」

「わかった、まかせとけ」

「おお、頼もしいやん」

　当たり前だ。恥ずかしいのは僕だって一緒なんだ。

　親に彼女バレすることですら恥ずかしすぎるのに、その上どの面つら提さげて一つ屋根の下に住む姉同然の幼馴染みにプロポーズされましたなんて言えるだろうか。

　ここは姫乃の存在も含めて、断固死守だ。命を賭としても守り抜かねばならない絶対防衛ライン、一切の協力を惜おしむつもりはない。

　だけど。

「協力って具体的になにすりゃいいんだろう」

「そこなんよ。ユッコさんやたら勘かんいいやんか。変な噓ついたら即バレすると思うねん」

　確かに、うちの母は無駄に勘がいいし、無駄に察しがいい。人間としては美徳だが息子にすれば脅威でしかない。

「だから、なっちゃんは変に喋しやべらん方がいいと思う。なっちゃん、噓ヘタやし。喋ったら絶対ボロが出るわ。今日はなんか眠いわーとか言って無口路線で行くべきやと思う」

「ふんふん、無口か。それならできそうだ」

「少なくとも自分からは絶対恋愛関係の話はしないこと。もし、会話の流れで恋愛の話になりそうになったら、うちが全力で切り替えるから」

「どうやって？」

「料理よ、料理。うわー、ユッコさんこの煮物めっちゃ美お味いしいですー。どうやって作ったん？　これでばっちり。これで落ちない料理好きはいないから。すぐに料理トークに突入するから。後は適当に誤魔化して今日はなんとか乗り切れると思う」

「……なるほど」

　隙がない。さすが陽キャ日本代表、トークスキルの高さは恐ろしいほどだ。

「わかった、それで行こう。頼りにしてるぞ、相棒」

「なっちゃんもね」

　揺るぎないパートナーシップを視線で確認し合い、僕達は各おの々おのの部屋に別れた。




　このまま自室に待機して夕飯を待つことになる。

　僕の両親は職場結婚なので二人一緒に会社に出掛けて二人一緒に帰って来る。

　勤務時間は時差出勤を利用して早朝六時から十五時、ゆえに朝に顔を合わせることは殆ほとんどないが、夕食は大抵四人で囲む。

　つまりここがファーストステージ。まずはここを乗り切るんだ。

「兎和ー、夏なつー。ご飯よー」

　来た。ゴングだ。二人同時に廊下に出た。

　アイコンタクト、兎和の顔はもう仕上がっている。ファイターの顔だ。たとえどんなにパンチを受けようと決してタオルを投げることはない歴戦のチャンピオン。

　それは僕だって同じこと。見ていてくれよ、相棒。『今日なんか眠いんだよなー』、お前のくれたこの最強の盾で鉄壁の無口を貫つらぬいてみせる。

　マグマのような闘志と鋼はがねの意志を内に秘め、僕達は本日のリングであるところのリビングルームの扉を開いた。




「夏、あんた彼女できたんだって？」




　死んだぁぁああああああああああああああ───！

　開始一秒でもう死んだぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　小手先の作戦を根こそぎブッ飛ばす母上のオープニングパンチによって、僕はリングに足を着ける間もなく場外まで吹っ飛ばされるのであった。

「誰？　誰？　誰？　誰？　どんな子？　可愛いの？　教えなさいよ」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って、母さん。な、な、なんでそれ知ってんの？」

「ママ友からラインが回って来た。修学旅行中に告られたってマジ？　女に告らせるとかマジないんだけど。誰？　どこの子よ？　同じクラス？」

「い、いや、その……あー、眠い！　眠いわー。何か今日異常に眠いわー」

「あ、続報来た。亀かめ島しま……ヒメノって読むの、これ？　ああ、あの三丁目のおっきい家の子かあ。やっべ逆タマじゃん、可愛いの？」

「あー！　眠い！　眠すぎる！　喋るのも辛つらいよ、母さん！」

「お、画像も回って来た。うーわー、めっちゃ可愛い！　清せい楚そオブ清楚！　美女オブ美女！　よくやった！」

　強すぎるだろ、この人！

　なんで、のっけから住所氏名顔写真まで握られてんだ。ボッコボコだよ！　開始五秒で血祭だよ！

　舐めていた。コミュ力モンスターの情報力と現代の通信網を。

「で、キスはもうしたの？　してないかー。ヘタレだもんな、あんた。せいぜい一緒に学校行って、手ぇ繫つないで、お弁当あーんしてあげるくらいが関の山かあ。可愛いねぇ」

　助けてー、お姉ちゃん助けてー！　この人、めっちゃ的確にイジってくるよー。

　切り替えを、会話の切り替えを至急願いますー！

「あ、あの、ユッコさん！　今日のご飯って──」

「ああ、そうなの。面倒くさくてさあ、出前にしたわ。気になってたカレー屋の」

　はい、終ー了ー。万ばん策さく尽つきるー。

　せっかくの兎和の作戦も母さんのズボラによって出す前に潰された。

　なんだ、この無敵の人。スタートから大暴れじゃないか。もうどうすればいいんだ、これ。

「よし、じゃあ話はご飯食べながらにしよっか。はい、お父さんも夏も座って。あれ、どうしたの、兎和？　顔色悪いじゃん」

「あ、え、あ……はい」

　何よりマズいのは、兎和に効いちゃってるっていうことだ。会話の流れを主導して臨機応変に立ち回るはずの司令塔が、地味にダメージを負ってしまっている。頑張ってくれ、兎和。お前だけが頼りなんだ、まだ死ぬな。

「あ、わかったぞー。さては兎和、夏に彼女ができてショックを受けてるなー？」

「げぶはぁっ！」

　あー、死んだー！　兎和も死んだー！

「図星かー。あははは、心配しなくて大丈夫よー。兎和も可愛いんだから、すぐに彼氏くらいできるって。まあ、夏に先越されたのはショックだろうけどさー」

　いや、耐えた！　ギリギリ耐えた！

　大丈夫だぞ、兎和。気を確かに持て。まだ僕にフラれたことまではバレてない。まだ行ける。まだ立てるぞ、兎和！

「あは……あははは。そう、やんねー。うちもはよ彼氏欲しいわー」

　ギリギリ致命傷を避けた兎和は、なんとか苦笑いで母さんの言葉をかわす。

「おいおい、変なこと言うなよ、ユッコ。兎和ちゃんに変な虫でも付いたら、貴たか志し達に申し訳が立たんだろ」

「だ、大丈夫ですよ、おじさん。うちのオトンもオカンもそんなタイプちゃいますし。む、むしろはよ男作って出て行ってくれって思ってますわー。そう言えば最近、パパと連絡取りはりました？」

「メールでね。なんかフランスの方で変な病気流は行やって大変だって言ってたな」

「あー、そうですかー。怖いですねー、病気ー。手洗いうがいが一番らしいですよー」

　おお、持ち直した。さり気なく父さんに健康の話題をふることで紙一重で死地から脱出した。すげえぞ、兎和。

「で、兎和は好き男子とかいないのー？」

　流れ無視か！

　母さん、頼む。これ以上は本当に兎和が死ぬから止めてくれ。

「どうなのどうなのー？　いるんでしょー？　若いんだから好きな人の一人や二人」

「ちょ、ちょっと！　二人なんかいるわけないですやん！」

「じゃあ、一人はいるんだー？」

　もう手玉だよ。ＦＢＩかなんかなの、この人？　芋いも掘ほるくらいにボロボロ兎和から情報引き出してくるんですけど。

「そうかー、やっぱりいるかあー。いいじゃんいいじゃん。女は恋しないとね。で？　どうなの？　その子はイケメンなの？　いや、ないか。あんたブス専だもんね」

「ブ、ブスじゃないです！　そりゃあ一般的には普通かもやけど、うちから見たら、めっちゃカッコいい……よ？」

　こっち見んな！　バレるバレる。なんだ、その蕩とろけた顔は。

　ヤバいぞ、兎和の判断力はもう死んでいる。母さんにぐらんぐらんに揺さぶられてフィルターぶっ壊れの思考状態でガバガバ本音が漏れ出ている。ここは僕が何とかしないと。

「母さん、そんな下らない話より政治の話しよう！　十代の政治の怒りを聞いてくれ！」

「市民税払ってから言え。で？　で？　兎和はそのイケメンくんのどこが好きなの？」

　ノールックで踏み潰された。強すぎる、このオカン。誰か、このモンスターを止められる勇者はいないのか。

「おいおい、ユッコ。あんまり兎和ちゃんを冷やかしてやるなよ。プライバシーってもんがあるんだから。それより早くメシにしよう」

　おお、父さん！　あなたがいたか、村一番の世帯主様！　言ってやってください。このプライバシーのプの字も知らないセクハラおばさんを黙らせてやってください。

「うっさいなぁ、男はメシメシって。先に食べたらいいじゃん。はい、ビール」

「お、ありがと。じゃあ、食おうか、夏」

　撤退早っ！　チョロいな、父さん。マジでメシ食いたかっただけじゃないか。

「ささ、女子はメシより恋こい話ばなね。で？　で？　どこが好きなのー？　兎和に相応ふさわしい男かどうかあたしが判断してあげるわ」

「い、いやでも……やっぱり、そこは……」

「今さら照れるとかないんだわ。それはないねー。白状するまで朝までだっておっぱい揉もんじゃうよ。はい、言え！　言えー！　こらー！　生意気な乳ー！」

　か、母さん……ちょっと、母さん……食卓で何を見せられてるんですか、母さん……。

「やめて、やめてぇ！　言いますから！　言いますから手ぇ放して」

「だめよ。この手はこのままおっぱいに添えておく。抑止力として。噓をついていると判断した瞬間にこの手は爆裂に稼働すると思いなさい。モミモミモミ」

「もう動いてますってぇ！」

　ほんと母さん、マジで母さん……なんでメシ食えるんだよ、父さん……。

「はい、じゃあ行ってみよう！　質問その一、兎和の好き好きポイントはぁー？」

「え、その二もあるんですか？」

「早く言え、モミモミモミ」

「ぐぅぇぇ。そ、そうですね……や、やっぱり……」

「やっぱりぃ？」

「………優しいとこ？」

　カレー吐くわ。

　やめろ、兎和。冷静になれ。今すごいことを言ってるぞ、お前は。

「でたー、優しいとこー！　いいねー、超重要。基本にして至高。やっぱ男は優しくないと生きる価値ない。それからそれから？　あとはどこが好きぃ？　モミモミモミ」

「ふぃぃ……ううう、その、えっと、なんにでも一生懸命なところが見てて……きゅんと来ちゃう？」

「一生懸命男子！　いいねー、すごくいい。もうあたしも好きだわ、その子。超タイプ」

　キツイキツイ。マジでキツイって、これ。

　もう止めてくれ。内臓が死ぬ、ゾワゾワ死する。なんなんだ、この人類史上かつてない拷問は。

「そ、それからちょっとだけ、ちょっとだけですよ？　意い地じっ張ぱりなとこも……可愛いなって思います……よ？」

　だからこっち見んじゃねえって！

「わーかーるー！　意地張り系な？　そーゆーとこにキュンと来ちゃうよね、女子ってやっぱ？　なにその子。お父さんそっくりじゃん。あたしが学生だったら絶対行ってるわ。じゃあ最後最後！　その子のぉ、胸キュンエピソードいってみよう！　最新の！」

「む、胸キュン？　それは別に………あ」

「はい、あるねー。今あったね、心当たりが。それいってみよう。こら、夏！　下見てないでちゃんと聞いてあげなさい！」

「い、いや、そんな大した話やないんですよ。ただうちが足つった時にぃ……す、すぐやって来てくれてぇ、すごく間近でぇ、一生懸命治してくれてぇ………嬉しかったな………っていう……」

「エッロっ！　最高かよ。いつ？　いつの話？」

「……今日」

「ホヤホヤ！　ホヤのホヤ頂いちゃいました！　おっぱいホヤホヤホヤホヤ」

「ぐぅぅぁ、やめてぇぇぇ」

「なによ、もう。心配したけど順調に攻略進んでんじゃん。よし、もう付き合っちゃえ。それはもう付き合うべきだ。あたしが許す」

「はあ、それはどうも。心強いです……」

「うひひひー。顔真っ赤にしちゃって可愛いねー、兎和ってば。って聞いてんの、夏。こら、夏！　あれ、なにあんた？　なんであんたまで……………顔赤くなってんの？」




　なるわっっっ！

　なぁぁ──るぅぅ──わぁぁ──っっ！

　何をっっ！　聞かされてるんだっっ！　僕は──っっ！




　地獄だ。ここはもう新しくできた九つ目の地獄だ。ゾワゾワ地獄。内臓の内側を無限にゾワゾワさせられる新地獄だ。ちなみに鬼は母さんだ。こんな地獄でメシなんか喰えるか。脱出だ。早くここから逃げ出さなくては。そんな思いでカレーを思い切りかきこんだら、

「じゃあ、最後の最後にもう一つ！　兎和がその子とぉ、ちゅーしたい場所はどこ？」




「もう、無理ぃぃぃぃぃぃぃ！」




　僕より先に兎和の方が逃げ出した。

「あ、逃げちゃった。ちょっとやりすぎちゃったかなー」

　ちょっとじゃない。絶対にちょっとではない。あとベロとか出さないで、キツイから。

「いやー、でも久しぶりに恋話できて楽しかったなー。お父さん、ちゅーして」

「はいよ」

　もうやだ、この人達。

　一刻も早く地獄を脱するべく、僕は猛然とカレーをかきこむのだった。





　　　　※






「────ああ、疲れた」




　無意識にそう呟つぶやいていた。

　僕の部屋の窓辺である。現在時刻は………もう十一時かよ。

　酷ひどい目にあった。

　あの後、標的を切り替えた母の追撃に滅多打ちにされながらなんとか夕飯を終え、部屋でふて寝する兎和に食事を届け、風呂に入ってしばし放心していたら、いつの間にか真夜中になっていた。

　学校は学校で大変だったけど、家も家でたいがいだ。彼女が出来たら苦労するなんて話はよく聞くが、まさかこれほどまでとは思わなかった。

　しかも、ただただ大変なだけで実りは少ない。

　てゆーか、今日一日、僕と姫乃なにしたよ？　一緒に通学して一緒に昼休み過ごして、それで終わり？　平日じゃん。先週までの平日と何一つ変わんないじゃん。せいぜい、手つなぎ未み遂すいとあーん未遂があっただけ。それもこれも全部兎和のせい………………じゃあないんだろうな。

　むしろ兎和のおかげというべきか。あいつがいなければ未遂事件すら起きておらず、僕が一人で姫乃を怒らせただけの一日だったことだろう。

　やっぱり兎和はすごい。

　誰にも心を開かない姫乃とぎこちないながらも会話をし、感情を引き出し、食事までとらせてしまうなんて。

　いっそのこと兎和が姫乃と付き合えばいいんじゃないか？

　なんて。屈くつ折せつしたことを考えてしまう辺り、僕の精神は相当消耗しているようだ。

　ポケットからスマートフォンを取り出した。

　無性に姫乃の声が聞きたかった。最後にもう一度、姫乃と繫がっていたかった。でもダメだ。姫乃は電話が嫌いだから。これ以上姫乃を怒らせたくない。




「──お月様、あなたはどうしてそんなに綺き麗れいなんですか？」

　だから僕は月に向かって呟いた。

　綺麗で、静かで、超然と夜空に浮かんでいるどこか姫乃に似た月に。

「──お月様、なんで家でこんな気苦労を感じなくちゃいけないんですか？」

　月は何も答えない。ただ叢むら雲くもに透すけながら輝いているだけだ。

「──お月様、昨日までの平穏を返してください」

　やっぱり月は答えない。答えないから、

「……ごめんなさい」

　代わりに隣室の住人が返事をくれた。




「うわぁっ、兎和ぁ！」

　隣の部屋の窓に兎和がいた。

　僕と同じスタイルで窓枠に肘ひじをかけながら、夜風に体を晒さらしていた。

　風呂上がりなんだろうか。眼鏡を外して頭にぐるりとタオルを巻いた兎和は、なぜか少し大人びて見えた。

「今晩は、なっちゃん」

「おう、今晩は───じゃねえわ、びっくりしたなあ。いつからそこにいたんだよ？」

「……さあ、二時間くらい前？」

　そっちが先客だったんか。

「風邪引くぞ。風呂上がりに」

「…………………はあ」

「なんだよ」

「やっぱり、なっちゃんは優しいね。びっくりしたのに、すぐにうちの心配してくれる。だから好き」

「やめろって」

「ぐぅあっ、さっきユッコさんに抉えぐられた傷が痛む……」

　何をやってんだ、こいつは。

「もういいから窓閉めろよ。ホントに風邪引くぞ」

「うん、閉める」

「………………」

「………………はあ」

「閉めろって」

「ホンマにごめんね、なっちゃん。うちが告白しちゃったばっかりに、余計な苦労を」

「そんなこと───」

　思ってないよとはさすがに言えなかった。独ひとり言ごとを全部聞かれていたのだから。

「あーあ、ホンマなんで告っちゃったんやろ。百、断られるってわかってたのに。アホやなー、うち。もう死にたい」

　タオルでグルグル巻きになった頭をポンポンと掌てのひらで叩く兎和。

「もういいから窓閉めろって」

「ええやんか、ほっといてよ。うちは風邪を引いて死ぬのです。なっちゃんも邪魔な女がいなくなる方がええんでしょ」

　拗すねたように唇を尖とがらせて兎和は視線を空に逃がした。兎和の家の桜の木が、風に吹かれてざわりと鳴った。

「……なあ、兎和」

「ん？」

「僕はさあ、兎和のこと本当に家族としか思えないんだよ。付き合うことなんて永遠にありえないし、たとえ人類が僕達二人になっても子孫を残そうなんて微み塵じんも思えない」

「う、うん。え、なに、この唐突な死し体たい蹴げりタイム。もしかして窓から飛び降りろって言ってる？」

「でもさ、嬉しくはあったから」

「え？」

　パッと兎和の目が見開かれた。コンマ数秒僕達は見つめ合う。眼鏡を外した兎和の瞳ひとみは月の光を跳ね返し、この世の物とは思えない不思議な色を放っていた。

「僕は兎和のことは好きなんだよ、人間としてな。尊敬してるし、いいヤツだと思ってる。だからそんなヤツに好きって言われて、驚いたけど………嫌ではなかったから」

「なっちゃん……」

「そんだけ。もう窓閉めろ、マジで風邪引くぞ」

「………ありがと、嬉しい」

　そう言って兎和は笑った。瞳に宿った月の欠片かけらがパッと散る。

　こんなことを言って本当に良かったのだろうか。あるいはこの発言は、後々兎和を苦しめることになるのかもしれない。それでも僕は兎和に笑って欲しかった。たとえ冗談でも、死ぬなんて悲しいことは言って欲しくなかった。

「ねえ、なっちゃん。あれ覚えてる？」

　まだまだ窓を閉める気のない兎和が、自宅の庭を指して言う。

「ん？　桜か」

「そうそう、あの桜んとこでよく遊んだよね、小さい時」

「ああ、そうだな」

「それでさ……ぐふっ、くぷぷぷ」

「なんだよ、急に」

「いや、ほら、なっちゃん……ふひひひ……あ、あの木の下でさ、うちにプロポーズしたことあったやん、ネタで……ぐぷぷぷ」

「はあ？　なんだよ、それ。知らねーって」

　脈絡もなく何を言い出すんだ、こいつは。

「噓ぉ、あったって。小１のエイプリルフールにさ、うち騙だまそうとしてプロポーズして来たやん」

「知らん知らん」

　マジで知らん。

「えー、ホンマに覚えてないん？　ほら、なっちゃん、おじさんのスーツ着てさぁ、庭の花まで摘つんでさぁ……あははは、あれマジ爆笑やってんけど。マジで覚えてないん？」

「覚えてねーし、やってねーよ」

「マジかー。覚えてろやー。記憶どうなってんねん」

「お前こそ、記憶ねつ造すんじゃねえ」

「ねつ造ちゃうし。そっかー、覚えてないんかー。でも、あん時プロポーズ受けてたらワンチャン今頃付き合えてたんかもしれんなー。ぶっちゃけあん時くらいからなっちゃんのこと好きやったし。でも、ネタのクオリティが高すぎておもろいが勝ってもうたんよなー。惜しいことしたー。ネタに乗っかって押し切ったったらよかったわー」

「もういいって。そんなネタマジで知らねーし」

　仮にあったとしても、今言うことか。

「あははは、そっかあ──はっくしゅ。ああ、ヤバい。マジで寒くなってきた」

「もう終わりにしよう。本当に風邪引くわ。温かくして寝るんだぞ」
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「はーい、思い出したらもっかいしてよ、あのプロポーズ。今度は動画に撮っとくから」

「絶対やるか、バカ」

　手を振る兎和に毒づいて、僕は窓を閉めてカーテンも閉じた。




「………はあ。まったく、あいつは」

　溜ため息いきと共に部屋の明かりを落とした。

　スマートフォンをベッドに放って、僕も上から寝転がる。

　本当にあいつは、どういう記憶の錯さく乱らんの仕方をしてるんだろう。よりによって僕がふざけて兎和にプロポーズをしただって？

「ありえねーわ、そんなこと」

　独り言が瞬時にして闇やみに溶けた。

　薄い壁の向こうからもギシッとベッドの軋きしむ音がする。

　兎和も寝床に就いたらしい。兎和のベッドは壁を挟んだ僕の隣で、枕の向きだけが上下に違う。トランプの絵札のように僕らは逆さまに隣り合う。限りなく近いけれど決して重なり合わない僕と兎和。

　………眠れない。

　瞼を閉じて十秒でそう確信した。今日は本当に色々ありすぎた。名状しがたい様々な感情が、腹の中で見たことのない色に混じりあっている。

　スマートフォンのサイドキーを押し込んだ。午後十一時半、電話をかけるのに相応しい時刻とは言えないだろう。ましてや相手が普段から電話が嫌いだと公言しているならなおさらに。するならメールだ。電話じゃない。

　そんなことを全て理解したうえで、僕は通話ボタンをタップしていた。




「………もしもし」

　予想に反してワンコールで姫乃は電話に出た。

「あ、姫乃。僕だけど、わかる？」

「…………」

「まあ、わかるよな。名前出るし。まだ起きてた？」

「…………」

「そうか、起きてるから電話に出てるのか。今はもうベッド？」

「…………」

　なんとなく布団にはまだ入っていないような雰囲気が受話器の奥から微かすかに感じとれた。多分だけど。

　姫乃と電話をする時は一事が万事この調子だ。いつもより輪をかけて喋らないので、漏れてくる環境音や沈黙の長さで感情を測るしかない。それでも、電話に出てくれるだけマシな方だ。

「あの、姫乃。今日は本当にごめんな。兎和が色々やらかして」

「………夏が」

「ん？」

「夏が謝る……ことじゃない」

「いや、まあ、そうなんだけど……」

　寝返りを打つと、枕の間で耳が捻ねじれた。

「……どうしたの、夏？」

「え？」

「どうして、電話なんてかけて来たの？」

「どうしてって。僕達付き合ってるんだし……」

「わたしが電話嫌いなの、知ってるでしょ」

「……………」

　バッサリだな。

　まったく今日は本当に最低だ。最後の最後まで姫乃を怒らせてばっかりで。

「ごめん、そうだったよな。夜遅くに悪かったよ、もう切るわ。また明日な」

　また明日。

　明日になれば──今日が終われば、全てが好転しているかもしれない。そんな都合のいい願望を込めてそう言ったけれど、

「待って、まだ、切らないで………」

「え？」

　姫乃はまだ今日を終わらせるつもりはないらしい。

「………………………………………………………………………………」

　そこから姫乃は長い沈黙を挟んだ。

　意図の読めない長い長い沈黙。

　眠っているのか？　そんな不安にかられた頃、不意にスッと息を飲む音が聞こえ、




「ウーサーギー……おーいし……かーのーやーまー……」




　受話器から小さな歌声が流れ始めた。

「え、姫乃？」

「小ーブーナー………釣ーりし……かーのーかーわー……」

　姫乃が歌っていた。

「ゆぅめーはー………いぃーまーも……めぇーぐーぅりーてー……」

「ちょ、え、姫乃？　なんで、歌ってんの？」

「わーすーれーがーたき……ふーるーさーとー……」

「………………」

「………まむ」

　いや、まむじゃなく。

「………じゃあ、おやすみ」

「待って待って待って、切るな切るな切るな」

　慌ててベッドから飛び起きた。

「……どうしたの？」

「いや、どうしたのじゃなくて！　絶対こっちのセリフだから、それ。どうしたん？　なんで急に歌い出したん？」

「……………………」

「姫乃？」

「声が………」

「ん？」

「声が……聞きたいのかなって……思って」

「声………？」

「……うん」

　恥ずかしさを堪こらえるようにポツリポツリと、しかしはっきりとした意思を込めて姫乃は答えた。

「夏は、わたしが電話嫌いなの……知ってるでしょ。それなのに……メールじゃなくて電話を……かけてきた。本で読んだことがあるの……人は落ち込んだ時、人の声を………好きな人の声を聞きたくなるって……………家で何かあったの？」

「……え？」

　どくりと心臓を摑まれた気がした。

「……あったのね？」

「あっと、それは………」

「話さなくて、いい………話せることなら夏は聞かなくても話してくれるから………でも話せないことなら……わたしは声を聞かせてあげることしか……出来ない。でも……わたし………………」

「姫乃？」

「わたしは………兎和ちゃんみたいにうまく喋れないから………」

　だから、歌ったっていうのか。僕のために。

　歌なんて下手すりゃ喋る以上に勇気が必要だろうに。

「……元気出た？」

　この子は、この子は本当に。

「ありがとう、めちゃくちゃ元気出たわ」

「よかった………二番も聞く？」

「聞く」




「こーこーろーざーしを、はーたーしーてー」




　今日僕は、姫乃と手を繫ぐことが出来なかった。




「いーつーのー日ーにか、かーえーらーんー」




　キスをすることも、抱き合うことも、二人で笑い合うことも出来なかった。




「やぁーまーは、あぁーおーき、ふぅーるーぅさーとー」




　だからなんだというのだろう。やっぱり、僕は姫乃が好きだ。




「みーずーはーきーよきー、ふーるーさーとー」




　そのことを改めて確信することが出来た今日は、もちろん最高だ。




「姫乃……」

「…………まむ」

「それ、三番だわ」

「まむっ？」




　なぬ？　みたいに言うんじゃないよ。





　　　　※






　姫乃に出会ってそろそろ半年になるだろうか。

　初見から何を考えているのかわからない子だったけれど、時を重ね、顔見知りになり、顔見知りから友達になり、友達から恋人になった今、やっぱり何を考えているのかわからない。

　基本的に姫乃は何も変わらない。何を考えているのかわからない同級生が、何を考えているのかわからない恋人になっただけだ。決して多動的な奴ではないが一秒後に何をし始めるかわからない、それが姫乃だった。

　しかし、それが当たり前なのかもしれない。

　出会ったばかりの頃、『お前が何を考えているのかわからないよ』、そう姫乃に告げたことがある。その時姫乃は心底不思議そうな表情をして言葉を返した。

『わたしも、自分以外の人間が何を考えているのかなんてわかったことがない。あなたはわたし以外の人間だったら全員考えてることが完かん璧ぺきにわかるの？』

　人が他人を完璧に理解することなど所しよ詮せん不可能であり、浅はかで傲ごう慢まんな試こころみなのかもしれない。事実僕は姉弟同然に育った兎和の告白を全く予見できなかったし、

「──おはようございます、夏さん」

　次の日の朝の出来事もまるで予想できなかった。




「夏さん、起きてください。朝ですよ～～」

　その日の目覚めは、鼓膜を撫なでるような穏やかな声によってもたらされた。

「外は良いお天気です～～。絶好の修学日和びよりですね。さあ、起きてくださいまし～～」

　……いや、誰だよ、お前。

　寝ぼけ眼まなこでエプロン姿の幼馴染みを見つめる。

「お目覚めですか、おはようございます～～」

　……兎和じゃん。

　やっぱ兎和じゃん。朝からなにやってんだ、こいつ。

「朝あさ餉げの支し度たくが出来ておりますので、お着替えが終わりましたら降りて来てくださいましね～～。ではごきげんよう～～」

　薄笑みすら浮かべながら静々と部屋から出て行く兎和。その後ろ姿を見送りながら、

「……なあ、なにやってんだよ」

　寝起きのガッサガサの声で呟いた。




「それでは一緒に召し上がりましょう。頂きます」

「……頂きます」

　まだやってるし。

「おや、どうしました、夏さん？」

　お前だ、お前。お前がいったいどうしたんだよ。おや、とか言ってますけど。

「わたくし……反省したのです」

「反省？」

「はい」

　頂きますの形で手を合わせたまま兎和は頷いた。

「夏さんのことを吹っ切った、普段通りの生活を過ごしたいと提案しておきながらの数々のポンコツムーブ。今振り返っても忸じく怩じの極きわみでございます」

　ジクジってなに？

「その原因をわたくしなりに分析しましたところ、線引きの曖あい昧まいさにあるという結論に至りました」

「はぁ、綱引きっすか……」

「線引きです」

　僕のおふざけをぴしゃりとシャットアウトするように、兎和はテーブルの上に指でツッと線を引いてみせた。

「いかに姉弟同然に育ったとはいえ、やはり男女の差は大きゅうございます。そこを無視して表面上だけ今まで通りの日常を取とり繕つくろおうとしてしまったがために無理が生じ、昨晩のような痛ましい事件が起きてしまったのでございます」

「いやー、昨日はキツかったよなー。マジで。母さん全然空気読まないし」

「ユッコさんだけではありません。朝の教室とか、昼の家庭科室とか、思い出しても頭が痛くなります。あのような惨劇を繰り返さないためにも！　これからは慣れ合いを排し、線引きを厳しいものにすることにより、一刻も早く夏さんへの恋心を過去のものにしたいと思う所存でございます」

「そのための敬語ってこと？」

「はい」

　……また極端なこと始めたなぁ。

「何事もまずは形からと思いまして。ああ、喋ってばかりではいけませんね。遅刻してしまいます。ささ、朝餉を頂きましょう」

「その朝餉ってのは朝食の尊敬語としてあってるのか？」

「今日のお味噌汁は大変工夫がこらされておりまして──あっち！　あっつい！　びっくりしたぁ、ぼけぇ！　ごめん、なっちゃん。また味噌汁マグマに………なってしまったのでお気を付けくらはいまひね？」

「舌大丈夫か？　氷いる？」

「お願いひまふ」

　こりゃあ、いったいいつまで続くことやら。半泣きになりながら氷で舌を冷やす兎和を見ながらしみじみとそう思った。




「おはようございます、亀島さん。今日もお迎えお疲れ様です」

　意外に長く続いたから驚いている。

　長くても朝食終了までには飽きるかなと思っていた敬語路線がどうしてなかなか崩れない。姫乃が迎えに来ても崩れない。まさかこのまま卒業まで押し通す気じゃないだろうな。

「……と、兎和ちゃん？」

「あら、どうなされたの、亀島さん。そんな強こわ張ばった顔をして。可愛い顔が台無しですわよ」

　強張りもするわ。姫乃は何の説明も受けてないんだぞ。てゆーか、この線引き用の丁寧語って対僕だけでいいんじゃないのか。見境なくなってんじゃん。何ちょっと気に入ってんだよ。

「あ……う……ええ？」

　ほら見ろ。変なこと言うから姫乃が混乱してるじゃないか、可か哀わい想そうに。

「気にしなくていいよ、姫乃。これはあのー、発作みたいなもんだから。温かい目でスルーしてやってくれ。さ、学校行こうぜ」

「………と、と、と、と、兎和ちゃん……」

　そう言われても姫乃はやはり気になるようで、目に涙を溜ためながら必死に兎和の名前を呼ぶと、

「……あ、あ、あ、明日、土曜日……暇ひま？」

「は？」

「よ、よ、よ、よければ……わ、わ、わ、わたしと………付き合ってもらえませんか？」




　兎和よりも遥はるかに変なことを言い出した。





[image: ]







　もちろん、言い間違いなのである。

　持ち前のコミュ障と極度の緊張と兎と和わの奇行による動揺が入り混じった結果の言い間違い。姫ひめ乃のは『と』と『に』を間違えたのだ。

『明日、わたしに付き合ってください』

　これが正解である。

　………いや、これでも充分びっくりなんだけど。







「え？　これ、どういうことなん？」

　週末、土曜日。約束の日。兎和は朝から十三回目となる疑問を口に出した。

「マジで？　マジで？　姫しゃまが家に来るの？　あの可愛かわいい姫しゃまが？　人見知りクイーンの姫しゃまが？　うちに会いに？　えへへへ。やんやんやん、どーしよどーしよー。ねえ、どーしよー♪」

　そして、一秒後にはしゃいでリビングを飛び回り、

「……ホンマにどーしよ。殺されんの、うち？　逃げた方がいいんかな？　約束時間とおに過ぎてるし。武器とか準備してんのかな？　どーしよどーしよ」

　その一秒後に蹲うずくまり、

「マジでどういうことなん、これ？」

　その一秒後に十四回目となる疑問を口に出した。

「なっちゃん、どーしよ！」

　兎和は、わかりやすく動揺していた。

「おい、聞いとんのか、ボンクラ！　何を落ち着いて座っとんねん！」

「うるさいな、兎和こそ落ち着けよ。本人が言った通りだろ。料理を教わりたいんだよ」




　百ひやく太た郎ろうの作り方を教えてください。

　時間をかけて己の間違いを訂正した後、姫乃はさらに時間をかけてそう言って深々と頭を下げた。

　百太郎 → 百ひやく三さぶ郎ろう → 出だ汁し巻まき玉子。ここまでの変換に数秒を要したのは、基本的に食欲がなく、出来るなら錠じよう剤ざいで全ての食事をすませたいと言っていた姫乃と料理の間にあまりにイメージの乖かい離りがあったからだ。

「でも、姫しゃまどないしたんやろね。急に料理習いたいなんて」

「さあね、僕が聞きたいわ」

　姫乃の家は近所でも有名な金持ちだ。料理を習いたいのなら料理教室でもなんでもいけばいい。よりによってどうして兎和なんだろう。

「やっぱりあれかな、うちの産み落とした百三郎が常軌を逸して美お味いしかったってことなんやろか？」

「知らないよ」

「姫しゃまの舌と心と胃袋を根こそぎ鷲わし摑づかみにしたってことなんやろか？」

「知らねーって」

「……なあ、なっちゃん。昨日から薄々思っててんけどさあ」

「なんだよ」

　兎和は僕の座るソファの背もたれに後ろから肘ひじを乗せると、

「もしかして、なっちゃん…………怒ってる？」

　グイッと顔を摑んで覗きこんで来た。

「──怒ってないよ」

「いや、顔！　ホンマ噓うそヘタやなー」

　うるさいな。怒ってるよ、悪いか。

　だって、初めての週末だぞ。恋人になって初めての土曜日だぞ。それはもう絶対に、絶っっ対に恋人同士で過ごすべきだろう。

　なのになんで兎和？　なんでそっち行った？

　映画とか、遊園地とか、買い物とか、スイーツとか、楽しいことがあるじゃないか、色々と。どうしてくれる。密かに大量に買い込んだデートスポット紹介雑誌をどうしてくれる！　最悪、どこにも行きたくないなら家でもよかったんだ。巷ちまたにはおうちデートなる便利な言葉もあるようですし。

　なのになんで兎和？　なんで料理？

　まあ兎和が慣れたキッチンで教えたいと言ったから、結局姫乃は我が家に来ることにはなったけれど。それでもやっぱり今日の姫乃のメインは兎和であり、僕は添そえ物ものというか、バーターというか、ついでの感が否いなめない。

「なあ、兎和よ。僕は器が小さいのか？」

「なによ、いきなり」

　当初、僕は姫乃のぼっちを心配していた。人との関わりに背を向けて家庭科室に引きこもる姫乃に、せめて一人でも友達が出来てくれたらと願っていた。それを思えば、こうして自分から兎和を誘ったということは、本来ならば諸もろ手てを上げて歓迎しなくてはいけない事態のはずだ。それなのに………モヤモヤする。

「なあ、兎和！　どうなんだよ、僕はどうなんだ？」

「面倒くさい」

「そうじゃなくて！　どう見えるかって話だよ。大きいか小さいか」

「ホンマに面倒くさーい！」

　兎和の悲鳴に共鳴するようにポケットのスマホが震えた。姫乃からメールだ。

　──今家の前にいます。

　やっと来たか。ここは一いつ旦たん心を落ち着けて……。

『おはよう、入りなよ。兎和も待ってるよ』

　ふむ、これでいいだろう。器の狭さは微み塵じんも感じられない。己の返信を読み直しているうちに返事は来た。

　──無理。

　ん？

　──ちょっと外に出て来てくれる？




「あ、姫乃。おはよう」

「…………まむ」

　外に出ると姫乃がいた。朝の定位置、お地蔵様の前でレモンティーのストローを咥くわえている。表情は、若じやつ干かん曇くもり気味だろうか。

「遅かったな。家で何かあった？」

「……ううん、別に」

「そっか。まあちょっとくらい遅れたってどってことないけど。入ろっか」

「……遅れてない」

「ん？」

　門を振り返ろうとしたら、姫乃がボソッと呟いた。

「時間通りには着いた。それで……ずっとここにいた」

「え、時間通りって………噓だろ、一時間もここにいたってこと？」

　こくりと頷うなずく姫乃。

「なんで？　寒いのに。家で待ち合わせって、あれだぞ、家の前って意味じゃないからな？　入って来ていいんだぞ」

「……わかってるよ」

「じゃあ、なんで入って来なかったん？」

「……………」

　察せよとばかりに、姫乃は唇をツンと立ててレモンティーを吸った。

　マジかよ、ここへ来てまさかのコミュ障炸さく裂れつですか。自分で言い出したことなのに。毎朝来てる家なのに。今さら入れないとかあるか？

「………頑張ろうとは、した」

　あるんだろうな、姫乃に限っては。

　玄関まで迎えに行くのと部屋に上がるのはハードルの高さが違うとか、制服で築いた関係性は私服になるとリセットされるとか、そんな感じのコミュ障事情があるんだろうな。ごめんな、気づかなくて。

「と、とにかく入ろうか、寒いだろ。入る………よな？」

「………まむ」

　姫乃の首が縦に振られたのを確認して門を開いた。それでももじもじと動こうとしないので、

「ほら、ビビッてないで早くおいで」

「……び、ビビッてなんかない」

　挑発するように手招きすると、ようやく姫乃は地蔵様の前を離れた。

「夏なつ………」

「ん？」

「……聞きたい」

「え、今？」

「……うん」

「ちょっとだけな」

「……うん」

　門を閉じて、玄関脇に誘い込む。ご近所の目が多少気にはなるけれど塀へいに隠れていれば大丈夫だろう。

「……うう、落ち着く」

「もう入れるか？」

「うん、大丈夫」

　聴診器を耳から外して、微笑ほほえむ姫乃。微かすかに香ったシャンプーの匂いは心の中のモヤモヤを綺き麗れいに消し去ってくれた。







「やーん！　姫しゃま、私服可愛い──っ！」

　姫乃がリビングルームに入ってくると数分前までの不安もどこへやらで兎和のテンションが鬱うつ陶とうしいほど爆上がりした。

「……あ、えっと、兎和ちゃん。きょ、今日は……」

「いらっしゃいいらっしゃい！　いやー、嬉うれしーわー、姫しゃまが遊びに来てくれるなんて！　狭くて古くて汚くて間取りのダサい家やけどゆっくりしてってなー」

　はい、今のは絶対に父さんと母さんに言い付ける。

「……う、うん。きょ、今日は……」

「あ、コート預あずかるわ。脱いで脱いで、うわっ、軽っ！　やっぱりええとこのブランドやし」

　タグ即見？　コートを預かって躊躇ためらわずにタグをガン見できる神経よ。

「家賃や、家賃。この一着で２ＬＤＫの家賃やで」

　独特な金の例えをするんじゃないよ。

「……あ、あの、きょ、今日は……」

「どうどう？　なっちゃん、似合う？　やーん、姫しゃまの匂いがするー」

「着るんじゃねえよ！」

　あと姫乃にも喋しやべらせてあげてくんないかな。さっきから『今日は』しか言ってないからさ。

「あははは、ごめんごめん。喋りすぎやな、うち。ついついテンション上がってもうて。改めまして、姫しゃまいらっしゃい」

「あ、うん………きょ、今日は……よろしくお願いします」

　唐突に話を振られた姫乃は戸惑いながらも、何とか念願の『今日は』以降を口にしてぺこりと頭を下げた。

　よく言えた。よく言えたぞ、姫乃。何かもう泣きそうだ。

　最初はどうなることかと思ったが、なにはともあれ兎和の料理教室開講である。







「やーん、姫しゃまエプロンかわい───っ！」

　いや、まだだ。まだ始まらない。今度は姫乃のエプロンいじりが始まった。

「手触りもつるつるやし。ほら、やっぱりいいとこのやつや。てゆーか、エプロンなんか作ってんの、このブランド」

　だからいきなりタグを見るんじゃないよ。

「よくわかんない……家にあったやつ適当に持って来ただけ………」

「いや、こんなブランドのエプロンが適当に生はえてくる家って！　こーゆーもんは普通百貨店の二階にしか生息してないもんなんよ？」

「……そうなんだ」

「あと料理系インスタグラマーのキッチンにも匂わせ的に引っかかってたりするかな」

　早く料理始めろよ。

「えー、とゆー訳でね。出汁巻き玉子ということで。教えるもなにも簡単よ、こんなもん。玉子割ってフライパンに落としておいたらいつの間にか出来上がってるから」

　大噓つくな。

「玉子を割る……わかった……包丁頑張る」

「頑張らない頑張らない。玉子割るのに包丁の出番はないから。手でいいんよ。最初は両手でいってみよか」

「う、うん」

　姫乃は不安げな表情で玉子を手に取ると、

「えいっ、えいっ、えいっ」

　クッキーでも割るようにバシバシと掌てのひらで叩たたき始はじめた。

「おおっと、これは……どういうタイプのボケなんかな……」

　引かないで、先生。こーゆー子なんです、精一杯真ま面じ目めにやっているんです。

「えーっとね、一回手ぇ置こうか、姫しゃま。玉子を割る時はぁ、こうやって台にぶつけて──でいでい！　そこから両手で、ほら割れた」

　慣れた手付きで玉子を割ってみせる兎和、ツルンとした黄身がボウルの中でブルンと震えた。

「……すごい、天才」

「あ、ありがとう。じゃあ、姫しゃまもやってみよか」

　姫乃の尊敬の眼まな差ざしに困惑しつつ、それでも笑顔を絶たやさない兎和はすごいと思う。

「玉子を台にぶつける………えいっ」

「ソフトぉ～。玉子への優しみがすごいわ、姫しゃま。でも、ヒビ一つ入ってへんからもうチョイ強く行ける？」

「強く？　………振りかぶってぇ」

「高い高い。頭の上まで振り上げんでいいから。そやな、最初は一緒にやろか」

　二に人にん羽ば織おりをするように、兎和は姫乃の背中に張り付いて玉子を持つ手に掌を重ねた。

「まむっ！」

「どうしたん？」

「……な、なんでもない」

　わかるぞ、姫乃。兎和は女子へのパーソナルスペースがぶっ壊れているんだ。テンションが上がれば平気で抱き付くし、上がってなくても手は握る。コミュ障からすればありえない距離感なんだろう。

　頑張れ、姫乃。これも料理の訓練だ。個人的には、エプロン女子二人が抱き合ってる姿はとても麗うるわしく思うが、そーゆーこととは一切関係なく料理の訓練を頑張れ、姫乃。

「よし、ほないくよ。せーの、でい！」

「割れた！」

「そしたらヒビに親指をかけてぇ、一気に割る！」

「何か出てきた！」

「黄身と白身よ。はい、一気に！」

「えいっ」

　つるりと黄身がボウルの中に滑り落ちた。

「……できた」

「はい、完かん璧ぺき。上手やで、姫しゃま」

「完璧………」

　兎和に褒められたのがよほど嬉しかったのだろうか。姫乃はその一言でパァッと顔を輝かせると、

　──ざっとこんなもんだけど？

　そんな顔で僕を振り返り、ベッタベタの指で髪の毛をかき上げた。







　そして二時間後。

「うう、怖い……いぃぃ……きゃあ！　わっ、できた……」

「おお、ええやん！　初めてにしては上出来よ。ばっちりばっちり！」

　爆発物でも扱うかのような手付きで、姫乃はフライパンから皿へと玉子焼きを移し替えた。そして、卵液でべたべたになった手をエプロンで拭ぬぐい、傍かたわらの兎和を振り返る。

「ほんとにばっちり………これ？」

「え？　あー。うん、間違いないよ」

「色が……紫色になっちゃったけど」

「いいやん、紅イモ。うち紅イモ大好きよ。入ってないけど」

「形が……見本と全然違う」

「ロックよね、枠わくにはまらんこの感じ。長方形のフライパンで真ん丸に作れるなんてマジヘビメタやん」

「焼き具合は……これでいいの？」

「いいよ。一個の玉子でレア・ミディアム・ウェルダンのグラデーションが成立してるというこの奇跡、素敵やん」

「…………………素……敵？」

　キッチン台の前で腰を折り、マジマジと目の高さで湯気を放つブツを凝視する姫乃。

「……ほんとにばっちり？」

「大丈夫やから。重要なのは味やから。見た目なんてどうでもええの。食べて美味しければそれでばっちり。とゆーわけで…………なっちゃん食べて？」

「よし、まかせとけ」

　勧すすめられるままに皿を取り寄せ、箸を握った。

「いや、ホンマに食べてどないすんの！」

　その腕を兎和がガシッと捕まえる。

「離せ、兎和。お前にはひとかけらもやらないぞ」

「いや、違う違う。冗談に決まってるやんか！　こんなもんマジで食べたら、聞いたことないような外国人の名前付いた病気になるで」

「ならねえよ。玉子焼き食べたくらいで病気になんかなるか」

「普通はね！　普通の玉子焼きはそうやねんけど！　これはもはや玉子焼きじゃないっていうか、出来た瞬間に賞味期限が切れてるっていうか……」

「いただきまーす」

「待って！」

　埒らちが明かないので手づかみでいこうとしたら、今度は姫乃に皿の方を奪われた。

「なんだよ、今度は姫乃まで」

「夏、やめて。無理をされても……嬉しくない」

「無理？」

「……うん」

　不安げに眉を顰ひそめて頷く姫乃、なぜだか少し怒っているようにも見える。

「……わかった。じゃあ、無理はしないよ」

「本当に？」

「うん」

　姫乃を怒らせることは本意じゃない。僕は絶対に無理をしないと約束して、玉子焼きを口に放り込んだ。

「うわー！　何してんの！」

「夏っ！」

　うるさいなあ、もう。何を騒いでいるんだよ。

「姫乃が無理をするなって言ったから、我慢せずに食べたのに」

「が、我慢せずにって………」

「なっちゃん、マジ言ってんの、それ？」

　なんだ、二人ともその顔は。彼女が初めて作った手料理だぞ、食べたくない男がいるもんか。あの危なっかしい手付きから察するに、恐らく姫乃は料理自体が生まれて初めてのはず。普通なら家族とか友達の口に入ってしまう可能性の高い人生初料理、それが目の前にあるのならこんなチャンス逃す手はない。

「でも……美味しくないでしょ？」

　もじもじとエプロンの裾すそを弄いじる姫乃。

　ふむふむ。

　確かになんかじゃりじゃりするし、べたべたするし、パサパサするし、カリカリするし、ピリピリする。口の中がオノマトペで一杯になる独特な味だ。

「うん、美味しくはないな」

「──ぐふぅっ」

「なっちゃん！」

「でも嬉しかったわ、ごちそうさん」

　そう言って手を合わせると、ボッと姫乃の顔が炎上した。

「そ、そんな……ど、どういたしまして……わたしも、嬉しい」

「うわー、姫しゃまのテレ顔可愛ぃー」

　ついでに兎和の顔もにまっと崩れる。




　なんか知らんが、二人とも嬉しそうなので良かったと思う。





　　　　※






「はい、それじゃ今日はここまでにしとこっか。基本は全部教えたから後は反復練習あるのみよ。姫しゃま、センスあるからすぐに上う手まくなると思うわ、頑張ってな。とゆーわけで、お疲れさまでした！」

「う、うん………ありがとうございました」

　姫乃が買って来た玉子を全て出汁巻き玉子に変換させ、兎和の料理教室は無事に終了した。エプロン姿で頭を下げ合う二人が微笑ましい。

「よーし！　ほな、次なにする？　ゲームでもする？」

「あ、いや、あの、兎和？　兎和？」

　満面の笑みでテレビを指さしてるところ悪いんだけど、ね？　ね？　わかるだろ？

「ん？　あっ、あー。そっかそっか、ごめんごめん」

　よかった、わかってくれたか。

　そうなんだよ、料理教室は終わったんだよ。ここからようやく正しい恋人同士の週末が始まるんだ。すまんな、どっか行ってくれ。

「じゃあ、ホラーのＤＶＤ見よっか？」

　なんでだよっ！

　一番違うだろ、それ。

　なんで土曜の昼間から家に籠こもって高校生三人でホラー映画見てるんだよ。あ、ちなみに両親は月火休みなのでただ今仕事中です。

「あ、あの、兎和ちゃん、わたし………ホラーはちょっと」

　パッケージも見たくないというふうに目を逸らして姫乃が頷く。

「そっかー。ほな、何するー？　三人で出来ることよなー」

「兎和さん兎和さん。別に三人である必要はないと思うんだよ。ね？　二人でいいというか、二人がいいというか、応援する約束はどうしたというか………ね？」

「あ？　あー、そっかそっか。ごめんごめん。なんですぐ忘れてまうんやろ、うち。ほな、邪魔者はここら辺で退散しますんでねー。あとは若い二人でねー。ごめんやよ～、ごめんやよ～」

　本当に何で忘れちゃうんだよ、お前は。二人の仲を応援するという約束をようやく思い出した兎和がエプロンを丸めて席を外そうとすると、

「え、行っちゃうの？」

　途端に姫乃が顔色を変えた。

「ま、待って！　行かないで。あの……兎和ちゃんはよくゲームするの、夏と？」

「ゲーム？　いや、なっちゃんヘタやし、いっつも一人でやってんねん。だからたまには三人でしたいなーって」

「あの………じゃあ、あの……あの……」

「どうした、姫乃？」

「何、姫しゃま？」

「あ、あの……あの………」

　僕と兎和、二人分の視線を浴びて姫乃は半歩後あと退ずさり、

「わたしも……ゲ、ゲームやりたい……」

　それでも懸命に言葉を吐き出した。

「え、姫乃ゲームやりたいの？」

「……だめかな？」

「いや、だめじゃないけど……」

　そうなると恋人同士の土曜日の方はどういたしましょう？　一応まだ間に合うのですが。映画館も遊園地も、今からでも全然間に合うのですが────ゲームですか？

「わたしゲームやったことないから一度やってみたい………夏、お願い」

「やってさ。どうする、なっちゃん？」

　今度は僕が二つの視線に追い込まれる。

　いや、どうするもこうするも…………。




「はいはーい。ほな、画面の見えやすい位置に適当に座ってねー」

　……断れるわけないだろう。

　好きな人にお願いとまで言われちゃったらよ。

　二人きりも捨てがたいけど兎和が割り込んでくるのは今に始まったことじゃないし、今日はもう姫乃が初めてに挑戦する日にしてしまおう。

　三人で速すみやかに兎和の部屋に移動した。兎和が自宅のリビングから持ち込んだ無駄にデカいモニターの前に部屋主、姫乃、僕の順で座っていく。

「いやー、うちの部屋に姫しゃまおるやーん。なんか新鮮やねー、なっちゃん」

「ほんとになー」

　なんで僕の部屋より早く兎和の部屋にいるんだろうなー。

　ゲームに興味があるなんて話一回も聞いたことないけれど、どういった風の吹き回しなんだろう。

　当の姫乃はクッションの上に正座で固まり、落ち着かなさげに部屋の装飾を見回している。目が合うと恥ずかしげに視線を落とした。

「……ごめん、夏。嫌だった？」

「いいよ、全然。姫乃が何かしたいって言うの珍しいし、やろうよ」

「……ありがとう」

　そう言って、兎和はレモンティーのストローをちょっと齧かじった。




「さーて、まずは何のゲームしよっか？　姫しゃま初心者やし楽しくて簡単なやつがいいよなー、ＡＰＥＸにする？」

　難しくて殺さつ伐ばつとしたゲーム出してくるんじゃないよ。

「うそうそ。やっぱレースゲームやな。これなら感覚でいけるっしょ」

　そう言って手早く僕と姫乃にコントローラーを配る兎和。まずは初心者の姫乃のために練習モードで操作方法やゲームのルールを説明して──、

「ほな、レーススタート！」

　なんてプロセスを一切踏まずにいきなり実戦に放り込む。

　三秒前からカウントダウンが始まった。

「おい、いきなりレースやんのかよ？」

「え？　え？　これ……どうするの？　ど、どれがわたし？」

「四分割画面の左下が姫しゃま。Ａボタンがアクセルで十字キーがハンドル、後は魂や！」

「雑だな、おい！」

　ゲームスタート。エンジン音とＢＧＭが溢あふれ出だす。

　どんな教習所よりもスパルタな方式で姫乃の実戦練習が始まった。

　とはいえ、もちろん勝負になどなるはずもなく。当然順位は、

「いえーい、楽勝！」

　一位、兎和。

「うわー、やり方忘れてんなー」

　二～三位、コンピューターからの四位、僕。

「うぅぅー、ふぅぅー、くぅうう………」

　そして、姫乃がぶっちぎりの最下位。

　熟練度の通り、それぞれが至し極ごくまっとうな順位に収まった。

「あ、あれ？　画面変わった！　わ、わたし、どれ？　なに、これ？」

「いや、姫乃。もうレース終わってるから。それリプレイだから」

「リプ……レイ？」

「あははは、姫しゃま。ぶっちぎりのベッタやんか～」

「当たり前だろ、初めてやるんだぞ。理解できたか、姫乃？」

「うん、難しかった………ベッタってなに？」

「ああ、わからへんか？　ドベってことよ」

　眼鏡めがねのレンズを拭ふきながら関西弁をレクチャーする兎和。しかし、

「……ドベ？」

「あれ？　これもわからん？　ビリよ、ビリ。最下位ってこと。雑ざ魚こってこと。敗者でへたくそってこと」

「やめろやめろ、言いすぎだろ」

「あははは、ごめんごめん。じゃあやっぱりレース止めてミニゲームにしよっか。姫しゃま、次は勝たせてあげるからねー」

　素人しろうと相手に一位を取ってご満悦の兎和は笑いながらゲームを終わろうとするが、

「待って……もう一回」

　その手を静かに姫乃が制した。

「お、もう一回やる？　いいやん、姫しゃま。ファイティングスピリット、イカついやん」

「マジかよ、姫乃？　まだやんの？」

「やる………夏もやって」

「い、いいけどさ、大丈夫なの？」

「……なにが？」

　何がって、あなた……目つきだよ。

　あれ、ヤバいな、この感じ。姫乃がレモンティーのストローを嚙みまくっている。これもしかしてスイッチ入っちゃったかな？

　姫乃は一見大人しそうに見えるが、内面は恐ろしくプライドが高くて負けず嫌いだ。一度スイッチが入ってしまえば勝つまで止めない頑固な一面もあるのだけど…………。

「……雑魚じゃないもん……雑魚じゃないもん……雑魚じゃないもん……」

　入ってんねえ！

　ばっちりスイッチ入っちゃってるねえ。

　くそう、兎和が余計な煽あおり入れるからだ。面倒くさくなるぞ、ここから。

「やーん、楽しくなってきた。じゃあ二回戦行ってみよー！　せいぜい頑張れ、雑魚どもよー」

「それ、やめろって！」

　姫乃の内心などつゆほども知らない兎和は、無邪気な笑顔で地雷を踏み抜いて行く。

　そして始まる第二レース。




「うぇーい、余っ裕～～♪　最後はバックでゴ～～ル♪」

　一位は変わらず、ゴール前で減速する余裕ぶりまで見せて兎和。

「また四位かよー」

　僕も変わらず四位で、

「…………え、もう終わり？　三周した？」

　姫乃も変わらず最下位。

「お、惜おしかったな、姫乃。でも、さっきより全然上手くなってるぞ」

「──ちっ」

「ほ、ほんと、初めてやったとは思えないくらいだよ。うん、立派立派！」

「──ちっ」

　聞こえない聞こえない。

　舌打ちなんて聞こえない。姫乃は絶対に舌打ちとかしない。

「うけけけ。雑魚位の姫しゃまイライラやんか～～」

　空気読めや、関西人！

「………………」

　ほら、無言で再スタートボタン押しちゃったよ。どうすんだ、これ。もう今日は終わらねーぞ。

「よっしゃー、三回戦行ってみよー！　たーのしー！」

　なんで笑ってられるんだよ。

　一人楽しそうな兎和は笑顔で次のレースを始めるが、




「うわー、ないわー！　あそこでアイテム出るとかないわー！」

　余裕をかましすぎて結果は二位、ザマーミロ。

「ここやっぱ苦手だわー」

　僕も順位を二つ落として六位。そして、

「お、姫乃だけ順位キープじゃん！　すげーよ、僕も兎和も順位落としてるのに、姫乃だけキープとかすげーじゃん」

「……バカにしてるの？」

「……すみません」

「だめでしょ、キープしたら」

「……すんません」

「………もう一回」

　こえーよ、もう。フォローしようとしたつもりが逆に怒らせちまったよ。

　結局、一レースだけのつもりが規定の五レースを走り切ることになってしまった。

　しかし、その最終レースで奇跡は起こる。




「いける！　いけるよ、姫しゃま！　そのまま落ち着いて！」

「いいぞ、姫乃！　あとは直線だけだから！　最後で抜かせ！」

「え？　どこ？　ゴールどこ？　見えない……見えないよ……」

「焦んな、そのまま真っ直ぐだ！　抜かせるぞ」

「いける！　姫しゃま、そのまま！　んがぁぁぁ………ゴール！　おっしゃぁぁぁぁ！」

「やった！　やったぞ、姫乃！」

　大声援と拍はく手しゆ喝かつさいを浴びながら姫乃のマシンはゴールラインを越えた。

「ごほっごほっごほっ……どっち？　どっちが勝ったの？」

　興奮にむせる姫乃、苦しそうに胸を押さえつつ、それでもモニターからは目を離さない。ややあって、レースの結果が映し出される。

　一位………兎和

　二位………僕

　三位………ＣＰＵ

　四位………ＣＰＵ

　五位………ＣＰＵ

　六位………ＣＰＵ

　七位………ＣＰＵ

　八位………ＣＰＵ

　九位………姫乃。

　十位………ＣＰＵ




「やったぁぁぁぁぁぁー！」




　そして、姫乃の絶叫が部屋にこだました。

「やった、勝った！　やった、勝った！　ごほっごほっごほっ……勝ったぁあー！　ごほっごほっごほっ！」

「ちょっと大丈夫、姫しゃま？　めっちゃ喜ぶやん。うち、姫しゃまのこんな大声初めて聞いてんけど」

　いや、僕もだよ。

　こんなに叫ぶ姫乃は初めてだ。もう喉のどがついて行っていないじゃないか。今までよっぽど悔くやしかったんだろうなぁ………兎和のせいで。

「ごほっごほっ……かっだぁぁ……」

　勝ったな、十位に。それは間違いない。喜べばいい、存分に喜べばいいよ。

「まむっまむっまむっまむっ！」

　言葉では湧わき出でる感情を表現しきれないのだろうか。姫乃は握った両の拳こぶしをぶんぶん振り回すと、

「まむーっ！」

　最後に渾こん身しんのピースサインを突き出した。

「喜び方ダサっ」

　やめろ、兎和。普段物静かな人間はこういう時の正しいテンションの上げ方がわからないもんなんだよ。

「まむむむーっ！」

　ダブルピースとかやっちゃうんだよ。あんま見んな。

「でも、そのダサさが超可愛いぃぃ～～。姫しゃま、こっちむいてぇぇ～～～、目線くださぁーい」

　あ、撮影とか止めてくださいね。スマホしまってくださいよー。

　姫乃の妙な動きも、お姉ちゃん願望の強い兎和の庇ひ護ご欲よくにはぎゅんぎゅん突き刺さるらしい。兎和は涎よだれを垂たらさんばかりのデレ顔で姫乃のダサムーブを煽っていた。




　ちなみに、ふと見たモニターに一瞬映った僕の顔が、兎和と同じくらいデレていたことは一生誰にも内緒にしておくつもりである。





　　　　※






「いやー、思った以上に盛り上がったねー。次は何のゲームしよっか？　ゾンビハザードいっときます？」

「いっとかねーよ」

　出してくるなよ、ホラーゲームを。姫乃はホラーが苦手だって申告済みだろ。

「……わたしなら別にいい」

　いいんだとよ。どうしちゃったんだよ、今日の姫乃は。

「……兎和ちゃんが、普段やってるゲームなんだよね？　じゃあ……やりたい」

　本当にどうしちゃったんだよ。

「おお、なんなん？　うちカリスマなん？　やろーやろー」

「でもこのゲーム一人用だし、三人じゃ楽しめないって。別のやろーぜ」

「そんなことないよ。まず姫しゃまがプレイするやろ？　はい、コントローラー持って。で、それをうちらが横で見ると。これで充分楽しめるから」

　どういう多人数プレイなんだ、それ。

「いいやんね、姫しゃま？」

「……うん」

「はい、けってー」

　マジかよ、どうなっても知らねーぞ、もう。

　僕の心配をよそに、いそいそとゲームを開始する兎和。姫乃はそんな兎和を澄ました表情で眺めている。

　相変わらず能面のような顔だけど、これがどういうゲームか、わかっているのだろうか。もしかして姫乃、調子に乗ってないか？　さきのレースゲームで（十位に）勝ったからって、いい気分になっていないか？

　だとしたら危険だ。この『ゾンビハザード』は半端じゃない。

　十年以上前に発売され、映画化まで果たした大ヒットタイトルのリメイク版。最新のＣＧで再現されたゾンビは、男でも悲鳴を上げるくらいに怖い。実際に悲鳴を上げた男が言うのだから間違いない。ある程度ホラーに耐性のある僕ですら怖いのに、苦手な姫乃がやっちゃったら───。




「きゃあっ！」




　ほら、オープニングから声出てんじゃん。まだ文字しか出てないのに悲鳴じゃん。絶対無理だよ、こんなもん。

「ナイス悲鳴！　絶叫助かるよ、姫しゃま！」

「なんで喜んでんだ、お前は。姫乃、もう止めとこう。わかっただろ？　これは姫乃には無理だって」

「………止めない」

「姫乃」

「……だって、兎和ちゃんもやったんでしょ？」

「よっ、負けず嫌い助かるよ！」

「うるさいよ。お前は黙ってろ」

　こんな時まで負けず嫌い発動とか。こうなりゃ梃て子こでも動かないことはさっきのゲームで証明済みだ。

「あんまり無理すんなよ」

　仕方なく、僕は姫乃をゲームの世界に送り出した。




　舞台はアメリカの片かた田舎いなか。休暇から戻った保安官が、夜の国道で地元のおじさんにヒッチハイクされるところから物語は始まる。おじさんは病気に罹かかった娘を連れている。もちろん娘はゾンビになりかかっており、もちろんおじさんは襲われて、もちろん姫乃は絶叫する。

「きゃあああああああああああああああああああああああああ！」

　うるさっ。うるさぁー。楽しんでるとこ申し訳ないけどボリュームどうにかならないか？　住宅地なんだ。ゾンビよりご近所の噂うわさが怖いんだ。

「夏！　夏！　おじさんが！　死んじゃう！」

「大丈夫、そんなもんだから！　ホラーの登場人物ってだいたい死ぬもんだから、落ち着いて」

「でも、でも──」

「ほら、姫しゃま、ゾンビ来たで。撃って撃って、Ｒボタン！」

「え、どれ？　Ｒボタンってどれ？　しゃがんじゃう！　なんかしゃがんじゃうんだけど！　きゃああああ」

　もう大パニックじゃないか。ここまだチュートリアルなんだけど。

「あははははは！　パニくりすぎやって、姫しゃま！　あははははは！」

　お前はお前で笑いすぎなんだよ、兎和！　ちゃんと教えてやれよ。

　このゲームはチュートリアルでもダメージ判定がある。グズグズしていると、

「嚙まれた！　え？　え？　嚙まれちゃったの、わたし？」

　そう嚙まれる。

　下手すりゃ死ぬ。死んでゲームオーバーになる。

「夏……嚙まれた、わたし………」

「大丈夫、落ち着いて。ちゃんと頭を狙って撃っていこう。ほら、撃って。横のボタン」

「無理……もう手遅れ……」

「大丈夫だって。まだライフ残ってるから。ゾンビも待ってくれてるし。はい撃って」

「もう終わりなの……」

「そんなことないって、まだライフ半分以上残ってるだろ」

「そんなの関係ない……一度嚙まれたら、もうゾンビになるしかない………」

　忠実だな、設定に。そこはゲームだからいいんだよ。

　なぜだかゾンビのルールに厳しい姫乃がいつまでも呆ぼう然ぜんとしているので、親切なチュートリアルゾンビも間が保もたなくなったのか、二度目三度目の嚙みつきを敢かん行こうする。そのまま主人公の保安官は食い殺された。

　このシーンがまたグロイんだ。うげっ、見てらんねぇ。なんでここまでリアルに描くかな。血とか、肉とか、骨とか。

「姫乃、大丈夫か？　見ない方がいいぞ」

「………………………」

「ん？　姫乃？」

「……………………………………」

　なんか、固まっちゃってるんですけど。怖い怖い、キャラと一緒に死んでるんじゃないだろうな。

「姫乃！　姫乃って！」

「あ、夏……わたし………生きてるの？」

「生きてるよ。ゲームだからね。絶対生きてる」

「そう……ちょっとお手洗い借りてもいい？」

「いいよいいよ、行ってきな」

　扉を手で示しつつ、さり気なくコントローラーを奪い取ってソフトを終了させる。このゲームはもう二度とやらなくていい。

「あれ………兎和ちゃんは？」

　ん？　そう言えばいつの間にか見当たらないな。ヤバい、あいつやる気だ。

「姫乃、扉開けるな！」

「ばぁっ！」

「──きゃあ！」

　警告するも間に合わず。

　姫乃が扉を開いた瞬間、廊下で待ち構えていた兎和が大声で飛び出して来た。やっぱりやったか、幼よう稚ちな幼稚な小学生レベルの驚かし。

「あはははは！　驚いた、姫しゃま？　驚いたやんな？　ふー！」

「やめろよ、バカ。可哀想だろ」

　シンプルなだけにこれが効くんだ。悲鳴を上げてぺたんと尻しり餅もちをつく姫乃、その小さな驚きが最後の糸を切った。

「……ふぅぅ───」

　そのままバタリと床に転がる。

「うわー、失神したぁ！」

「え、うそ、マジで！　大丈夫、姫しゃま？」

「ちょ、触るな。頭は打ってないけど、あんま動かさん方がいい気がする」

「ごめんごめんごめん。うわー、どうしよ。姫しゃま失神させてもーた。うわー、どうしよー！　泣きそうや」

「泣くな泣くな、収拾つかんわ。とりあえず寝かしたままでいいから、濡れタオル的な物持ってきてくれ」

「う、うん、わかった。ホンマごめんね、姫しゃま。死なないで」

　死なねーから早く行けよ。

　バタバタと部屋から駆け出して行く兎和。そのけたたましい足音に刺激されたのか、姫乃がうっすらと瞼まぶたを開いた。

[image: ]

「おう。気が付いたか、姫乃？」

「夏……わたし、わたし……」

「うんうん」

「……わたしがゾンビになったら………躊躇ためらわずに殺してね」

　ああ、だめだ。全然気ィづいてないわ。もう少しかかりそうだ。

「……約束して」

「大丈夫だって。ゲームだから。なるわけないだろ、ゾンビなんか」

「だめ……ちゃんと殺して……わたし、夏を……ゾンビにしたくない」

「姫乃、もう少し寝てよっか？　な？」

「約束……して……」

「わかったわかった。約束する。約束するからもう喋るな」

「よかっ……た………」

　マジで死ぬんかな、この子。

　満足そうに言い残して瞳ひとみを閉じる姫乃。チュートリアルだけでよくここまで物語に感情移入できるもんだ。戸口を見れば珍しく空気を読んだ兎和が「もういいっすか？」みたいな顔で扉の隙間から入室のタイミングを窺うかがっていた。

　一応言われた通りに濡れタオルと、気を利かせて水のボトルと………ん？　あと一個何持ってんだ、あれ？　小さな布状の何か……。

「替えの下着も持ってきました」

「漏らしてねーよ！」




　──多分だけどなっっっっ！





　　　　※






「ああ、死にたい………」

　夕ゆう闇やみに沈み始めた帰り道、姫乃は電柱に手をついて十五回目の溜ため息いきをついた。

「今すぐ……死にたい……」

「大げさだなぁ」

「………大げさじゃ……ない」

　まだ青白い唇をツンと尖とがらせて姫乃は睨にらむ。

「今日はわたし、どうかしてた。兎和ちゃんの前であんな、はしゃいだり、叫んだり………うう、恥ずかしい」

「友達の家ではしゃぐのって普通のことだから」

「………失神も普通？」

　運送のトラックがエンジン音を響かせて通り過ぎて行った。それに紛まぎれて姫乃の質問は聞こえなかったことにする。

「で、どうだったん、今日は？」

「え？」

「料理とかゲームとか、色々初めてのことに挑戦したけど、楽しかった？」

「あー……」

　そこで姫乃はようやく電柱の側そばを離れ、

「……うん」

　小さく、しかし確信を持って頷いた。

「なら、よかった」

　まさか姫乃と兎和が一緒にゲームする日が来るなんて思いもしなかったけれど、楽しかったのなら何よりだ。

「………夏はどう？」

「え、僕？」

「うん。夏は………楽しかった？」

「もちろん、楽しかったぜ」

「……本当に？」

　探るような瞳で姫乃は僕の目を覗き込む。

　ああ、まただ。姫乃が少しだけおかしい。この子と付き合い始めてから感じる、塵ちりが積もって行くような小さな違和感。どこがとは言えないけれど少しだけ、おかしい。

「本当に楽しかったよ、すっげー」

「そう、よかった…………ねえ、夏……また……遊びたい」

「そうだな、僕もまた遊びたいよ」

『できれば二人で』

　そんな言葉を喉元で飲み込んだ。

　飲み込んでしまうところが、僕のダメなところなんだろう。

　忙しなく行き交うトラックのヘッドライトが、哨しよう戒かい灯とうのように僕らの姿を夜のスクリーンに映し出して去って行った。







「ただいまー」

「お帰り、なっちゃん！　姫しゃま大丈夫やった？　怒ってなかった？」

　帰宅すると靴を脱ぐより早く兎和に縋すがりつかれた。まさかこいつずっと玄関で待ってたんじゃないだろうな。

「ねえねえ、どうやった？　怒ってた？　怒ってたよな？　どーしよー！　今から謝りに行ってくるわ」

「行くなって。怒ってなかったから」

「ホンマに？」

「ほんとだよ。楽しかったって言ってたぞ」

「………気ィ遣つかってない？」

　靴くらい脱がせろ。纏まとわりつく兎和を押しのけてリビングルームに向かう。冷蔵庫から飲み物を取り出す間も、兎和はずっと「大丈夫？」を繰り返していた。

「ホンマに大丈夫かなー？　大丈夫ならええけどー。ごめんな、初めてのおうちデートやったのに」

　その感覚あったのか。

「別にいいよ、僕も楽しくはあったし」

「そっか。ならよかった。ででででで、そそそそそのー、なっちゃん？　帰り道ではそのー、キキキキキキス的なことは、ししししししはったのかなー？」

「でも、姫乃のやつ急に料理がしたいなんてどうしたんだろうなー」

「そうやねー。ででででで、キキキキキキス的なことはしはったのー？」

「ゲームだってそうだよ。それまでやりたいなんて一言も言ってなかったのに」

「ホンマにねー。ででででで、キキキキキキス的なことはー？」

　折れろよ、こんなに話を逸らしてるんだから。くじけないやつだなあ。

「なっちゃん、ちゅーは？　なっちゃん、ちゅー。ぶちゅー、ちゅーちゅー」

「してねーわ、悪かったな」

「え、そうなん？　次のデートの約束は？」

「………してない」

「…………次はがんばろっか？」

　腹立つわー、謎の上から目線。

「だいたい、おうちデートってわかってたんならさっさと二人きりにしてくれよ」

「はぁ～～、でもやっぱり可愛かったなぁ、姫しゃま」

　話聞けや。

「見た？　ゾンビハザードで絶叫したで。きゅんきゅんきちゃったわ。好きな女子に意地悪する男子の気持ちってこんな感じなん？」

「いや、知らんけど」

「いいなー。可愛かったなー。なんやろこの差。うちなんかホラゲに慣れすぎて、初見から真顔でゾンビ撃ち殺せたもん」

　それはそれですごいけどな。

「うちもさ、うちもさ、もっと可愛く怖がったらなっちゃんにときめいてもらえたんかな？　きゃーって。うえーんって。はきゅーんって。ぷるるーんって」

「おい、イジってるだろ、姫乃のこと」

「あはははは、ウソウソ。あの子には敵かなわへんよ、可愛すぎるもん。うちが姫しゃまに勝ってるところってあるんかな？　あれ、ないかもしれん。ヤバいヤバい、あるやろ一個くらい。どこや？」

　腕を組み、眉根を寄せて考える兎和。その姿勢になると姫乃に大勝しているバストのサイズがより強調されるのだが、絶対に見てはやらない。

「あ、あった！　そうか、うちにはお前がおったんやった！」

　不意に兎和がぽんと手を打った。そのままパタパタと台所に駆けて行き、

「冷めてもうまい、百三郎！」

　見本用に兎和が焼いた出汁巻き玉子をペロリと口に放り込んだ。




　その笑顔の放つ光量は多分太陽にだって勝っているけれど、それもやっぱり言ってやらない。





　　　　※






　その夜、僕はまた風呂上がりに桜の木を眺ながめていた。

　幼い頃に兎和と毎日のように遊んだ、あの桜。でこぼこの樹皮を何を考えるでもなくぼーっと見つめていると、ポケットのスマホが震えた。

　電話だ。

「──ええ？」

　送信者の名前を見て思わず声が漏れた。

「姫乃？　どうした、こんな時間に」

「……別に」

　血相を変えて電話に出ると、鼓こ膜まくが震えるギリギリの音量がスピーカーから吐き出された。

「何かあったのか？　体の具合でも悪いのか？」

「……別に」

「泥棒でも入ったか？　まさか両親が倒れたとか？」

「……別に」

「じゃあ火事か？　地震か？」

「……別に、普通」

　自分から電話をかけといて、『別に』としか言わない状況は普通じゃないぞ。つーか、電話嫌いの姫乃から着信があるだけで一つの事件なんだって。

　なんだ、何があった？　姫乃がゾンビより苦手にしている電話をわざわざかけてくる理由。用があるならメールですむはずなのに。あれ、待てよ。このパターンって前にもなかったか？　確か、立場は反対だったけど………………。

「ありのー♪　ままでー♪」

「あ、歌はいい」

　違うんかいっ！

　恥ずかしっ。恥ずかしーっっ！

「ご、ごめんなさい。歌は、嬉しいんだけど………じ、時間がなくて……」

「時間？」

　なんの時間だよ？　だめだ、電話での姫乃はやっぱりよくわからない。せめてレモンティーを飲んでてくれていればヒントも多くなるのにって───んん？

「なあ、姫乃。もしかして……………トイレ行きたい？」

「まむっ！」

　図星かよ。脱力感で肩が抜けそうになった。

「行ってきなよ、トイレにゾンビはいないから」

「な、なんでそんなこと言い切れるの！」

　急に声デカっ。つくづく面倒くさいゲームやらせてくれたなあ、兎和のやつ。

「………うう、声出したらお腹なかが痛くなってきた」

「ほら、早く行った方がいいって。我慢しすぎると体悪くするぞ」

「……行くから………電話で付いて来て」

「はいはい」

「……今、部屋出た」

「実況はいいから」

「……どうしよう、廊下が暗い」

「電気をつけるんだよ」

「お父さんとお母さんがゾンビになってたら、どうしよう」

「なってないから」

「わたし、お母さんを躊躇わずに撃てるかな？」

　お父さんもちゃんと躊躇うんだぞ。

「うう、怖い。夏の心音聞きたい……」

「電話じゃ無理だって」

「……さっき何の歌を歌ってたの？」

「それはもう思い出さなくていいよ」

　出来れば永遠に忘れてくれ。

　姫乃の家は大きい。普通なら往復できる時間をかけてようやく目的地へと到着した。

「……トイレついた」

「ゾンビはいるか？」

「聞いてみる…………いない……みたい。ありがとう、もう電話は大丈夫」

「おう、良かったな」

　本当に良かった。トイレの中まで付いて来いと言われてたらどうしようかと思った。

「それじゃあね……」

「あ、待って」

「なに？」

　少しだけ苛いら立だちの混じる声で姫乃は尋ねた。トイレを前にして膀ぼう胱こうは排出の準備を開始しているようだ。唐とう突とつに今しかないという気がした。

「来週の土曜日デートしよう」

「デート……？」

　なぜ今聞く？　そんな声で姫乃が繰り返す。

「そう、デート。外で。二人で」

「でも……」

「いいだろ？」

「…………わかった」

　バタンと扉を閉めるように電話は切れた。我慢が限界に達したらしい。なんでもいいからとにかく早く電話を切りたい。そんな逼ひつ迫ぱくが伝わるような切れ方だった。

「……やった」

　電話口で思わず独ひとり言ごちた。

　言えた。言えたぞ。夕方は喉元まで出かかっていた言葉が今はつるりと吐き出せた。何だか、膀胱を人質に取ったようで気が引けるけれどとにかく言えた。

「言えたぞー！」

「うわー、びっくりしたあー！」

　内に収まり切れない喜びを窓から外に放出したら、隣の窓から外を見ていた兎和が大声を上げてひっくり返った。夜中に近所迷惑なやつだ。

「ちょ、なになに？　どうしたん、なっちゃん」

「おお、聞いてくれよ！　来週の土曜日なんだけどさ」

　さっそく電話でのやり取りを報告する。嬉しかった。自分の口で姫乃をデートに誘えたことが、姫乃が応こたえてくれたことが。恋人同士なのだから当たり前といえば当たり前だが、それでも兎和ならこの喜びを共有してくれる。そんな思いでつらつらと喋っていたのだけれど、

「だめ！」

　デート、という単語を聞いた瞬間兎和の表情が硬直した。

「え……兎和？」

「それ、キャンセルして。絶対」

「何ってるんだよ、お前……」

「絶対だめだから。行かせないから！」

「いや、冗談……」

　では、ないのだろう。顔でわかった。兎和の目は本気だ。どこか、怯おびえを孕はらんだ震える眼。

「どうしたんだよ、お前。なんでそんなこと言うんだよ」

「……とにかくダメ」

「兎和！」

　兎和だろう。兎和が誘えと言ったんじゃないか。だから頑張ったんだ。それなのに。

「だって……だって……」

　兎和はそこで言葉を切ると、痛みに耐えるようにギュッと瞼を閉じた。




「だって、なっちゃん………デートに行ける服、一個も持ってないやん」




………なぬ？
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　いやいや。

　何を言ってるんだ、お姉ちゃん。

　僕が？　デート服を持っていないだって？

　いやいやいやいや。

　意味がわからないが？　縄文人じゃないんだぞ。持ってるよ、服くらい。自慢じゃないが、ファッションにはそれなり自信があるんだよ。三み月つきに一回ファッション誌だって買ってるし、お小こ遣づかいも結構な額を服飾方面に費ついやしている。前にクラスメートにその服どこで買ったんだって真顔で聞かれたこともあるくらいだし。そろそろカリスマと呼ばれてもいい頃だろう。つまり何が言いたいかというと、




「デート服くらい売るほど持ってるわーい！」

　さあ、どうだ！　颯さつ爽そうとリビングルームに登場した僕は、さながら東京ボーイズショー in 冬の勝負デート服。テーマは冒険。見えるぞ。沸わき立たつ観衆、ミラーボール、煌きらびやかなランウェイが。

「ねえ、なっちゃん……」

　ほら、後ろ。後ろ姿も見てくれ。イケてるファッション男は、背中に隙すきを作らないんだぜ。

「ねえねえ、なっちゃん……」

　わかってる、小物だろ？　焦あせるんじゃないよ。はい、バッグです。バッグという物があるんです、この世には。シックでポップでモードでカジュアルな中にも冒険を忘れない男の肩掛け鞄かばん、中身は哀愁。

「なっちゃん……」

　ネックレスだってありますよ？　クロスでロザリオな十字架がダガーに首元を彩いろどっています。さあ、いかがですか。審査員の兎と和わさん、評価のほどをお願いします。

「……フラれちゃうよ？」

「手厳しいな！」




　一夜明けた日曜日の朝である。

　朝食を終えた兎和に、何も言わないから飛び切りオシャレをして降りて来いと命じられ、僕はうっきうきで自慢の勝負服達を招集したのだけれど。

　どうも、予想していたリアクションと違うなぁ……。ソファでクッションを抱く兎和は、眉み間けんにグランドキャニオンと見み紛まがうほどの皺しわを寄せながら、そのまま折れそうなほど首をひねった。

「それやったら、ワンチャン何も着てない方がマシかもしれへん」

「そんなわけあるか！」

「いやー、マジマジで」

「何も着てない方がフラれるだろう、絶対に」

「いやー、マジマジで」

「そもそもデートまでに捕まるしね、何も着てなかったら！」

「聞いて、なっちゃん。マジやねんて」

「そんなにか！」

　両肩に手をあてがわれ、真正面から宣告された。その表情に心配の色しか浮かんでいないところが余計に傷つく。ダメージ加工の隙すき間まから露出した両りよう膝ひざが、やけにスースーしやがるぜ。

「なあ、なっちゃん。落ち着いて聞いて。これは由ゆ々ゆしき事態よ。知ってるでしょ、うちはなっちゃんが大好きやねん。世界で一番大好きやの。そんなうちが世界で一番嫌いなのが、そのゴリラみたいなジャケットやねん」

「ゴリラってなんだよ！」

「冗談抜きでそのゴリラ一撃でフラれる可能性があるねんて。ゴリラの横を歩きたい女なんてジャングルにもおらんからさ」

「じゃあ、脱ぐよ！　脱ぎゃいいんだろ、ほら！」

「いやー、それを脱いだとしてもぉ……その下からも色々出てくるしなぁ………その三、四枚の布ゴミのどこに自信を見いだせるのか、うちにはわからへんねん」

「ゴミって言うな、ゴミって！　高かったんだぞ、これ」

「ゴミの買値は知らんけども」

「タグ見て、タグ！　ほら知ってるだろ？　有名ブランド！　これ全部有名ブランドで買ったやつだから！　有名ブランドショップにゴミは置いてないから！」

「どんな高級料亭でも生ゴミは出るよ」

　酷ひどすぎる！　この発言は絶対酷すぎる！　僕だけじゃなくて作ってくれたデザイナーに対しても失礼だもん。

「ほんでなんで男はみんな全身にじゃらじゃら鎖くさりを纏まといたがるの？　雪道走んの？　恥ずかしいよ。全部外して溶かして捨てて欲しいよ」

「イタイイタイ、引っ張んなよ。てゆーか、さっきから辛しん辣らつすぎないか。これでもこの冬一押しのコーデなんだぞ」

「この冬ってどの冬よ」

「え、なにが？」

　心の底からうんざりした顔で兎和が溜ため息いきをつく。

「そのジャケット三年前から知ってますけど。一年目と二年目は押しじゃないのを無理して着てたってこと？」

「あ、いや、それは………」

「二年間我慢して経験積ませて、この冬ようやく一軍に昇格したってこと？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ………」

「育成枠なん、そのゴリラ？　ジャケット育成してゴリラになったん？　大失敗やで、それ」

「もう止やめてくれよっっ！」

　いい加減にしないとそろそろ泣くぞ、僕だって。

「まったく、事前にファッションチェックしといて良かったわ。やっぱり土曜日のデートはキャンセルね。日曜に変更してもらって、土曜日にまともな服を買いに行くと。わかった？」

　くそう、好き放題いいやがって。ゴリラじゃねーし、冒険ジャケットだし。

「わかった、なっちゃん？」

「わかりましたよ！」

　いかにカリスマな僕とはいえ、ファッションに関して女子と戦えるはずがない。渋々、兎和の提案に頷いた。

　………ゴリラじゃねーし。





　　　　※






　とゆーわけで、あっという間に翌週土曜日。

　僕は県内最大全国屈指の繁華街の駅へ一人降り立った。ここで僕は生まれ変わるんだ。少なくとも一撃でフラれない恰かつ好こうへ。テーマはそう、都会に潜ひそむ魔性で行こう。

「そのわけのわからんテーマ性一回捨てた方がええよ」

「うるさいな。帰れよ、何でついて来てるんだよ」

　一人降り立った僕の横にもう一人降り立った兎和に向かって言う。

「何でやないでしょ、なっちゃんを一人でいかせたらまたゴリラ買って帰ってくるやんか。ゴリラの多頭飼いはキツいから。うちがスタイリストとして同行してあげます」

「買ったことねーし、ゴリラなんか！　あれはめっちゃ高くて──」

「はいはい、わかったわかった。とにかく、もう姫しゃまには許可は貰もらってんねんから。今日は大人しくうちの言うこと聞・き・な・さ・い！」

　ＳＵＩＣＡでぺしぺしとおでこを叩たたかれた。くそう、子供扱いしやがって。姫ひめ乃のもなんで許可を出すかな。

　兎和が買い物の同行を申し出た際、真っ先に行ったのが僕を通じて姫乃の許可をとることだった。いかに姉弟とはいえ恋人のいる男を無断で連れ出すわけにはいかないという配慮だそうな。

　兎和に某なにがしかの意識を抱いている姫乃なら難色を示してくれると思っていたけれど、まさか即決でＯＫの返事が返って来ると思わなかった。

　もしかして姫乃も僕のファッションセンスに疑問を持っていたのだろうか？　制服姿しか見てないはずなのに？　そんなことある？

「センスってにじみ出るんよね、あらゆるところに………残酷やわ」

「うるさいわー。ホントうるさい、この人」

「はいはい、拗すねんといて。とにかく今日はうちに任せとき。なんやかんや言ったところでファッションは女の物ですよ。うちがばっちり女ウケのいいお洋服選んであーげますっ！」

　兎和はカードでぺしっとリーダーを叩くと、両足ジャンプで改札を越えた。膝丈のスカートがふわりと舞い上がる。

「…………」

「ん？　どしたん、なっちゃん。はよおいでーさ」

「いや、楽しそうだなと思って」

「むへへへへ、バレた？　さっきからもうワクワクが止まらへんねん。やっぱ上がるよねー、服選びは。女の本能なんかな？」

「そんなもんなのか」

「ああ、あかん！　喋しやべってる場合じゃないわ。はよ行こはよ行こ、時間もったいないで！」

　忙せわしないなあ、もう。

「はい、問題です！　うちが最初に向かう店はどこでしょう？」

「いや、急にどこって言われても──」

「不正解！」

　せめて答えを聞けよ。

「せっいっかっいっはぁー、あそこだ！」

　両手をあげてクルクルと回転したのち、ビシッと兎和が指差したのは女子達がきゃいきゃいと楽しそうに列を作るワゴン売りのクレープ屋。

「時間がもったいないんじゃなかったのかよ」

「甘い物も女の本能なので。ストロベリー生クリームよろしくです」

　しかも僕が買うんかい。なんだ、その敬礼は。




「うまっ！」

　出来立てのクレープに齧かじりつき、兎和はバシーンと目を見開いた。

　どうやら生クリームが売りの店らしく、くるりと巻いた生地の上にクリームがうずたかく盛られている。パッと見は巨大なソフトクリームのようだ。

「うーまー。うまうまうまうまうまうまうまうまうまっ、うーまー！」

　なんだ、その感想は。貧困なボキャブラリーを『うまい』の回数で埋めようとするんじゃないよ。

「なっちゃんも一口どう？　この生クリーム部分食べっ。甘すぎず甘いから」

「それは甘いの？　甘くないの？」

「いいから食べーって。はい、あーん……」

「おい、やめろよ、往おう来らいで」

「と見せかけて、鼻にどーん！」

「ぶへっ！　なにしてんだ、てめー！」

「あははははは！　顔汚なっ！　待って待って、写真撮るから。取ったらあかんで、そのままそのまま………あはははは！　見てこれ、ブっっスぅぅー！　消そ、気持ち悪い」

　この野郎………やりたい放題か。

「よし、クレープかせ。今度は僕が食べさせてやるよ」

「あ、いいです。そーゆーのはカップルでやってください」

「お前はやってんだろ。いいからかせよ」

「ふぐふぐふぐふぐふぐふぐ………よし。食べちゃったわー。ごちそうさま」

　早っぃえー。じゃがりこみたいな速度で食いやがった。しかし、甘い。弾ならまだあるんだよ。ついさっきお前が僕に与えてくれた弾が。

　どっぺりと顔に付いたクリームを、べったりと指でこそぎ取った。

「はい、あーん」

「うわああああああ、汚い！　それはあかんよ、なっちゃん！　それはあかん！　反則やよ！　うちそーゆーの嫌い！　どん引きやわ！　はい、もう終わり終わり！　食べ物で遊ばんときっ。怒るで、ホンマに！　手降ろしっ。いやあああ、ごめんなさい。やめて、ホンマに嫌。ホンマに嫌やから！　あ、はい、怒ったー。もう怒ったー。もういい加減にせんと……いやー、誰か助けてぇぇぇ──」

　大パニックじゃねえかよ、そんなに嫌か。

　ちょっと近寄る真ま似ねをしただけで、泣いて喚わめいて怒って叫んで逃げ回り………あ、ぶつかった。飲み物買ってるお客さんにぶつかった。めっちゃ謝ってるし。跳はねたドリンクを浴びたのだろうか、兎和はハンカチで顔を拭ふきながら戻って来た。

「……なっちゃんのせいやからね」

「おお、すまんな………と見せかけて、どーん！」

「ぎゃああああああ」

　よし、勝った。拭いたばかりのほっぺにどっぷりいってやった。

　復ふく讐しゆうはいつも美しい。

「えぇぇぇん、最悪やー。なっちゃんが最悪やー。メイク落ちたー」

「してねーだろ、メイクなんか」

「えへへへ、バレた？　そうなんです。メイクなしでこの美貌なんです。見直した？」

　褒めた覚えなど一ミリもないのになぜ誇ほこれる。

「ちょっと、いつまで遊んでるのよ。はよ行くで！　時間ないって言ってるのに！」

「何から何までお前が始めたことだろうが」

「あ、占い屋さんやー！　行ってみよー！」

「いや、買い物わいっ！」

　もしかしてこいつ、単に遊びに来たかっただけなんじゃないだろうか。

　飼い主を引っ張り回す犬のような兎和に腕を引かれながら、僕は不安な気持ちを抱かずにはいられなかった。







「はい、なっちゃん！　次はこれ！　このシャツ合わせてみて。んで、次はこれでその次はこれでその次はぁ………よし、こっからここまで！」

「ちょ、多い多い！　一個ずつ持って来てくれよ」

　全然遊びじゃなかった。

　服屋が軒のきを並べる商業施設、その中に一歩足を踏み入れた瞬間兎和の目の色が変わった。目に入る端はしから服を引っつかみ、グイグイと僕に押し当ててくる。シャツの次はパーカー、パーカーの次はトレーナー、その次はセーター、その次はまたシャツ。シャツシャツパーカーセーターシャツトレーナーセーターセーターセーターシャツ……目まぐるしくてひっくり返りそうだが、




「いいやんいいやん！　すごい可愛かわいい。待って、すっごい可愛い！」

「こっちも似合う！　やっぱりなー、絶対合うと思っててん。うん、カッコいい！」

「やーん、これもいいし。ヤバい、顔がニヤける。一生この服着てて欲しい」

「うわー！　こっちもめっちゃいい！　どうしよう、きゅんきゅんする」




　それ以上に、いちいちめっちゃ褒めてくれるので、これはこれで悪い気はしない。

　欲を言えば、もうちょっとだけ声のボリュームを落として欲しいけれど。

　ほら、見てるから。店員さんがこっち見てるから。試着に付き合ってくれているイケメンの店員さんが、「良い彼女ですね」的な目でこっちを見てるから。

　いや、違いますよ。この子はただの付き添いで、僕達は姉弟みたいなもんですから！　必死にそんな視線を送ってみるが、

「いらっしゃいませー、どうぞー」

　店員さんは「あとはお二人でどうぞ」的な笑みを浮かべて接客に戻って行った。全く冷や汗が止まらない。

　しかし、不思議なものだ。僕と兎和の服の好みは全然違う。どっちが優れているとかは置いといて、全然違う。だから兎和の運んでくる服は、ジャンルからして僕の趣味とは真反対なのだけど、

「うん、好き！　めっちゃ好き！　これはぁ、惚ほれ直なおすわぁ。もう一回告っちゃいそう」

　キラキラした目でぴょんぴょん跳ねながら手を叩かれると、この路線も悪くないんじゃないかと思えてしまう。兎和の周りに人が集まる理由がまた一つ理解できた。兎和はとても褒め上手なのだ。

「うわっ、これは似合わん！　ださっ、きもっ！　はよ脱ぎ。えぐいわー」

　と思ったらたまにけなされるから油断がならない。ファッションとはかくも難解な道なのか。




　そんなこんなで、試着を繰り返すこと数十分。

「うん、これで決まりやね。やっぱり、緑よ。なっちゃんには緑が合うわ」

　試着室に立つ僕を眺め回し、兎和は満足げな顔で頷いた。

「そうなのかぁ。前にネットでパーソナルカラー診断やったら赤だったんだけどなぁ」

　鏡に映る自分を色んな角度に動かしながら僕は首を捻る。

「あー、それやっちゃったんや。パーソナルカラー診断って自分でやったらあかんのよ」

「え、そうなの？」

「うん。そーゆーのって、自分でやると願望とか主観が入っちゃうからさ。他人にやってもらわんと。しかも、店員さんとか資格持ってる人とかじゃないと意味ないんよ」

「三年前に知りたかったよ、その話………てゆーか、それ、何持ってんの？」

「ああ、これ？」

　チェック柄のワンピースを体に合わせて笑う兎和。

「えへへ、なっちゃん見てたらうちも自分の欲しくなっちゃって。どう、可愛くない？」

「お、おう。まあ…………か、か、可愛いんじゃ……ね？」

「試着したいから、はよどいて」

　なんだよ、それ。褒めて損した。

　土曜日ということもあり試着室はどれも一杯だ。あまり長居しても他のお客に迷惑なのでさっさと着替えて会計に向かう。

　予定外の出費だが、全身総とっかえした割に支払いは驚くほど安かった。恐らく兎和は値段も考えてコーディネートしてくれたのだろう。ありがたい以外の言葉がない。

　出口までお持ちしますという申し出を遠慮して紙袋を受け取る。さすがに持って来た鞄には入らないので───おっと、鞄忘れた。試着室だ。すぐに取って返して中に入ると、

「──え？」

「──あ」

　もちろん中には半はん裸らの兎和がいた。

「うわっ！　うわっ！　うわー！　なななな、なに？　なにしてんの、なっちゃん！」

「ごごごごごめんごめんごめんごめん！　違う違う違う！　誰もいないと思ってて！」

「ゆゆゆゆゆ、ゆったやん！　試着するって、ゆったやん、うち！」

「いいいいい、言った言った言った！　でも鞄忘れたから焦ってて！」

「だだだだだ、だからって一撃で入ってくる？　カーテン閉まってるよ？」

「だだだだだ、だからそれはそれはそれは───！」

「はよ、出ろやっっっ！　いつまでおんねん！」

「そうだった！　ごめん！」

「きゃー、カーテン開けんといて！」

　どうしたらいいんだよ！　入ってもだめ、出てもだめって打つ手なしだろ、こんなもん！　いや、僕のせいだけどさ、完全に。

「お客様、どうしました？」

　試着室で男女の悲鳴が入り乱れていたら当然店員はすっ飛んで来る。一瞬通報されるかと思ってゾッとしたが、

「あれ、さっきのカップルのお客様ですか？」

　優秀な接客員さんは客の顔だけでなく声までちゃんと覚えていてくれたようだ。

「カップルのお客様でしたら二人で使ってもらっても結構ですよ。また何かありましたたらお声かけてください」

　カーテン越しにそう呼びかけて去って行った。

　試着室に僕と兎和を残して。

「カ、カップルやって………」

　背中を向けて兎和が言う。

「お、おう」

　僕も背中を向けて答える。

「うちらそんなふうに見えてたんやね……」

「ま、まあ、あんなに色々言ってたからな」

　好きとか、惚れ直すとか、もう一回告るとか。

「………………」

　あれ、なんで黙っちゃったの？　たのむよ、今黙らないでくれよ。今黙られると心臓の音が聞こえてしまいそうだ。

　試着室は狭い。壁に張り付くように立たないと背中が触れる。でも壁に張り付いちゃったら、今度はハンガーにかかった兎和の上着に密着してしまう。

　兎和の甘い匂いが鼻をくすぐる。堪たまらず視線を逸らしたら………ヤバい、生足あるやんけ。鏡に映ったやけに白い素足と脱ぎ落とされたスカートが見えて、また心臓が加速した。

「な、なっちゃん、あんま動かんといて。背中が当たる……」

「す、すまん。でも、これどうしたらいいんだ」

「とりあえず下だけでも穿はくから…………穿いたら出てくれる？」

　え、穿くの？　この状況で？　繰り返すようだが試着室は狭い。凹おう凸とつの激しい兎和がスカートを穿こうとしたら多分体が触れてしまう。

「やんっ」

「なんだよ」

「……お尻が当たった」

「仕方ないだろ」

「なっちゃんのお尻に……」

　口に出して言うんじゃないよ！

　くそう、考えないようにしてたのに。そうかさっきケツに当たったあの柔らかみはやっぱり兎和の…………ってほら、考えちゃうじゃん！　もう一回を期待しちゃうじゃん！　いや期待じゃない、警戒だった。もうぐちゃぐちゃだ。どうしてくれるんだよ、責任とれよ。僕のせいだけど。

「ねえ、なっちゃんのお尻ってさあ………」

　まだ言うか、この女。

「うちのお尻と位置一緒なんやね………足短っ！」

「うるせえよ！」




　思わぬ方向から傷つけられたので、着替えを待たずに試着室を飛び出した。





　　　　※






「いやー、なんやかんやあったけど、二人とも良い服買えてよかったね」

　服屋を出ると、兎和は満足そうに紙袋をバフバフと叩いた。

「お、おう、そうだな」

　本当になんやかんやあったけど。むしろなんやかんやの方ばっかりで記憶が塗りつぶされてるけど。

「楽しかったなー。でも疲れたなー。服選ぶと疲れるよねー、喉のども渇かわくし」

「あんなにはしゃいで喋ってたら疲れるわ、そりゃ」

「うーん、そうなんよねー。疲れんのよー、喉渇くし。あー、座りたいなー」

　兎和は上半身を捻って紙袋をぶんぶん振り回すと、

「なに？　なっちゃん、お茶したいの？」

「いや、言ってない言ってない」

「しゃーないなー、連れてったげるわ」

　さっさと先に立って歩き始めた。

　すごいな、今の流れで僕が誘ったことになるのかよ。とはいえ、着替え中に突入しちゃったし、休日潰して服を選んでもらったし………。

「待てよ、兎和」

　お茶ぐらい奢おごるべきなのだろう。思い直して僕は兎和の背中を追った。







「これでいいですね？　では、魔法をかけるとあなたが選んだカードだけ表に向きます」

「うわー、すごい！　見た？　なっちゃん見た？　すごない、ホンマに魔法やん？　見て見て！　ほら、見てって！」

「イタイイタイ。叩くな、見てるから」

　……お茶だけではすまなかった。

　土曜日の昼さがりはどこのカフェも休憩を求める人で一杯だ。比較的空すいているからという理由で兎和が飛び込んだのは、手品と喫茶が融ゆう合ごうしたマジックカフェ。二、三人のマジシャンがテーブルを回って手品を披露するというシステムなのだが、

「それでは、あなたが選んだそのカードが！　はい、財布を見てください」

「財布？　普通ポケットですけど？　噓や噓や、そんなん出来たらもうダンブルドアやで、そんなん絶対………あるー！　きゃー、グリフィンドール！」

　めっちゃハマってんじゃん、兎和。てゆーか、うるせーし。

「次次次次次次次！　次お願いします、ダンブルドア様！」

「ごめんなさーい。そろそろ次のテーブルに回らなきゃいけないんですー。ごゆっくりおすごしくださいねー」

「あー、行かんといてー！　もう一個だけ！　もう一個だけお願いしますー！　ショートバージョンでいいからー！　ああ、行ってもうた。はー、叫びすぎて喉渇くわ」

　喫茶店で喉渇くなよ。兎和は去って行くマジシャンを名残なごり惜おしそうに見つめつつ、ミルクティーのストローを咥くわえた。

「味薄っ。マジックとフードのクオリティ差がえぐいな」

「大声で言うな、そんなこと。てゆーかさ、兎和ってこういう店ってよく来るのか？」

　ビルの四階、壁も柱もテーブルも黒で統一された薄暗い店内をキョロキョロと見回した。

「ん？　マジックカフェってこと？　初めてやけど」

「初めてでよく入れたな」

　中の見えない扉の時点で、僕一人ならまず入らないタイプの店である。

「ああ、うち入りづらいとかそういうのないんよ。看板も暖簾のれんも出てないこだわりこじらせたラーメン屋さんとか平気で入って行けるしね」

　民家の可能性あるぞ、そこ。

「いやー、でも初めて入ったけど楽しいね。めっちゃ盛り上がるやん」

「ああ、うん。そうだな……」

　それは多分兎和だからだ。

　褒め上手の兎和はそれ以上に盛り上げ上手でもある。本人は無意識にやっているのだろうけれど、兎和のいる場所はいつも隣となりのグループが嫉しつ妬とするほど盛り上がる。

　現に別のテーブルに移ったマジシャンは、何をしても全く無反応の客を相手にして落差に戸と惑まどっている様子だ。

「リアクション悪いなー、あの人。あんな寒い客ほっといてさっさとこっちに来てくれへんかなー」

「あんまりジロジロ隣を見るなよ」

「いいやんか、別に。なっちゃんは楽しくないの、マジック？」

「んー……正直楽しい」

「えへへー。せやろ。あ、でも明日のデートでこの店は使わんほうがいいかな。最初のデートにトリッキーなことはいらんから。ベタでいいの、ベタで」

「そんなもんか」

「そんなもんやの。女子は。ベタにオシャレしてぇ、ベタなお店回ってぇ、ベタにお茶して、ベタにスイーツ食べて、シメはベタに観覧車って感じ？　ひゃー、サイコー」

　楽しそうに指折り数え、最後にガタガタと椅い子すを揺らしながら笑う兎和。それはまるで太陽の下で咲き誇る向日葵ひまわりのような笑顔だった。

　兎和を兎和たらしめる笑顔。僕が物心ついた頃からずっとそばにあった笑顔。心をふっと軽くさせる笑顔。

「いや、それほとんど今日やったことじゃねーかよ」

「え？」

　その笑顔が、すっと曇くもった。まるで身勝手な旅行者に花弁を毟むしられたかのように。

「……ほんまやね、今日と一緒やん」

「どうした、兎和？」

「……ううん。なんでもないよ」

　そう言って兎和はアイスミルクティーのストローを吸った。グラスはもうとっくに氷だけになっている。顔を見られるのを避けるようなそんな飲み方に見えた。

「ねえ、なっちゃん。覚えてる？　保育園の頃、なっちゃんすっごい泣き虫やったよね」

「なんだよ、急に」

「ユッコさんと離れるのが寂さびしいって泣いて。お迎えが来るまでずっとうちが手握ってあげたよね」

「そんなことあったっけ？」

「……あったよ」

「そうか」

「小学校の時も寂しがりでさ、一人で帰りたくないって放課後いつも一緒に帰ったよね。うちが委員の仕事で遅くなった時もずっと校門のとこで待ってて」

「ああ、それはあったかも」

「そん時に比べればなっちゃんはとても強くなりました。もう泣き虫じゃないし、寂しがり屋でもないね」

「当たり前だろ。高校生にもなって一人で帰れなかったらヤバいだろ」

「……ホンマに素敵になったよ。なっちゃん」

「………」

　なんと返していいかわからずグラスの氷をかき混ぜていると、兎和はピアノでも弾ひくように十本の指をテーブルの縁ふちに重ねた。

「うちな、時々思うねん。幼おさな馴な染じみじゃなかったらよかったのにって……」

「え？」

「幼馴染みじゃなくて、お姉ちゃんじゃなくて、高校ぐらいの時にフッとやって来て、フッと奪い去って行くような、そっち側の人になりたかったなって……」

　奪う。その言葉を初めて口にしたことに兎和は気づいているのだろうか。

「ああ、でも。幼稚園の時のなっちゃんを知らんのも嫌やなぁ」

「………」

「幼稚園のなっちゃん、小学生のなっちゃん、中学生のなっちゃん、高校生のなっちゃん…………全部欲しいのは贅ぜい沢たくなんかな？」

「兎和……あの……」

「そろそろ行こっか」

　僕の言葉を打ち切るように、兎和は俯うつむいたまま席を立った。つられて僕も椅子を引くと、

「あ、お帰りですか？　じゃあ最後に一つマジックをどうぞ」

　兎和のリアクションのよさに気を良くしたのだろうか、先ほどのマジシャンが引き留めて来た。

「お会計を待つ間にすみますから。好きなカードを１枚ずつ引いて、それぞれにサインをしてください」

　言われるままにカードに名前を記して束に戻すと、マジシャンは慣れた手付きでシャッフルし、

「あ、大変！」

　わざとらしい驚き顔を作ってみせた。

「お二人の愛が強すぎて、二つのカードがくっついちゃいました！　記念にどうぞ」

　多分、それはカップル用の鉄板ネタなのだろう。

　マジシャンが満面の笑みで差し出したカードには、別々に書いたはずの僕達のサインがハートマークで一つにくくられていた。





　　　　※






　振り絞るような笑顔でマジシャンからカードを受け取った兎和は、最後に一つだけ行きたい場所があると言って返事を聞かずに歩き出した。

　夕日に向かって黙って歩く兎和がようやく足を止めたのは、

「え、ここって……」

　出来たばかりのビルの前。

　その屋上に建つ大きな赤い観覧車を僕は見上げた。

　流行に疎うとい僕でもさすがにこれは知っている。二人で乗れば別れないと言われるカップル御ご用よう達たしのデートスポット、どこぞの修学旅行先の阿あ修しゆ羅ら像ぞうと同じ類たぐいの恋の聖地だ。

「……これ、乗りたい」

　マジシャンに貰ったカードの角をぴんぴんと指で弾きながら兎和は言った。

「まだ乗ったことないねん。ここだけよ、うちが唯一入るのに躊躇ためらう場所は。乗るならなっちゃんとって決めてたから」

「でも、これは………」

「お願い、なっちゃん」

「………」

「お願い、これが最後やから………お願い」

　夕日を浴びてそう言う兎和の顔は、一週間前の修学旅行の夜まで僕が知らなかった顔だった。




「ごゆっくりいってらっしゃいませ」

　外からガチャリとロックを施されると、狭いゴンドラに空調とモーターの唸うなりが満ちた。クッションのない固い椅子に腰を落ち着け上昇を待つ。

「うわ、高っ！」

　耳元で兎和の興奮した声が弾けた。

　ビルの屋上に建つ観覧車は出だしの時点でもう高い。薄いスモークの張った窓から、普段は目にすることのないビルの屋上や駅の屋根が見下ろせた。

「うわー、すごっ。屋上汚っ。お、可愛い子発見！　へー、駅前の道って歩いてる時は真っ直ぐに思えたけど、上から見たら結構グネグネなんやね」

「そ、そうだな」

　答える声が微かすかに震えた。

　なぜだろう、いつも乗ってから思い出す。僕は観覧車が怖いんだ。

　高いのは平気だ。けれども、どうしても鉄骨の強度が信頼できなくなる。塗装の禿はげたボルトなんかが目に入るとゴンドラが落下したらとか、観覧車ごと横倒しになったらと想像してジワリと背中に汗が滲にじんでしまう。誰かとわいわい喋りながらならまだマシだが───今日みたいに一人で乗っていると尚なお更さら怖い。

「いやー、それにしても係員の人、めっちゃ困惑してたよね」

　電話口から兎和の笑い声が漏れてきた。

「そりゃあ、困惑もするだろうよ」

　二人組でやって来て一人ずつ別々のゴンドラに乗りたいなんて言い出したら。僕だって驚いたくらいだ。

「本妻の姫しゃまを差し置いてうちが一緒には乗らへんからね、これでお話だけしましょうよ」

　冗談めかした兎和の声が耳をくすぐる。

　ゴンドラはゆっくりゆっくりと上昇を続けていた。

「はー、でもやっぱりすごいきれいやね。夜やったらもっとロマンチックなんやろうなぁ。そりゃあカップルも乗りますわ。キスもしたらいいですわ」

「何目線のコメントなんだよ」

「これで明日のデートは完かん璧ぺきやね。ラストはこの観覧車で決まり。ビビリのなっちゃんでも前日に一回乗ってたら本番はマシになるんちゃう？」

「な、ビビッてねーし！」

　なんで、バレた。声しか聞こえてないはずなのに。思わず一つ後ろのゴンドラを振り返ってしまう。

「バレてへんと思ったん？　なっちゃん乗る前から顔がん面めん蒼そう白はくやったやんか」

「そ、そんなことねーし！」

「どうする？　観覧車止まったら？　今日風強いからありえるでー」

「ママママママ、マジで？」

「あはははは、動揺しすぎやって。ホンマ噓へたやなあ。可愛い」

「むぐぐ、うるせーわ」

「あ、拗ねた。めんどっ」

「もう切るぞ」

「あ、なっちゃん、見て見て！　何あれ、すごい！」

「え、なになに？　どこ？」

「あそこあそこ！　山のところ。うわー、珍しい………夕日やで」

「毎日見てるわ！」

「あはははは」

　耳元で兎和の笑い声が跳ね回る。笑顔が想像できるような表現力に富んだ笑い声だった。

「うちなぁ、夕日好きやねん。なあ、あん時も夕日が綺き麗れいやったよね。なっちゃんがふざけてプロポーズして来た時」

「またその話かよ。そんなことしてないって言ってんだろ」

　飛び切りウンザリした声で僕は答える。

「えー、まだ忘れてるん？　ショックなんですけど。ほら、めっちゃ変なカッコしてさあ、結婚してくださいって噓で言ってくれたやん。エイプリルフールに」

「ないない」

「あるって！　うちが修学旅行の夜に結婚しよとか言ってもーたのもそのせいやねんから。冗談の告白を本気で返すみたいな。ホンマのホンマに覚えてないん？」

「覚えてない」

「噓や噓や。絶対覚えてるよ」

「覚えてない。知らないから」

「噓やー！　噓って言えや。ショックやねんぞ、結構」

「……それはこっちも一緒だよ」

「え、なんて？　ごめん、風の音が強くてよく聞こえへんかった」

　まったくもう。

　なんでこいつは、肝かん心じんなことをいつもいつも聞き逃すのだろう。

　あの時だってそうだった。




「あれ、なっちゃん？　聞こえてる？　切ってないやんね？」

　わかれよ。お前の言ったとおりだよ。僕は噓がヘタなんだよ。エイプリルフールだからって噓なんてつくわけないだろう。




「あ、見て、なっちゃん。もうすぐ頂上やで………」

　ふざけて告白なんかしていない。




「明日は、ちゃんとここで姫しゃまとキスするんやで……」

　結婚しようなんて冗談なんかで絶対言わない。




「そしたら、二人は永遠に結ばれるから………」

　あれは僕の本気のプロポーズだったんだ。




　オシャレな兎和からしてみたらふざけた恰好に見えたかもしれない。けれど、あれは僕なりの精一杯の正装だったんだ。弟としてしか見てくれない兎和に、なんとか男として見てもらえるように。




「なっちゃん、明日はうちのことなんか気にせずに、目いっぱい楽しんできてね」

　ゴンドラが頂上を越えて下降に入ると、兎和の乗るゴンドラが徐々に視界にせり上がって来た。




「いっぱい楽しんで、いっぱいイチャイチャして、お互いもっと好きになるの」

　僕に背を向けて座る兎和。

　その小さな背中が徐々にせり上がって来る。




「そういうの、すっごい素敵やと思う」

　泣いているのがすぐにわかった。




「良かったね、なっちゃん。素敵な彼女ができて。うちはなっちゃんも姫しゃまも大好きやから。二人が結ばれてくれたらすっごい嬉うれしいよ」

　兎和は泣いていた。

　とめどなく溢あふれる涙を拭いながら、言葉と言葉の間に嗚お咽えつを隠しながら。




「キスかー。できるかなー。なっちゃんヘタレやからなー。あははははは」

　声だけが、相変わらずの明るさで電話口で跳ねていた。




「兎和……」

「なっちゃん………」




　僕のゴンドラはゆっくりと下降を始めている。

　入れ代わりに兎和のゴンドラが頂上に到達する、その五秒前。

　僕のゴンドラが頂上を通過した五秒後。
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　僕と兎和の高さがちょうど一致する瞬間。

　二つのゴンドラが同時に頂上になる、その瞬間。




　大好きやで……。




　兎和は無言でスマートフォンに口づけした。




　僕も兎和が大好きだった。

　確かに、あの時まで。





　　　　※






「あー、楽しかったー！　一周十五分って意外と短いなー」




　係員が扉を開くのを待って、兎和がぴょんと飛び降りて来た。

　いつも通りの向日葵のような笑顔を咲かせて。

「うん、そうだな。あっという間だった」

「……とか言って、めっちゃビビッてたんちゃうの？」

「はあ？　ビビッてねーし！」

　いつも通りの兎和の軽口に、僕はいつも通り反論する。

「あー、あー。お腹なか空いたー。なっちゃん何か買ってー。買い物付き合ったお礼に」

「嫌だよ。もうお茶奢っただろ」

「あ、肉まんや。あれ食べたーい」

「夕飯まで我慢しろ、デブ」

「うっさい、ブス！」

　そして、いつも通りぎゃーぎゃーと罵ののしり合あいながら僕達は観覧車乗り場を、恋人達の聖地を後にした。

　何もかもが観覧車に乗る前と変わらない、僕と兎和。




「なっちゃんの、ばーか！」




　ただ一つ、べーっと舌を出す兎和の顔には、観覧車に乗る前にはなかったはずの念入りなアイメイクが施ほどこされていたけれど、そんなこと僕は気づかなくていいはずだ。
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「……え、何これ？」




　翌、日曜の昼食後。

　自室の姿すがた見みには全身新品の洋服を纏まとった、顔がん面めん蒼そう白はくの男が映っていた。

「え？　え？　ちょっと待って。こんなだったっけ？」

　あわあわと鏡の前で体の向きを変えてみる。

　右を向いたり、左を向いたり、片足を上げてみたり。ファイティングポーズからのカンフーポーズ、ヨガの構え、バスケのシュート、どんな姿勢をしてみても……。

「ダサくない、この服装？」

　おかしい。おかしいぞ、これ。なんだよ、この冴さえない恰かつ好こうは？　昨晩まで眩まばゆいばかりのオシャレオーラを放っていた兎と和わセレクションの服達が、寝て起きたらまるで十年着古したボロ布きれのように萎しなびている。どしよう、吐きそうだ。待ち合わせまで後十五分なのに。やっぱり自分で選んだ方が良かったんだろうか。この冬一押しのゴリラ──もとい冒険ジャケットにご登場願うべきなのだろうか。そうだ、それしかない。

「なっちゃん、まだ出かけんでいいの？」

　ノックもなしに兎和が部屋に入って来たのは、プレッシャーに負けた僕がクローゼットに手を伸ばそうとする寸前のことだった。兎和はドアノブに手をかけたまま、スキャンするような視線を頭の先から踝くるぶしまで走らせ、

「いいやん。めっちゃカッコいいで、なっちゃん」

　飛び切りの笑顔でそう言った。

「ママママママママママジで？　ほほほほほほほほ、ほんとにそう思う？　なあなあ！」

「うわぁ、怖っ。なに？　どういうメンタルなん？」

「だだだ、だって、これ本当に大丈夫？　オオオ、オシャレか、僕？　フラれないか？」

「うろたえすぎやって。自分で見たらわかるやろ」

　兎和は僕の体をくるりと回転させると、姿見に正対させてポンと背中を叩たたいた。

「ほら、男前。自信持って。姫しゃまもメロメロ間違いなしやから」

「お、おう。そうか」

　兎和の言葉はまるで魔法だ。呪のろいを解かれた衣服達が一いつ斉せいに輝きを放ち始める。

「じゃあ、行ってくるわ」




　魔法使いに送り出されるシンデレラのように、僕は家を後にした。





　　　　※






「あ、いた………姫ひめ乃のだ」




　そして、電車から降りた瞬間、また別種の魔法にかけられた。

　待ち合わせの改札口に姫乃の姿を見つけたからだ。

　何やら真剣な表情でスマートフォンの画面を睨にらみながら、前に見たのとはまた違うもこもこのコートを纏い、ふわふわのスカートを穿はいて僕を待っている。何分ファッション業界にも住宅業界にも疎うといので何ＬＤＫの家賃に相当するのかはわからないけれど、とにかく高そうな出いで立たちだった。

　そして、やっぱり抜ばつ群ぐんに可愛かわいい。

　柱の映画ポスターに被かぶる形で立っている姫乃は、隣に映る女優さんにも見劣りしていないと言い切れる。

　またぞろ、不安の虫が湧わいてきそうだ。あんな可愛い子と、この僕が釣り合っているはずがない。声をかけることが躊躇ためらわれる。我が家のチャイムが一時間押せなかった姫乃の気持ちがようやくわかった。勇気をくれよ、兎和セレクトの魔法のコーデ……。

「……あっ」

　姫乃の視線が僕を捉とらえた。

「よ、よう、姫にょ！」

　いきなり嚙かんだし、最悪だ。

「ごめん、待ったか、姫もょ……じゃない、姫にょ……じゃなくて、姫ぎょ」

　もう全然言えないし。どういうバグだよ、開幕から彼女の名前が言えなくなったんだけど。

「な……な……な……」

　ヤバい、めっちゃ混乱させてるし。すまん、姫みょ──って、噓うそだろ？　心の中でも言えねーよ。

「な……な……な……なちゅ！」

「え？」

　いや、お前も嚙むんかい。向き合って互いに少し吹き出した。姫乃は少し赤くなり、仕切り直すように咳せき払ばらいをすると、

「ふ、ふ、ふ、服……」

　ん、服？

「カッコいい……よ？」

「え？」

「きょ、今日の夏なつの恰好、すごくいい……か、可愛い。きゅ……んきゅんする……」

「お、おお……ありがと」

「オシャレで、素敵で、えっと、あと、なんだっけ……そう！　一生着てて欲しい……くらい素敵、です……惚れ直す」

　おおい、なんだなんだ。初手からめっちゃ褒めてくれるじゃん。やべえ、嬉うれしいんだけど。ありがとうございます、兎和様。全てあなたのおかげです。

「いや、褒めすぎだってテレるわ。もう行こうぜ。姫乃どこか行きたいとこある？」

　おかげで名前も嚙まずに言えます。

「う、うん……わたし……行きたいところがある……んだけど、いい？」

「いいよいいよ、行こう行こう。今日は積極的だな」

「……準備してきたから」

　準備？

「……さ、こっち」

　そう言うと、姫乃は普段に似合わぬ敏びん捷しようさで駆け出して、「えいっ」と改札にジャンプして、

　──ビコーン！

　と閉じるハネに跳ね返された。

「ぎゃんっ」

「大丈夫か、姫乃！」

　カードをタッチしなかったらそりゃ閉まるだろ、改札機は。そんなことも忘れるほど行きたい場所なのかよ。

　何はともあれ、今日の姫乃は色々と気合いが違うようだ。







「え、あそこなの？」

　思わず指さす先を二度見した。

　改札を出た姫乃が示したのは、今日も今日とて女子達がきゃいきゃいと楽しそうに群がる行列──。

「……一度行ってみたかったところ……なの」

「そうなんだー。へー、姫乃がー。やっぱ女子ってそうなのかー」

　つい昨日、僕と兎和が立ち寄ったワゴン売りのクレープ屋である。

「姫乃ってスイーツとか興味あったんだ？」

　食べ物全般興味ないと思っていたけれど、甘いものは別なのか。

　姫乃はコートのポケットからまたスマートフォンを取りだすと、ツイツイと指を滑らせて、

「ス、ス、ストロベリー？　……生？　……クリーム？　を。食べたい」

　全ての単語にクエスチョンマークをつけながら、お目当てのメニューを読み上げた。




「おー、これが……クレープ」

「初めて見たのか？」

　苺いちごと生クリームがこれでもかと盛られたクレープを、姫乃は新種の動物でも見るような目で眺ながめまわした。

「……見てるだけでお腹なかいっぱいになりそう」

「ああ、ちょっとわかる。でも食べた方がいいぞ」

「……うん、頑張る。どこから食べたらいいんだろう」

「てっぺんやや下だよ。そこしかない」

「……やや下？　うん、わかった」

　しばし迷ったのち、姫乃は恐る恐るといったふうにクリームに横から齧かじりついた。

「……まむっ。クリームが鼻に付いちゃった」

　はい、百点。その画えが欲しかったんだよ、姫乃さん。こちらの要望にここまで完かん璧ぺきに応こたえてもらえるとは。見てください、皆さん。絵に描かいたように鼻にクリームを乗せているのが僕の彼女なんです。

「どう、味は？　美味しい？」

「うん………甘すぎず、甘い」

「だからどういう味なんだよ、それ」

「夏っっ！」

「うわぁ、何？」

　突然長い髪を振り乱し、ぎゅるんと姫乃が振り返った。

「な、な、な、夏……今何て言った？」

　え、何？　何て言ったっけ、僕？

「あ、味が知りたいって……言った？」

「あー、う、うん、言ったかもだけど」

「あ、あ、味が………知りたい……のね？」

「姫乃？」

「あ、あ、あ、味が知りたい………のよね」

　怖い怖い怖い、急に何が始まったんだ。

「あ、あ、あ、味が知りたいのなら………ど、ど、ど、どどどど……どうぞ」

　まるで内臓でも差し出すように、震える手付きでクレープを差し出す姫乃。

「あ、僕はいいや」

「なんでっ？」

　断ったら聞いたことのないような悲鳴を上げた。

「いや、なんでって言われても……」

　そんなにびっくりすることか？　だって、味は知ってるし、何か怖いし。

「そ、そんな！　そんな！　こ、こ、困る……そんな……ひ、一人じゃ食べきれないし……せっかく練習したのに……」

「練習？」

「あぅ……と、とにかく！　夏も食べて！　お願い！　お願い！」

「わ、わかったわかった。食べる食べる。食べるから落ち着いて」

「よ、よかった。じゃあ、わたし…………………頑張るね」

　何を？　怖いんだけど。何を頑張る気？　それ持ち方あってるか？　まるでナイフでも握っているかのような息いき遣づかいなんだけど。

「夏………行くよ」

「よし、一回やめよう」

「あ──んっっ！」

「待っ、早っ──ぐえぇぇ！」

　宣言通り姫乃は驚異の頑張りを見せた──主に速度の面で。結果大きく手元を狂わせて、生クリームは右の眼球に突っ込んだ。

「いってー！　いってー！」

「ご、ごめんなさい！　手が滑すべって。あ、ティッシュある！　今、拭ふくからじっとして」

「いたたたたたたた！　沁しみる沁みる！　ウェットティッシュじゃない？　それウェットティッシュじゃない？　余計沁みるってー！」

　なんだこれ、開始五分で地獄じゃないか。

「大丈夫？　ごめんなさい、こんなことするつもりじゃなかったの」

　なら良かった。狙ってやったのなら大問題になるところだったよ。

「……本当は鼻に入れるつもりだったんだけど」

　なるほどなるほど、目に入れるよりはずっといいや。

「本当にごめんなさい。はい、拭けたよ。じゃあ行こっか。わたし行きたいところがあるの………いい？」

　凶器と化したクレープを持って首を傾かしげてみせる姫乃、相変わらず鼻に乗せたクリームが可愛いので言いたいことは飲み込んだ。





　　　　※






「……どう……かな？　これ」




　姫乃は右手に持った茶色のスカートを腰にあてがい、僕の方を振り向いた。

「おお！　いいんじゃない。似合うよ、よく」

「そう……こっちは？」

　着せ替え人形のように、サッと左手に持ったこげ茶色のスカートに入れ替わる。

「うん、いいと思う。すごーく」

「………どっちが似合う？」

　でたぁぁ──っっ！

　恐れていた質問が恐れていた通りに飛んで来た。

　クレープを（ほとんど僕が）食べた後、姫乃は服屋に行きたいと言い出した。

　僕の了承も得ずに足を踏み入れたそのお店は、前回今回と目にした姫乃の服装とはかなり価格帯に差があるようにも思えたけれど、本人は特に気にする様子もなくディスプレイを見回し、目に付いた茶色のスカートとこげ茶色のスカートのどちらが似合うかという身も凍こおる二択を投げかけてきた。

「うーん。どっちかなー。どっちもいいけどなー。どっちも同じくらい似合うよなー」

　つまり、どっちも全く同じに見えるんだよなー。

　昔、ネット記事で読んだことがある。女子が服屋で二択を迫って来る時、九割がたその子の中で答えは出ているらしい。欲しいのはアドバイスではなく後押し、だから見るべきは服ではなく女の子の顔色なのだという。さあ、どっちだ。

「……こっちと………こっち」

　びっくりするほど表情が変わらないな。リアルの判はん子こ絵え初めて見た。くそう、こうなりゃ勘かんだ。

「こっち……かな？」

「………本当に？」

「うん」

「…………本当に？」

「う、うん」

「………………絶対に？」

「ど、どうだろう」

「……試着しなくても、いい？」

「し、してきたら？」

「……わかった」

　圧がすげえな。試着したかったんならそう言ってくれよ。

　スタスタと試着室に向かう姫乃。「頑張るね」、そう言い残してシャッとカーテンを閉じた。

　何を頑張る気なんだろう、試着室で。まるでアイアンメイデンにでも入るかのような悲壮な顔つきだったけど。いや、アイアンメイデンといえば、この店自体が僕にとってはもう拷問のようだ。

「いらっしゃいませー、どうぞー」

　店員さんのニヤニヤとした視線が針のように刺さってくる。

　まさかのまさかだ。駅前のクレープ屋に続き、服屋まで昨日の兎和と同じ店を選ぶなんて。これどうなんだ？　一日前に女性連れで来た店に、次の日また別の女性と訪れるって、これは人としてどうなんだ？

「しゃっせー、どうぞー」

　……いるしなあ、同じ店員さん。

　なんかニヤニヤしながらこっち見てるし。「やるじゃない、お客さん。どっちが本命なんですか？」的な目でこっちを見ているし。冷や汗が止まらない。あんまりこっち見ないで欲しいんだけど。ん、なんだ、あのゼスチャーは？　唇くちびるに人差し指を当ててからのサムズアップ？

　──俺、口固いから。

　──大丈夫ですっっ。

　じゃないんだよ！　もう嫌だ、帰りたい。

「……夏」

「うわー、びっくりしたあ！」

　不意に声をかけられて、ろっ骨が折れるくらい声が出た。

「……スカート穿き終わった」

「お、おう、そうか。どんな感じ？」

「じ、自分だとよくわからない……」

「そっか、僕も見ていい？」

「じゃ、じゃあ手………」

　ん、手？

　言われるままに手を伸ばすと、

「──うわっ」

　と、言う間に試着室の中に引きこまれた。

「ちょ、何をしてんだよ、姫乃！」

「じ、じ、じ、自分じゃわからないから……な、夏に見て欲し……くて」

「じゃあ、カーテン開けたらいいだろうよ。なんで引き入れた？」

「だ、だめ……思ってたより丈が短かったから……な、な、夏以外に見られるのは、は、ははは、恥ず恥ず恥ず、恥ずかしい……」

　今でも充分恥ずかしそうに見えますが？　もう少しでも鼓動が弾はずめば胸が触れ合うような距離で、姫乃の顔は風呂でも入ったかのように汗まみれだ。

「どう？　このスカート……？」

　どうもこうもない、近すぎてわかんない。あと確かに、短い。姫乃の細い太ふと腿ももがかつてないほど剝むき出だしだ。

「どう？」

「似合う似合う！　似合うからもうそれで行こう！」

「だめ………次のスカートも……今から穿くから……ちゃんと見てて」

「は、は、穿くって何？　その上からもう一枚穿くってこと？」

「………脱いで穿く」

　マジで言ってんのか！　どうしちゃったんだよ、姫乃。お前そんなことするやつじゃないだろう。今日はずっとどうしたんだ。

「目……瞑つむって」

　瞑ってますとも、言われなくても。我ながら情けない話だが、姫乃の手がホックに伸びた瞬間反射的に瞼まぶたは閉じていた。

　しかしながら、人間の耳は大したもんだ。見えなくても音だけで充分状況が伝わってくるのだから。

　ホックに手をかける音、荒い息を精一杯殺そうとする音、唾つばを飲み込む音、弾はじけそうな心臓の音、そして、カチッとホックを外す音が……………。

「……ふぅぅ」

　ホックを外す音が………………。

「……あぅぅ」

　外す音が…………………。

「……まむぅぅ」

　聞こえてこないな、いつまでたっても。代わりに聞こえてくるのは、姫乃の今にも崩れそうな震えた声。

「……な、夏」

「どうした？」

「夏………」

「なんだよ」

「や、や、や……………やっぱり無理ぃぃ……」

　そうだろうなあ！　姫乃はそうだろうよ！　安心したわ、むしろ。

「ど、どどど、どうしよう……恥ずかしい……こんなの無理ぃ……」

「ちょっと落ち着けって、姫乃」

「嫌、見ないで！　お願い、夏。目を瞑ってて、絶対開けないで！」

「わかったわかった。絶対に開けないから落ち着いて」

「きゃあ！　誰か、足触った！　夏なの？　何で？　きゃあ、あ、違う、わたしの手だ」

　もう大パニックじゃないかよ。なんでこんな柄にもないことしちゃったんだ。

「ごめんなさいごめんなさい、夏、やっぱり外に出て」

「わかった。カーテンは開けていいんだよな？」

「……誰にも見られないように……して」

「努力はするけど」

　誰も外にいないことを祈りながら、僕は僕なりの最速で試着室から転げ出ると、




「おつかれさまでしたー」




　例の店員さんがしっかりと外で待ち構えていた。





　　　　※






「はあ………死にたい」

　エレベーター前の休憩スペース、ピンク色のソファに腰を掛けて、姫乃はレモンの香りの混じる溜ため息いきを吐き出した。

「……もう、あのお店にはいけない」

　つんと唇の突き出された顔は、まだまだ赤みが引く気配はない。

「いや、普通に行けると思うけど」

「無理、絶対無理」

「別にあそこじゃなくて系列店なんてどこにでもあるしさ」

「無理、連絡が回ってる。試着室に男連れ込む痴ち女じよがいるって………お触ふれが回ってる」

　お触れっすか。また変なこと言い出したな。

　そもそもあそこはカップル試着ＯＫの店なんだけど。何度言い聞かせても、姫乃は萎しおれた花のようにぐりぐりと壁に頭を擦すりつけて無限に溜息を吐き出し続ける。

「ごめんなさい、夏……変なことに巻き込んで……」

「あー、いや、僕は全然いいんだけど。それより姫乃こそ大丈夫か。心音聞いとくか？」

「……うん、聞きたい」

「つーか、大丈夫なん、これから？」

「……これから？」

　パチクリと目を瞬またたかせて尋ねる姫乃。

「うん、なんか今日、ずっと様子が変だからさ。もしかして体調とか悪い？」

「そ、そんな全然！　わたしはいつも通り……だよ」

　弾かれたようにぶんぶんと手を振る姫乃だが、あれがいつも通りだとしたらその方がむしろヤバい。

「無理すんなって、体調悪いんだったら出歩かなくても僕の家とかもでもいいんだぜ」

「夏の……家」

「うん、よかったらだけど。今日も親いないし──」

「……やっぱり、兎和ちゃんがいいの？」

「え？」

　思わず口ごもったのは、一瞬僕を見上げた姫乃の瞳ひとみに見たことのない色が宿っていたからだ。怒りとも恐れとも付かない暗い色。

「姫乃？」

「………何でもない、もう行こ」

「ちょっと、待って。今何て──」

「いいから……行こう。今日は絶対に行きたいところが………あるの」

　出しかけた聴診器を乱暴に鞄に放り込み、スタスタと歩き始める姫乃。有無を言わさぬ後ろ姿がついて来いと言っている。

「姫乃？」

「早く……行こ」

　振り返った姫乃の顔はいつも通りの鉄壁の無表情で、心の内は何も読み取れなかった。





　　　　※






　そして、二十分後。

「はい、一番下に置いたあなたのカードがぁ………一番上に上がってきました！」

「わー。すごーい」

　……いやいやいや。




「さあ、あなたの選んだカードは………ポケットをご覧ください？」

「わー。入ってるー。魔法みたいー」

　……いやいやいやいやいやいや。




「私の合図でぇ、はい、カードの模様が全てあなたの選んだカードになります」

「すごーいすごーい」

　……いやいやいやいやいやいやいやいやいやいや。




「夏…………マジックカフェって不思議だね」

「ごめん！　ちょっとトイレ行ってくるわ！」

　僕は堪たまらず席を立った。




「不思議ですむかーいっっ！」

　扉を閉めた途と端たん、喉から抑えていた感情が零こぼれ出でた。洗面台の鏡にトイレで大声を出す非常識な男の、笑えるほど引きつった顔が映っている。

　なに、これ。マジでなんなんだ。いったい何が起こってるんだ。

　いや薄々ね、おかしいなとは思ってたんだよ。最初から姫乃らしくないチョイスの連続だったから。食べ物に興味がないくせにクレープ屋に行きたいとか、価格帯に合わない服屋で試着したいとか。それでも女子ならあり得ない範囲じゃないかとギリギリ飲み込んで来たけれど………ここは、絶対におかしい。

　姫乃が迷いのない足取りで導いたのは雑居ビルの四階、壁も柱もテーブルも真っ黒な、マジックカフェ。昨日兎和と来たカフェだった。

　一つ二つならまだわかるけれど、三つ続けばもう偶然じゃない。間違いなく姫乃は昨日僕と兎和が立ち寄ったコースを辿たどっているんだ。まるで昨日を上書きするように。

「怖っ！　怖──っっ！」

　非常識とは知りながらも、声を抑えることが出来なかった。え、どうやって？　どんな方法で姫乃は昨日の僕達のコースを知ることが出来たんだ。

　いや、違うか。もはやそんなことはどうでもいい。重要なのは、なぜだ。姫乃はなぜこんなことをしているのか。

　──当てつけか？

　自分は昨日の兎和とのことを全部知っているんだぞ、という圧なのか…………いや、おかしい。そもそも昨日の買い物は姫乃も承知の上のだし、何より姫乃の性格上、違和感がありすぎる。

　じゃあなんだ。今何が行われている？

「───っ」

　ポケットのスマートフォンが震えた。姫乃からだ。トイレに籠こもってかれこれ十分、やはり答えは、直接本人に聞くしかないようだ。

　大丈夫、姫乃はそんなやつじゃない。ちゃんと面と向かって話をすれば、笑い話ですむはずだ。きっと。




「……お帰り、遅かったね。何かあった？」

　テーブルに戻ると、姫乃は空になったグラスを脇にどけ、代わりに人形を弄いじっていた。

「うん。ちょっと、混こんでてさ。それより聞きたいことがあるんだけど………って、それは何？」

「………これ？　さっき借りたの」

　姫乃が持っていたのは女の子のビニール人形。日本人なら誰でも知っている着せ替え人形だ。

「待ってる間にね、マジシャンの人が教えてくれたの………誰にも簡単にできるマジックだって」

「へー」

「……見てて」

　そう言うと、姫乃は人形の頭におもちゃのシルクハットを被せ、

「………パラジクロロベンゼン、パラジクロロベンゼン、パラジクロロベンゼン………」

　謎の呪じゆ文もんを三度繰り返し、




　──ブチッブチッブチッブチッブチッ。




　と帽子ごと人形の髪の毛を根こそぎ抜き取った。

「え………姫乃？」

「……間違えちゃった」

　だから怖すぎるってっっ！　どういう類たぐいのミスなんだ。本来どうなる予定だったんだよ。

「……ごめんね、びっくりした？　本当は………目玉が飛び出すはずだったのに」

　ああ、一緒一緒。そのマジックはもう成功しても失敗しても同じ空気を作り出すやつだ。よりによって、なんでそんなマジック選んだんだよ。

「もっと練習してからにすればよかった、ごめんね」

「ああ、いや、姫乃が謝らなくても………興味深いマジックだったよ、すげー」

「……本当に？」

「う、うん」

　それ以外何と答えることが出来ただろう。

「そっか、良かった……じゃあ、そろそろ行こっか。わたしもう一つ、行きたいところが……あるから」

「ああ、そうなんだ……わかった」

　すっかり調子を狂わされた僕は、結局何も聞けないまま姫乃に合わせて椅い子すを引くしかなかった。さて、これから僕はどこへ連れ行かれるのだろう。これっぽっちも想像がつきゃしない。




　……噓だけど。





　　　　※






「……ついたよ、ここ」

　エレベーターを降りて、姫乃は振り返った。

　夕方の風が姫乃の長い髪の毛をかき乱す。まるでデジャブだ。ビルの屋上テラスは、寒風吹きすさぶ今日もカップルで溢あふれていた。彼らのお目当てはみんな一緒だ。体をくっ付け合う口実としての寒さと、抜群の見晴らしと、

「夏………あ、あ、あれに乗りたい……」

　そこでキスをすれば永遠に幸せになれるという、大観覧車。

　やっぱりだ。ほぼほぼ確定していたけれど、これでトドメ。

　姫乃はやはり、昨日の僕と兎和の足そく跡せきを辿っている。




「い、いいよね……乗っても？」

　顔を青ざめさせて姫乃が言う。

「ここに連れてきた意味が解わかる……よね？」

　震えた声で問いかける。もちろん、わかるとも。

「………夏？」

「ごめんっ、姫乃！」

　姫乃が焦じれたのと僕が言葉を発したのはほとんど同じタイミングだった。

「え………夏？」

　驚いたように姫乃と、周りの男女が振り返る。幸せいっぱいカップルの目に僕はどう映っているだろう。

「本当に、ごめん」

　それでも僕は頭を下げ続けた。

「ど、どうしたの、夏………なんで、謝ってるの？」

　いやいや、なんでって。ここまできて何ではないだろうよ。

「傷ついてるんだよな？　怒ってるんだよな？　彼女とのデートの前に他の女とでかけるなんて、最低だった。思慮が足りなかった、本当にごめん！」

「怒る？　わたしが？　なんで？　違うよ、なんでそんなこと」

「じゃあなんで、こんなことしてるんだよ、兎和から昨日のこと聞いたのか？　それともこっそり後をつけたのか？」

「え？　え？　あ、あ、後なんて……つけてない……」

　なるほどこっちが正解か。こんな時なのに露骨にうろたえる様が可愛くすらある。噓が下手なのはお互い様だな。

「ち、違う。やめて、お願い。わたし、そんなことして欲しいんじゃない。わたしはただ……夏と、か、か、か………観覧車に乗りたかっただけ……」

「それも、昨日僕が兎和と乗ったからだ」

「違う」

「兎和との思い出を上書きしたかったからだよな？」

「……上書き」

　絶句するように姫乃が唇を手で覆う。

「なんでっ……そんなこと考えたことない………わたしは、ただ……」

「ただ………なに？」

　僕と姫乃の視線が交差する。瞳の奥に微かすかな懊おう悩のうが見えた気がしたけれど、

「言えない……」

　姫乃は心を悟られるのを嫌うように顔を伏せた。

「姫乃！」

「言えないよ……わたしには」

「言ってくれよ、姫乃」

　いや、言わなくてもわかる。姫乃はいつも兎和のことを気にしていた。僕の周りにちらつく兎和の影を気にしていた。




『……このお弁当って兎和ちゃんが作ったの？』

『……兎和ちゃんはよくゲームするの、夏と？』

『……兎和ちゃんと楽しく過ごした後だから、そう感じるんだと………思うけど』




　当たり前だ。今までずっと麻ま痺ひしていたけれど、こんな環境普通じゃない。血も繫つながっていない男女が家族同然に暮らして、ついに住まいまで一緒になるなんて。そんなの姫乃が受け入れられるわけがない。

「ごめん、姫乃………」

「だから、謝らないで……わたしは……」

「もう、兎和と一緒には暮らさないよ」

「………え？」

　サッと姫乃の顔から血の気が引いた。

「ずっと考えてたことなんだ。やっぱり、こんなこと普通じゃないし………今日、親に話してみる。なんなら僕が家を出てもいい」

「夏……本気で言ってるの？」

　無言で頷いた。

「僕が好きなのは姫乃だけだから」

「待って……おかしい……なんでそんなことになるの……わたし、そんなことして欲しいんじゃない………」

「でも、こうしないと解決しないだろ」

　ずっと姫乃を苦しめていたこと。

　ずっと僕を苦しめていたこと。

　それを解決するには。

「全然違う。夏は………何もわかってない」

「じゃあ、教えてくれよ！　なんでこんなことしたんだよ！」

　怒鳴れる筋合いではないけれど、声を止めることが出来なかった。

「……言えない」

「姫乃！」

「……言えないよ、こんな……誰が聞いてるかも……わからない」

「それでも、言ってくれなきゃわかんないよ。僕、バカだからさ」

「……言えない」

「言ってくれ！」

　ようやく姫乃は顔を上げた。今にも崩れそうな瞳で懸けん命めいに僕を見つめる。

　顔色はもう蒼白だ。緊張しているのだろう、唇が微かに震えていた。

　この顔は見たことがある、そうこれはあの時の──。

「……夏のバカ」

　修学旅行先の阿修羅像の前で見た顔──。







「───キスがしたいのっっっ！」







　屋上テラスにビル風もかき消すほどの絶叫が響いた。

　それは僕が知る中で一番の姫乃の大声であり、屋上テラスでこれまで囁ささやかれてきた愛の言葉を一纏めにしたほどの熱量を孕はらんだ叫びだった。




　………って、え？　キス？




「ちょ、ちょっと！　なんで言わせた夏が引いてるの！」

「いや、だって。え？　キス？　……………したいの？」

「したいよ！　当たり前でしょ……こ、こ、こ、ここへ来てしたいことなんてそれ以外に……ない」

　……ないの？

『ないぞー』

『ないないー』

『何やってんだ、彼氏ー』

　そんな野次がどこかから飛んで来た。

「いやいやいや！　待って待って待って！　違うだろ。だって、姫乃は当てつけのために昨日のコースを辿ってきたんだろ？」

「何、それ……そんなこと言った、わたし？」

　言って────はない。けど。

「でも姫乃ってそういうの、恥ずかしいタイプじゃなかったんかよ？」

「恥ずかしい……よ。だから、夏の方で進めて欲しかったのに………頑張ってお膳立てしたのに………なんで出て行くとか、そんな話になってるの？」

　あれ、なんでだっけ？　もはや言葉もうまく出てこない。状況が理解できなさすぎて頭と心がついて行かない。その間にも姫乃の顔色は白から煮え立つ赤へと変わって行く。

「わたしは……ただ夏と……い、い、い、イチャイチャしたかっただけなのに……兎和ちゃんみたいに」

「兎和？　なんでそこで兎和が出てくんの？　僕は兎和とイチャイチャしたことなんて」

「してるでしょ、いっつも！」

「あいたっ！」

　姫乃の渾こん身しんのグーパンチで、ポクッと胸を叩かれた。

「してるしてる、してるよぉ。二人は全然気づいてないかもだけど、メチャクチャしてるの！」

『おー、なんだー、二股かー』

『最低だぞ、彼氏ー』

『彼女かわいそー』

　……あの、ちょっと、もう、外野は黙っててもらえないかな。纏まるもんも纏まらんよ、このままじゃ。

　待ってくれよ、じゃあ何か？　昨日姫乃が僕と兎和の後をつけていたのって……昼休みに兎和を一緒にご飯に許したのって……兎和に料理を習いたいって言ったのって……兎和とゲームをしたがったのって………。




「……兎和ちゃんの自然なイチャイチャムーブを……お手本にするため……です」




　なんっっじゃ、そのゲーム上手い人の動画見て勉強するみたいな感じ！

「噓だろ？　そんなことのために？」

「そ、そんなことって言わないで！」

　ぶんぶんと両の拳こぶしを振る姫乃。

「わたし、ずっと不安だったんだから。なんでわたしみたいなつまらない女が夏に選ばれたんだろうって。絶対に兎和ちゃんだって思ってたから。告白した時もそう。最後に兎和ちゃんが入って来た時、ああ、終わったって思った。もう一生泣くしかないって、思った。夏と兎和ちゃんお似合いのカップルだもん」

「ちょ、やめろよ、気持ち悪い。僕と兎和がお似合いなんて、そんなバカなこと──」

「でも、みんな言ってるよ」

「みんな………って、誰？」

「さあ、知らない人。多分夏のクラスの人。学校でいっぱいわたしに聞きに来る。本当に夏と付き合ってるのって？」

「なにそれ、まさかそれって……」

　一瞬にして血の気が引いた。いつかの教室での寝取りコールが頭をよぎったが、

「ううん、嫌がらせとか、そんなのは全然ないよ。ただ聞くだけ。で、その後にみんな言うの。夏は兎和と付き合ってると思ってたって」

　やっぱり、クラスメートはいいやつらだ。そんな陰いん湿しつなことはしない。ただ、尋ねて確かめるだけだ。でもその確認が姫乃の心を圧迫する。お前は本当に人気者の兎和を押しのけるような人間なのかと。

「だから、わたしいつ夏にフラれるか、ずっと不安で。わたし………つまらないから」

　だから、姫乃はいつも兎和を意識していたのか。僕が楽しんでいるのかをずっと気にしていたのか。

「だから……先に兎和ちゃんとデートして欲しかったの………」

　……え？

「それで兎和ちゃんと同じ場所で同じことをすれば、夏は楽しんでくれるかなって……」

　……なんだよ、それ。

「ごめんね、気持ち悪いことして。わたし……嫌いになった？」

　懸命に涙を堪こらえ、声を震わせる姫乃。その小さな肩を力いっぱい抱き締めた。

「ごめん、姫乃！　やっぱり僕のせいだ」

　なんてことだ。今初めて気が付いた。僕、姫乃の前で一度も笑ってなかった。

　少なくとも兎和に見せるような笑い方は一度もしていなかった。

　姫乃に嫌われないようにするのに必死で、カッコつけるのに必死で一度も心の底から笑っていなかった。

「そりゃあ、不安になるよな。マジごめん。僕から姫乃をフるとかありえないから」

「本当？　本当に？」

「うん、絶対だ」

「わたし…………夏のお嫁さんになっていい？」

「いい！　めっちゃいい！　こっちこそお願いします！」

　ぶるりと僕の腕の中で姫乃の肩が震えた。僕の胸に額ひたいを擦りつけ、

「嬉しいよぉ……」

　小さな声でそう言った。

「不安にさせてごめん、姫乃。僕ってさ、バカなんだわ」

　自分を取り繕うのに精一杯で、こうして言葉に出してくれないと大好きな恋人の気持ちすらわからないほどの大馬鹿だ。

「だから、今度からはなるべく思ってることを口にしてくれると助かるんだけど」

「……いいの？」

「え？」

「本当に思ってること全部言っちゃったら。わたしすごく重いし、すごくわがままで、すごくめんどくさい女だよ？　それでもいいの？」

「お、おう。もちろん！」

「……絶対に引かない？」

　任せとけとばかりに頷くと、姫乃は半眼でジッと僕の眼を見つめ、

「……じゃあ、ちょっとだけね」

　意を決して、思いの丈をちょっとだけ吐き出した。







「好き…………好きっ………好きぃぃぃ……好き好き好き好き──っっ………大好き、ずっと一緒にいたい………ずっとこうしてたい………他ほかの子なんて見ないで、他の子と話さないで、わたしだけ見てて………兎和ちゃんは特別に許す………いい子だし………でも嫌は嫌………その服も嫌………他の子が選んだ服着ないで………でも昨日のゴリラみたいなジャケットももっと嫌、最悪、眩暈めまいがした………わたしが選ぶ………わたしの選んだ服だけ着てて………好き好き好き………なんで夏は好きって言ってくれないの？　……一度も言ってくれたことない………なんで？　ヒメは勇気出して言ったのに。夏からも言ってよ………ヒメは言わない。恥ずかしい。でも夏は言って………一日十回言って………二十回言って………千回言って………初めて路地通った時、なんで手繫いでくれなかったの？　………ずっと待ってたのに………手の甲チラチラ擦って待ってたのに………繫いでいいとか聞かないでよ………いいなんて言えるわけない、恥ずかしい………黙って繫いでよ………心臓の音聞いて欲しかった………すっごくすっごくすっごく勇気振り絞ったのに………あーんもちゃんとして欲しかった………頑張って口開けてたのに。ちゃんとあーんしてよ………マジックカフェのハートのサインのカード欲しかった………なんでさっさと行っちゃったの？　……わたしが行こうって言ったから？　じゃあ止めてよ………欲しかった欲しかった欲しかった………ヒメがホラー苦手なの知ってたのに何でゲーム止めてくれなかったの？　………止めたの？　もっと強く止めてよ、ほんとに怖かったのに………今も怖い、トイレ行けない………なんでヒメが泣いてたのに笑ってたの？　………ヒメがゾンビになったらって話、なんで笑ってたの？　真ま面じ目めに話してたのに………撃っちゃやだ、一緒にゾンビになって………ヒメも絶対夏を撃たないから一緒にゾンビになってね、約束だよ………レースゲームも悔くやしかった………負けてよ。なんで全部夏が勝ってるの？　手加減してよ、勝たせてよ………したの？　じゃあ足りない………下手、手加減が下手………でも、ヒメの玉子焼き食べてくれたのは嬉しかった………泣きそうになった、好き、ほんとに大好き………ほらまた言ってくれない、好きって言ってよ、すぐに返してよ………手が弱くなってる、もっと強くギュッとして………痛いっ、強い、ちょうどよくして………そうそうそれくらい……………今………だから今！　………今だって！　………今好きって言ってよ！　………そう、もう一回………もう一回………もう一回、もう一回、もう一回、もう一回、もう百回………嬉しい、ヒメも好き………兎和ちゃんと試着室で何してたの？　………そもそもなんで入ったの？　………何もしてないよね？　触ってないよね？　見てもないよね？　………信じてるから………裏切ったら殺すから………わたしも死んで一緒にゾンビになるから………それからそれから………ううう、やっぱり好きぃぃぃ………」

　姫乃曰いわく、気持ちのほんの一部だけを吐き出した。




「ふぇぇぇぇぇん、夏ぅぅぅ。あぁぁぁぁぁぁぁん」

　足りない分は涙にして。




　……なるほどな。面倒くさい女の宣言に噓うそ偽いつわりはないようだ。

　出てくる出てくる。止まらない。ずっと溜ためこんでいた姫乃の気持ちが止まらない。

　しかし、これくらい受け止めてやるさ。好きな女の好きな気持ちくらい、いくらでも受け止めてやるさ。

　ただし、僕は言葉が達者な方じゃない。だからそれより強い方法で姫乃の気持ちを受け止めたい。

　僕の胸で泣きじゃくる姫乃のあごを少しだけ持ち上げた。

　涙で崩れそうな瞳が僕を見上げる。

　やっぱりこの子は可愛いと思う。

　僕の何かを察したのだろうか。姫乃が頰を赤く染め、嫌がるように顔を俯うつむけた。

「やだ。みんな見てる……」

　その顔をもう一度持ち上げる。臆病な姫乃の小さな肩がギュッと縮ちぢまった。

　悪いけど逃がさない。今この瞬間に、姫乃の全ての不安を消し飛ばすと決めたんだ。

[image: ]

「もうっ……」

　困ったな、一瞬そんな目をしたけれど、姫乃は観念したようにゆっくりと瞼を閉じた。押し出された涙の粒が頰を流れる。

　それを合図にするようにテラスに「わあ」と歓声が上がった。観覧車のライトアップが始まったようだ。屋上にいる全員の視線が空に向く。

「姫乃、大好きだぞ……」

　今のうちにキスしよう。

　観覧車がみんなの注意を引いてくれている間に。

　誰も僕らを見ていない間に。

　世界が僕達二人だけの間に。




「うわぁぁぁぁぁぁん！　姫しゃま、ごめんねえぇぇぇぇぇ！」




　……なんて言ってたらやっぱり来るよねぇ。この人は。期待を裏切らない割り込み姉ちゃん。

「うわあ、兎和！」

「ひいぃ、兎和ちゃん？」

　慌てて飛び退いた僕をさらにもう一歩突き飛ばし、兎和はランニングバックを捕まえるラインバッカーのように姫乃に飛びついた。

「──ぐふぅ」

「ごめんね！　うわぁぁぁぁん、ごめんねごめんねごめんねごめんねぇぇぇ」

　そして、尻餅をつく姫乃が呆あつ気けにとられるくらい泣きまくり、




「うち……人気者で可愛くてごめんねぇぇ」




　最後に自慢のような謝罪を漏らした。

「え、兎和ちゃん？　え、なんで？　なんでいるの？」

「姫しゃま、あーん」

「ちょっと、兎和ちゃん、やめて」

「姫しゃま！　姫しゃま！　うおー」

「おい、兎和やめろって」

「あ、なっちゃん。大変やで。姫しゃまが、姫しゃまが……いい匂いやで！」

「うるせえよ！　てゆーか、なんでいるんだ、お前」

「あ、うん。うち、こっそり二人の後をつけててん」

　いや、お前もかい。何やってんだ、君ら二人は何やってんだ。

「あ、違うよ？　うちはただ二人が心配で、見守ろうと思って。ほら、二人ともヘタレの盛り上げ下手やからちゃんとデートできるか不安で不安で……」

　悪かったなヘタレの盛り上げ下手で。

「決して邪魔をしようとしたんじゃないから！　それだけは信じて」

　両手を分厚い胸の前で組み、兎和は必死に懇願する。つい今しがた莫ばく大だいな邪魔をしたことなどには全く気づいていない様子だ。

「あれ？　あれ？　なに、二人ともその感じ？　もしかしてうち、何か邪魔してた？」

　キョロキョロと僕と姫乃を見回す兎和。姫乃はふっと吹き出すと、そんな兎和の肘を擦り、

「ううん、助かった………危ないところだったから」

　からかうような視線を僕に流した。





　　　　※






「ええ！　じゃあ、昨日クレープ屋でうちにぶつかって来たのって、姫しゃまやったん？」

「違う。そっちがぶつかって来たの。痛かった」

「あれレモンティーやったんかいな。どうりでべたべたすると思った。ガムシロ入れすぎ。太るで」

「買ったばっかりだったのに、ほとんどなくなっちゃったし。落ち着きなさすぎ」

「試着室で変な服紛れ込ませたのも姫しゃまやろ！　おかしいと思った、あんなダサいのうちが選ぶわけないもん」

「兎和ちゃんの方がダサい。変なのばっかり選ぶから我慢できなくて」

「待って待って、マジックカフェの隣のテーブルにいたのも姫しゃまやったん？　あんたあかんであれ。もっとリアクションしたげな」

「兎和ちゃん大げさすぎ。わざとらしい」

「てゆーか、変装うますぎひん、あんた？　全然気づかんかったけど」

「……変装なんか全然してない。ごめんね、空気で」

「忍者かよ、それはそれですごいけど！」

　ああ、うるせー。

　兎和のキンキン声が狭いゴンドラに反響する。

　兎和がどうしてもライトアップしたバージョンを体験したいっていうから、こうして三人で観覧車に乗ってみたけれど、

「てゆーか、ライトアップって中に入っちゃえば見えへんから一緒やね」

　だったら始めから乗るんじゃないよ。

　くそう、やっぱり観覧車は嫌いだ。狭いし、揺れるし、怖いし。

「うわ、電車見えるやん！　ちょっとどいて姫しゃま」

「押さないでよ、ガサツだなあ」

　席の座り順も納得がいかない。なんで兎和と姫乃が隣同士で僕が一人なんだ。

　おかしいだろ。絶対恋人同士が隣になるべきじゃん！

「あ、見てみ。姫しゃま。ケダモノがケダモノの目ぇして見てるで。気ぃつけや」

「………無理矢理は嫌」

　なんでだよ、姫乃まで。

　まんざらでもない顔してたじゃん。まあ、いっかって顔してたじゃん。

「あはははは、なっちゃん拗すねてるわ。あははは」

「ふふふ」

　つーか、君ら。いつの間にそんなに仲良くなったの？

　まるで姉妹のように肩を寄せ合って笑い合う兎和と姫乃。こんな笑い方をする姫乃を初めてみた。なるほど、兎和に嫉妬する気持ちが少しわかった。

「あ、もうすぐ頂上やで！　キスしろキスしろ！　写真撮ったげるわ」

[image: ]

「うるせーよ！」

「ほんとうるさい……」

「じゃあ、うちとちゅーする、姫しゃま？」

「それはだめだろ！」




　立ち上がった瞬間、ゴンドラが大きく揺れた。

　笑い声が反響する。

　きっと前後のゴンドラは僕達に嫉妬していることだろう。観覧車の一周は十五分。




　負けヒロインはまだまだ帰る様子はない。
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あとがき






　ここまで読んで頂いてありがとうございます、作者の桐山なるとです。

　いえーい、いえーい！　ラブコメいえーい！　今回は初のダブルヒロインということで。二人いるならバレないかなと思って片方を関西弁にしてみました。わたしの作品には必ず一人関西弁を喋るキャラが登場するのですが、十作目にしてついにヒロインにまでのし上がってきました。いつの日か、関西弁主人公の一人称小説を書けたらいいなと思います。書きませんけど。




　さて、近況なのですが。いやー、ヤバい。もう本当にヤバいんです。脳が。

　脳のウッカリ化が止まりません。幼い頃からウカツ道を歩んで来た人間でしたが、大人になっても全然抜け出せません。なんか生き物としてヤバいレベルにまで達した印象です。

　鞄を二つ持って電車に乗ったら、改札通る頃には一つになってるし、買い物に行けば自転車の前カゴに財布置きっぱなしにするし、スマホだって置きっぱなしにするし、何だったら買ったものも置きっぱなしにして帰って来るし。偉いもので今となっては、何かなくなっても「どうせ前カゴだろうし、明日の朝取りにいくか」なんて余裕まで生まれるほどです。

　そんなウカツなわたしですが、ありがたいことに友人もおりまして。料理自慢の友人がこだわりのおでんを振舞ってくれるということで、家にお呼ばれしたことがありました。

　さすが料理自慢が自慢する料理だけあって、他の友人達も皆「うまいうまい」と、「こんな出汁の浸みたおでんはなかなかない」と絶賛しながら食べていました。少し遅れて座に着いたわたしも、負けじとおでんにかぶりつきます。まずは牛スジです。美味いんです。柔らかさと出汁の浸み方が半端じゃない。

　だって、ぎゅるるるるーですよ。一口嚙むとぎゅるるるるー。牛スジから溢れ出した出汁が頰の内側でぎゅるるるると渦巻く音が聞こえてくるんです。聞いたことありますか、こんな音。もう牛スジの体積以上に浸みてるじゃないかと驚きました。二口嚙んでもぎゅるるるる、三口嚙んでもぎゅるるるる、四口嚙んでもぎゅるるる、五口嚙んだところでなんかおかしいなと思って皿に吐き出しました。

　出汁パック食べてたんですね。もう嫌になるわ。浸みてるなあじゃねーんですよ。ここから出てるんですよ、出汁は。まあ、おでんは美味かったからいいんですけど。わたしがドジで死ぬ前にこの作品をお届けて出来て幸いです。




　ちなみにこの作品ですが、小説投稿サイトの『カクヨム』でも公表しております。見比べてみるとちょくちょく変わっている部分もありますので、「ああ、この作者ラストの盛り上がりに不安を感じたんだな」とか、「あ、キャラの特徴一個足してる。キャラの弱さが怖かったんだな」とか、色々わかって楽しいかと思います。作者の心の移り変わりを知りたい方は是非！　他にも一分で読めるほぼ実話な姉日記（本人は極秘）など掲載していますので、興味のある方は是非是非ご覧くださいませ。

　最後になりましたが、今回素敵なイラストを描いてくださいましたpupps様、本当にありがとうございました。表紙の兎和の表情と鎖骨大好きです。そして、いつものように面倒をかけまくった担当様に最上の感謝を捧げまして締めにさせて頂きたいと思います。

　この原稿を執筆時点でコロナはまだまだ収束する気配がありません。恐ろしいです。皆様決して油断しないように、感染予防に努めつつ経済も回すという難解なミッションを共にこなして参りましょう。せめてフィクションの中だけども楽しく優しい世界でありますように。


桐山なると
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彼かの女じよできたけど、幼おさな馴な染じみヒロインと同どう居きよしてます








桐きり山やまなると
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